ほ torage NS の共有領域を管理する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ ユーザが 使用できる容量を制限する 

♦ ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

♦ ファイルやサブフォルダを検索する 

♦ ディスクの使用状況をレポートする 

♦ 複数サーバの共有フォルダを統合する 

♦ ディスクスペースを有劾活用する 


115 
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3.1 ユーザが使用できる容量を制限する 

3.1.1 クオ--夕の管理 

クォータの管理は、設定 K 上のファイルが iStorage NS に保存されないよう抑止することや、現在のフ 
ォルダの使用率等を確認するための機能です。 

iStorage NS 上の選択したディレクトリ、パーティションに対する領域を制限することができます。 

クォータ管理で設定できる項目には、次の機能があります。 

機 能 

ディレクトリ上での領域の制限機能 

任意の闕値による警告通知機能 

電子メールによるメッセージ通知機能 

イベント ログへの メ ッ セージ通知機能 

通知がアクティブなときのレポート通知機能 

通知がアクティブなときのカスタムスクリプトの実行機能 


r 


A 


> 


エクスプローラで確認可能なディスク使用サイズと、クォータ画面で確認可能な使用 
領域サイズが異なる場合があります。これはエクスプローラが表示するファイルサイズは実デー 
夕のファイルサイズを表示しますが、クォータが表示するサイズにはファイルのメタ情報(ファ 
イノレぶやセキュリティ情報等)も含まれるため、エクスプローラとフォルダ単位のクォータが表 
示するサイズには違いがあります。なお、ファイルのメタ情報には最低 1KB の領域を使用し 
ます。また、データが約700 Bytes な下のファイルは、上記の 1KB の領域にデータが含まれる 
場合があります。 


J 




M システムパーティションにフォルダ単位のクォータを設定する場合、"ドライブ直下" 
及び" WINDOWS フォルダ配下"へはファイル監視のみを行うパッシブスクリーンの設定の 
み可能です。 



ファイルセキュリティの代わりにフォルダ単位のクォータを使用することはできませ 
ん。フォルダ単位のクォータは、ディスク領域の使用を管理するためだけに使用し、ユーザが 
パーティションやディレクトリに書き込むことを防止するために使用しないでください。ユー 
ザがデイレクトリに書き込めないようにする場合は、そのデイレクトリに適切な保護を設定し 
てください。 


V 


J 
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3.1.1.1 クォータ 

クォータにより、 iStorage NS 上の選択したディレクトリ、またはパーティションに対する領域を実際 
に制限、監視します。 



クォータ画面で表示される項目一覧は次の通りです。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

なお、項目一覧は一覧を右クリックし、表示される画面より[列の追加と削除]で表示される画面にて追 
加/削除が可能です。 



項 目 

説 明 

アイコン 

アイコンが表示されます。指定したフォルダのみをタオ象とする場合とサブフォ 

ルダを含め対象とする場合で異なります。 

クォータのパス 

クォータを設定しているフォルダのパスが表示されます。 

使用率 

使用されている領域の容量がパーセント形式で表示されます。 

制限 

設定されているディレクトリ領域の制限値が表示されます。 

クォータの種類 

領域を超える設定は不可能なハードクォータ-領域を超える設定が可能なソフ 

トクォータのどちらが選択されているかが表示されます。 

ソーステンプレート 

クォータのテンプレートを使用している場合、テンプレートぶが表示されま 

す。 

テンプレートの一致 

クォータのテンプレートをカスタマイズせず使用しているかが表示されます。 

クォータのラベル 

クォータに設定しているラベルが表示されます。 

ピーク タイム 

このディレクトリで使用された領域の最大容量の日時が表示されます。 

ピーク 時の使用率 

このディレクトリで使用された領域の最大容量が表示されます。 

共有パス 

クォータのパスに設定された共有フォルダぶが表示されます。 


また、任意の列（項目）をクリックすることで、ソートすることも可能です。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 
3.1.1.1.1 電子メールの通知 

設定内容が動作した場合に管理者または操作者に電子メールにて通知を行なう場合に利用します。 
設定には、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から[ファイルサーバーの管理]一[ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] をクリ ック します。 

2. 操作の一覧で[オプシヨンの構成]をクリックし、[ファイルサーバーリソースマネージャのオプ 
シヨン]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

SMTP サーバーぶまたは IP ア 

ドレス 

電子メールサーバーのアドレスをぶ前または IP アドレスで指定しま 

す。 

管理者である既定の受信者 

既定となる受信者を指定します。 

既定の"差出人"電子メールア 

ドレス 

電子メール送信時の送信者となる電子メールアドレスを指定します。 

テスト電子メールの送信 

設定が正しく行なわれているか、テストを実施します。 


3. [電子メールの通知]-[テスト電子メールの送信]ボタンで設定した宛先にテスト電子メールを送 
信します。問題なく送信出来た場合、 W 下の画面が表示されます。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


3.1.1.1.2 クォータの作成 


指定するフォルダやその配下のサブフォルダに対しクォータを作成するには、次の操作を行ないます。 

1 Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバーリソ 
ースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 操作の一覧で [クォータの 作成]をクリックします。 



項 目 

説 明 

クォータのパス 

クォータを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

パスにクォータを作成する 

[クォータのパス]項目で指をしたフォルダに巧し、クォータを設定し 

ます。 

既存と新規のサブフォルダに 

自動でテンプレート適用とク 

ォータ作成を行なう 

[クォータのパス]項目で指定したフォルダのサブフォルダに巧し、ク 

ォータを設定します。 

クォータのプロパティをどの 

ように構成しますか？ 

[クォータのテンプレートからプロパティを取得する]および[カスタ 

ムクォータのプロパティを定義する]から選択します。 

クォータのテンプレートから 

プロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムクォータのプロパテ 

ィを定義する 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

クォータのプロパティの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 

[作成]ボタン 

上記項目にて設定した条件でクォータを作成します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


3 [クォータプロパティ]項目で[クォータのテンプレートからプロパティを取得する]もしくは[カス 
タムクォータのプロパティを定義する]を選択します。 

3-1 .[クォータの テンプレートからプロパティを取得する]を選択する場合、リストに表示されるテ 
ンプレートー覧から選択し、[作成]ボタンをクリックするとクォータを作成します。 

3-2 .[カスタムクォータのプロパティを定義する]を選択する場合、[カスタムプロパティ]ボタンを 
クリックし、[クォータのプロパティ]画面を表示します。 



お力鹏し I 編集の…1 削除担]」 


厂クォ-夕の無 E 她 j 


ヘルプ肚 j J I OK ] —キヤンむレ) 


項 目 

説 巧 

クォータテンプレートか 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択した 

らのプロパティのコピー 

テンプレートの設定が[設詞タブの設定内容にコピーされます。 

ラベノレ 

ラベルを設定します。 

制限値 

制限値を設定します。 

ハードクォータ 

設定値を超えてファイルを書き込むことは不可能と設定します。 

ソフトクォータ 

設定値を超えてもファイル書き込みが可能と設定します。 

通知のしきい値 

しきい値の設定内容が表示されます。既定では制限[100%]のみが設定さ 

れています。 

[追加]ボタン 

しきい値を追加します。 

[編集]ボタン 

選択した既存のしきい値を編集します。 

[削除]ボタン 

選択したしきい値を削除します。 

クォータの無効 

クォータを無劾とする場合、チェックボックスを有劾にします。 


121 












































iStoraqe NS の共有領域を管理する 

3-2-1. しきい値を新規に作成する場合、帷綱ボタンを、既に作成済みのしきい値を編集する場合 
は[編集]ボタンをクリックし、画面を表示します。 

3-2-1-1. [電子メールメッセージ]タブで警告メッセージを電子メールで送信するかを設定します。 



項 目 

説 明 

使用率(％)が次に達したら、 

通知を生成する 

しきい値をパーセントで設定します。 

既定で存在するしきい値（[制限[100%]])を編集する際、本項目の設定 

を変更することはできません。 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフィールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザー 

に電子メールを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件ぶ 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで[管理者の電子メー 

ルアドレス]入カフィールド、[件ぶ]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 

追加電子メールへッダー 

電子メールのヘッダーを変更する場合、設定します。 
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3-2-1-1-1. [電子メールメッセージ]タブの[追加電子メールヘッダー]ボタンで[追加電子メ 
ールヘッダー]画面を表示します。 



項 目 

説 巧 

差出人 

差出人の電子メールアドレスを設定します。 

Cc 

Cc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

Bcc 

Bcc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

返信先 

返信先の電子メールアドレスを設定します。 

テキストに挿入する変数 

を選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設定 

します。 
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3-2-1-2. [イベントログ]タブの[イベントログへ警告を送信]項目で警告メッセージをイベント 
ログ（アプリケーション）へ警告メッセージを表示するかを設定します。 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定しぉ 9 -。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


3-2-1-3. [コマンド]タブの[コマンドまたはスクリプトの実行]項目でクォータが動作した際、コ 
マンドを実行するかを設定します。実行する場合、コマンドへのフルパスを設定します。 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプトの実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

[作業デイレクトリ]ボタン 

作業ディレクトリを指定する画面を表示します。 

コマンドの実行 

セキュリティレベルを設定します。 

Local Service,Network Service,Local System から選択します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


3-2-1-3-1. [コマンド] タブの[作業ディレクトリ]ボタンをクリックし表示される [コマンド 
の作業デイレクトリ]画面で作業フォルダを設定します。 



^ -^ 

C3 [コマンドがあるディレクトリ]な外を選択し、コマンドを実行する場合は環境変数で予め 

対象フォルダへのパスを設定する必要があります。 


3-2-1-3-2. [コマンド] タブの [コマンドのセキュリティ] では実行 コマンドのセキュリティレ 
ベルをが下の3点より選択し設定します。 

• Local Service 

• Network Service 

• Local System 


CQ [Local Service ] 及び [Network Service ] を選択する場合、対象フォルダのアクセス権に 
Users グループ[ファイルの作成/データの書き込み]権限が設定されているとセキュリティ 
上、動作しません。また、[書き込み]な上の権限を設定した場合も同様です。 

それぞれに対応する [Local Service ] アカウント 、 [Network Service ] アカウントをご利用する 


V 


ことを推奨します。 


J 
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3-2-1-4. [レポート]タブの[レポートの生成]項目でクォータが動作した際、レポートを作成する 
かを設定します。作成する場合、生成するレポートを設定します。 



項 目 

説 明 

レポートの生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレポ 

ートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メール 

アドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

3-2-1-5. 設定が全て完了したら [0 K ] ボタンをクリックし、 [クォータのプロパティ] 画面に戻り 
ます。 

3-2-2. 既存のしきい値を削除する場合、[通知のしきい値]から削除するしきい値を選択して[削除] 
ボタンをクリックします。 

3-2-3 .作成したクォータを無効として登録する場合、[設对タブの [クォータの 無効] の チェックボ 
ックスを有効にします。 

3-2-4 .設定が全て完了し、[作成]ボタンをクリックするとクォータを作成します。[テンプレートと 
してカスタムプロパティを保存する]画面が表示され、テンプレートとして保存するか選択 
します。 



項 目 

説 明 

テンプレートとしてカスタム 

プロパティを保存する 

設定した内容をテンプレートとして登録する場合、テンプレートぶと 

共に設定します。 

テンプレートを作成せずに力 

スタムクォータを保存する 

設定した内容はテンプレートとして登録されず、今回作成したクオー 

夕にのみ設定されます。 

今後テンプレートとして保存 

するメッセージを表示しない 

本画面を今後、表示しない場合、設定します。 
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3.1.1.1.3 更新 

作成したクォーター覧表示の情報を更新し最新の状態へするには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . 操作の一覧で[更新]をクリックします。 

3.1.1.1.4 クォータからのテンプレートの作成 

クォータからテンプレートを作成するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . テンプレートを作成するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[クォータからのテンプレートの作成]をクリックし、[クォータテンプレートの作 
成]画面を表示します。 
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項 目 

説 明 

クォータテンプレートか 

らのプロパティのコピー 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択した 

テンプレートの設定が[設詞タブの設定内容にコピーされます。 

テンプレートぶ 

テンプレートぶを設定します。 

ラベノレ 

ラベルを設定します。 

制限値 

制限値を設定します。 

ハー ドクオー-夕 

設定値を超えてファイルを書き込むことは不可能と設定します。 

ソフトクォータ 

設定値を超えてもファイル書き込みが可能と設定します。 

通知のしきい値 

しきい値の設定内容が表示されます。 

[追加]ボタン 

しきい値を追加します。 

[編集]ボタン 

選択した既存のしきレ、値を編集します。 

[削除]ボタン 

選択したしきい値を削除します。 


4. [設詞タブの[テンプレートぶ]項目で作成するテンプレートを設定し、 [0 K ] ボタンをクリック 
します。なお、選択したクォータテンプレートに変更を加えてテンプレートを作成する事も可能 
です。 


- 

C 3 クォータの作成にて"既存と新規のサブフォルダに自動でテンプレート適用とクォータ作 
成を行なう"を選択してクォータを作成した場合、本項目は使用できません。 


3.1.1.1.5 フォルダに影響するクォータの表示 

クォータのフォルダに影響するクォーター覧を表示するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . フォルダに影響するクォーター覧を表示するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[フォルダに影響するクォータの表示]をクリックします。 
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4. 全てのクォーター覧表示へ戻す場合、クォーター覧画面の上部にある [フィルタ] 項目をクリッ 
ク して、 [クォータフイルタ] 画面を表示し、 [クォータパス] 項目で[すべて]を選択します。 



項 目 

説 明 

クォータの種類 

一覧へ表示するクォータの種類を指をします。 

[すべて]、[クォータ]、[自動適用クォータ]から選択します。 

クォータパス 

一覧へ表示するクォータのパスを指をします。 

[すべて]、[次のフォルダの親フォルダ]、[次のフォルダの子フォルダ]から選択 

します。 
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3.1.1.1.6 クォータのプロパティの 編集 

クォータのプロパティを編集するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . プロパティを編集するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[クォータのプロパティの編集]をクリックします。 

3-1. クォータの作成にて胁存と新規のサブフォルダに自動でテンプレート適用とクォータ作成を 
行なう]を選択してクォータを作成した場合、ジ^下の画面が表示されますので設定後、 [0 K ] ボ 
タンをクリックすると編集が反映されます。 



項 目 

説 明 

自動適用クォータプロパティ 

テンプレートー覧より選択し、 [0 K ] ボタンをクリックすると選択し 

たテンプレートの設定が反映されます。 


132 




























ほ torage NS の共有領域を管理する 


刖限 [1 日日刮 
普告[日日刮 
普ち口日刮 


追加凹…」 漏集の 


厂ウォ-クの無如凹 


AJ レブ肚 ] J 


3-2 .クォータの作成等にて[パスにクォータを作成する]を選択し、クォータを作成した場合、 K 下 
の画面が表示されます。 W 下の画面が表示されますので設定後、 [0 K ] ボタンをクリックすると 
編集が反映されます。 


三; ■[¥]- 占 a ク尸 f 田か jf 卜 r 


x ] 


ウォークテシプレートからのプ□バティのコピーがプシヨシ]じ]: 


200 MB Limit with 50 MB Extension 


コピーに） 


i 滿 I 

ウォークのバスに]: 


I E:¥misunn fittest 

ラバ:ル[オブシヨ >][ y : 


「空きち目巧の制限- 

制限値の： 

|1 日.邮〇 [mb イ 

f ;、-ドウォ-ク y : 利限怕を超えることをユ-ザ-じ i 牛巧しません 

リ7トウォ-ク回:制限他を超えることをユ-ザ-む午巧する賠視吊に博商 


■■ /Ts 1 -VLJ 、 } ホ 


巧別のしきい値の 



しきい値 

巧モイ-ル 1 イバ>卜□ヴ 1 ] マ: V ド 1 レポ-卜 1 




脚 

瞄 

削 


133 





































iStoraqe NS の共有領域を管理する 

3.1.1.1.7 クォータの削除 

クォータを削除するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . 削除するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で [クォータの 削除]をクリックします。 

3.1.1.1.8 ピーク時の使用率のリセット 

クォータの[ピーク時の使用率]をリセットして現在の値に戻すには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . [ピーク時の使用率]をリセットして現在の値に戻すクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[ピーク時の使用率のリセット]をクリックします。 


C 3 クォータの作成にて瞬存と新規のサブフォルダに自動でテンプレート適用とクォータ作 
成を行なう]を選択してクォータを作成した場合、本項目は使用できません。 


3.1.1.1.9 クォータの有劾化 

無効化しているクォータを有効化するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . 有劾化するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[有劾化]をクリックします。 


/f -^ 

C 3 クォータの作成にて既存と新規のサブフォルダに自動でテンプレート適用とクォータ作 
成を行なう]を選択してクォータを作成した場合、本項目は使用できません。 

V J 
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3.1.1.1.10 クォータの無効化 

有効化しているクォータを無効化するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . 無効化するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[無効化]をクリックします。 


lC 3 クォータの作成にて瞬存と新規のサブフォルダに自動でテンプレート適用とクォータ作 
成を行なう]を選択してクォータを作成した場合、本項目は使用できません。 
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3.1.1.1.11 フイノレタ 

クォーター覧画面に表示する内容を変更するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータ] をクリックします。 

2 . クォーター覧画面の上部にある [フィルタ] 項目をクリックし、 [クォータフィルタ] 画面を表示し 
ます。 



項 目 

説 明 

クォータの種類 

一覧へ表示するクォータの種類を指定します。 

[すべて]、[クォータ]、[自動適用クォータ]から選択します。 

クオータパス 

一覧へ表示するクォータのパスを指定します。 

[すべて]、[次のフォルダの親フォルダ]、[次のフォルダの子フォルダ]から選択 

します。 
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3.1.1.2 クォータのテンプレート 

クォータのテンプレートは、再使用可能なクォータ定義のセットを作成します。クォータの既存のセッ 
卜にテンプレートを適用することや、新しいクォータを作成する際、テンプレートを使用することがで 
きます。 



初めにクォータのテンプレート画面で表示される項目一覧は次の通りです。 


137 














































iStoraqe NS の共有領域を管理する 

なお、項目一覧は一覧を右クリックし、表示される画面より[列の追加と削除]で表示される画面にて追 
加/削除が可能です。 



項 目 

説 明 

アイコン 

アイコンが表示されます。 

クォータのテンプレート 

クォータのテンプレ^ー トぶが表示されます。 

制限 

設定されているディレクトリ領域の制限値が表示されます。 

クォータの種類 

領域を超える設定は不可能なハードクォータ-領域を超える設定が可能な 

ソフトクォータのどちらが選択されているかが表示されます。 

クォ'ータのラベル 

クォータに設定しているラベルが表示されます。 


また、任意の列（項目）をクリックすることで、ソートすることも可能です。 
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3.1.1.2.1 クォータテンプレートの作成 

指定するフォルダやその配下のサブフォルダに対しクォータを作成するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[クォータの 管理]一 [クォータのテンプレート] をクリックします。 

2 . 操作の一覧で [クォータ テンプレートの作成]をクリックします。 



項 目 

説 明 

クォータテンプレートか 

らのプロパティのコピー 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択した 

テンプレートの設定が[設詞タブの設定内容にコピーされます。 

テンプレートぶ 

テンプレートぶを設定します。 

ラベル 

ラベルを設定します。 

制限値 

制限値を設定します。 

ハー ドクオー-夕 

設定値を超えてファイルを書き込むことは不可能と設定します。 

ソフトクォータ 

設定値を超えてもファイル書き込みが可能と設定します。 

通知のしきい値 

しきい値の設定内容が表示されます。 

[追加]ボタン 

しきい値を追加します。 

[編集]ボタン 

選択した既存のしきレ、値を編集します。 

[削除]ボタン 

選択したしきい値を削除します。 


139 












































iStoraqe NS の共有領域を管理する 

3. しきい値を新規に作成する場合、[追加]ボタンを、既に作成済みのしきい値を編集する場合は[編 
集]ボタンをクリックし、画面を表示します。 

3-1. [電子メールメッセージ]タブで警告メッセージを電子メールで送信するかを設定します。 



項 目 

説 明 

使用率(％)が次に達したら、 

通知を生成する 

しきい値をパーセントで設定します。 

既定で存在するしきい値（[制限[100%]])を編集する際、本項目の設定 

を変更することはできません。 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフィールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザー 

に電子メールを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件ぶ 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで[管理者の電子メー 

ルアドレス]入カフィールド、[件ぶ]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 

追加電子メールへッダー 

電子メールのヘッダーを変更する場合、設定します。 
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3-1-1 .[電子メールメッセージ]タブの[追加電子メールヘッダー]ボタンで[追加電子メールへ 
ッダー]画面を表示します。 


化 in 电モ一 


X] 


account(Sserver の形巧でアカウシトをを入力するかア:^1ウ> 卜じ巧入す 
る変效を遇巧してください。巧铁のアカウシトを指ちする場合はたミ]□:/ 
で区切ってください。 


差化人の：_ 

FSRM ^domain, nec.co.jp 

Cc[C): 


Be 地]: 


虚信先担): 


テ辛ストに挿入する変铁を遇おしてください凹： 

[Source File Owner Email] ，] _^ 数の巧入山」 

通知の原因けよる:?アイルの巧ちをのをモイ-ルアドレスを祥入しま 
す。 


日に I 单ザンたル」 


項 目 

説 巧 

差出人 

差出人の電子メールアドレスを設定します。 

Cc 

Cc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

Bcc 

Bcc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

返信先 

返信先の電子メールアドレスを設定します。 

テキストに挿入する変数 

を選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設定 

します。 
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3-2. [イベントログ]タブで 警告 メ ッ セージをイベントログ（アプリケーション）へ 警告 メ ッ セージ 
を表示するかを設定します。 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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3-3. [コマンド]タブでクォータが動作した際、コマンドを実行するかを設定します。実行する場合、 
コマンドへの フルパスを 設定します。 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

[作業デイレクトリ]ボタン 

作業ディレクトリを指定する画面を表示します。 

コマンドの実行 

セキュリテイレベルを設定します。 

Local Service,Network Service,Local System から選択します。 
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3-3-1. [コマンド] タブの[作業デイレクトリ]ボタンをクリツクし、表示される [コマン ドの作業 
デイレクトリ]画面で作業フォルダを設定します。 



/T - 

IC 3 [コマンドがあるディレクトリ]が外を選択しコマンドを実行する場合は環境変数で予め巧 
象フォルダへのパスを設定する必要があります。 


3-3-2 .[コマンド]タブの[コマンドのセキュリティ] では実行 コマンドのセキュリティレベルを 
り^ 下の3点より選択し設定します。 

• Local Service 

• Network Service 

• Local System 


|C3 [Local Service ] 及び [Network Service ] を選択する場合、タオ象フォルダのアクセス権に 
Users グループ[ファイルの作成/データの書き込み]権限が設定されているとセキュリティ上、 
動作しません。また[書き込み]な上の権限を設定した場合も同様です。 

それぞれに対応する [Local Service ] アカウント 、 [Network Service ] アカウントをご利用する 


V 


ことを推奨します。 


J 
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3-4. [レポート]タブでクォータが動作した際、レポートを作成するかを設定します。作成する場合、 
生成するレポートを設定します。 



項 目 

説 明 

レポートの生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレポ 

ートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 


3-5 .設定が全て完了したら [0 K ] ボタンをクリックし、 [クォータのプロパティ] 画面に戻ります。 
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4. 既存のしきい値を削除する場合、陋知のしきい値]から削除するしきい値を選択して[削除]ボタ 
ンをクリックします。 

5. 設定が全て完了し、 [0 K ] ボタンをクリックするとクォータが作成します。 

3.1.1.2.2 更新 

作成したクォータテンプレートー覧表示の情報を更新し、最新の状態にするには、次の操作を行ない 
ます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータのテンプレート] をクリックします。 

2. 操作の一覧で[更新]をクリックします。 

3.1.1.2.3 テンプレートからクォータを作成 

クォータからテンプレートを作成するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[クォータの 管理]一 [クォータのテンプレート] をクリックします。 

2. テンプレートを作成するクォータを選択します。 
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3. 操作の一覧で[テンプレートからクォータを作成]をクリックし、[クォータテンプレートの作成] 
画面を表示します。 




ウォーみのバス [0: 

『 韋暖但し I 

f バスにウォ-うを化成する卸 

广巧巧と巧規のサプフォル圳こ白旣でテシブレート適吊とウォーが午成を巧う凹 


ウォークブ□バティー 

ウォ-加)テシブレ-卜からブ□バティをほうか、またはカスウムウォ-クのブ山！ 
ティを走義することげできます。 

ウォ-ウのブ山けィをどのように巧がしますか？ 

f ウォ-5のテシブレ-卜からブ□バティを恥■导する指装]の： 

fioOMB Limit 

广 カスクムウォーウのブ山けィを走義するに] 

カスちムブ□バティ励...」 


ウォ-加)プ□バティの桐要剧 


曰ウォーク： 

A 

i … V ' -ス .テシブレート：1日日 MB Limit 


1....制限：1日日 MB い一鬥 


を•巧ち □:] 


i ... 制限 [1 日脂:]: t 子:^ール,イバ:>卜□ヴ 

— 

i …普告[日日剖巧子;^ール 

d 


W レブ肚 ] J I 巧巧 I 卑中ン tZ ル 


項 目 

説 明 

クォータのパス 

クォータを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

パスにクォータを作成する 

[クォータのパス]項目で指定したフォルダに巧し、クォータを設定しま 

す。 

既存と新規のサブフォルダ 

に自動でテンプレート適用 

とクォータ作成を行なう 

[クォータのパス]項目で指定したフォルダ及びそのサブフォルダに巧 

し、クォータを設定します。 

クォータのプロパティをど 

のように構成しますか？ 

[クォータのテンプレートからプロパティを取得する]および[カスタム 

クォータのプロパティを定義する]から選択します。 

クォータのテンプレートか 

らプロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムクォータのプロパ 

ティを定義する 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

クォータのプロパティの概 

要 

設定されたプロパティが表示されます。 

[作成]ボタン 

上記項目にて設定した条件でクォータを作成します。 
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利限 [1 日日句 
普ち[日日ち] 
管ち口日ち] 


追加凹.. . I 漏集但し I 




ウォークテ: V プレートからのプ□バティのコピーがプシヨ: v )[ I ): 

2Si 

い日日 MB Limit 

コピ-に ] I 

剛 :] I 


テ:/プレートを化]: 

ド日日 MB Limit 

ラバ:ル[寸プシヨ:/] [ y : 


-空き領域の制限 
制限他の： 


「1日日.日日0 [mb 

f J 、 - ドウォ-姻:制限値を超えることをユ-ザ-じ許可しません 
广 のトウオ-ク固:制限値を超ミることを2-ザ-じ i 午巧する控視曲こ f ま曲 


、み 一 „ jfr^A 中 -j 、 f ホ ft -、 



巧知のしさい f 因の 




しきい値 

I 巧子イ-ル I イバ:/卜□ウ1 I ] マ:/ド 

1レポート1 


□K 


4. [クォータのパス] 項目で作成するフォルダを設定し、[作成]ボタンをクリックします。なお、ク 
ォータテンプレートに変更を加えてクォータを作成する事も可能です。 

3.1.1.2.4 テンプレートのプロパティの編集 

クォータのプロパティを編集するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理]一 [クォータのテンプレート] をクリックします。 

2. プロパティを編集するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[テンプレートのプロパティの編集]をクリックします。ジ^下の画面が表示されます 
ので設定後、 [0 K ] ボタンをクリックすると編集が反映されます。 
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3.1.1.2.5 テンプレートの削除 

クォータを削除するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]- > [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [クォータの 管理] 一[クォータのテンプレート] をクリックします。 

2. テンプレートを削除するクォータを選択します。 

3. 操作の一覧で[テンプレートの削除]をクリックします。 
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3.1.1.2.6 定義巧み情報 

あらかじめ定義されている、クォータテンプレート、メッセージマクロについての情報を示します 

定義済みテンプレート 

テンプレートぶ 制限 クォータの種類 しきい値 

100 MB Limit 100 MB ハード 100% 

電子メール通知：オン 
イベント ログ： オン 

コマンド： オフ 

レポート：オフ 

95% 

電子メール通知：オン 
イベントログ：オン 

コマンド： オフ 

レポート：オフ 

85% 

電子メール通知：オン 
イベントログ：オフ 
コマンド：オフ 

レポート：オフ 


200 MB Limit Reports to 200 MB ハード 100% 



因 
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メッ七^ージマクご 

メッセージマクロとは、電子メールメッセージやイベントログへメッセージを出力する際、システムで 
得られる情報を含めるために使用します。 

メッセージマクロを挿入するには、挿入したい場所にカーソルを合わせ、挿入マクロからブルダウン 
ボックスで表示されるメッセージマクロを選択することで挿入します。 

内容は通知メッセージが通知される際に、システムで得られる情報に置換されます。 

挿入して使用可能なメッセージマクロの設定内容一覧はな下の通りです。 

なお、メッセージマクロは予め定義されたものであり設定を変更することはできません。 


マクロぶ 

説 明 

[Admin Email ] 

電子メールを受け取った管理者の電子メールアドレス 

[Quota Free KB ] 

クォータの下に残っている空き領域 KB 単位 

[Quota Free MB ] 

クォータの下に残っている空き領域 MB 単位 

[Quota Free Percent ] 

クォータの下に残っている空き領域パーセント単位 

[Quota Free ] 

クォータの下に残っている空き領域バイト単位 

[Quota High Water Mark KB ] 

クォータのピーク時の使用率 KB 単位 

[Quota High Water Mark MB ] 

クォータのピーク時の使用率 MB 単位 

[Quota High Water Mark Percent ] 

クォータのピーク時の使用率パ'ーセント単位 

[Quota High Water Mark ] 

クォータのピーク時の使用率ノくイト単位 

[Quota High Water Time ] 

ピーク時の使用率が記録された時間 

[Quota Limit KB ] 

クォ^ー タの制限値 KB 単位 

[Quota Limit MB ] 

クォ^ー タの制限値 MB 単位 

[Quota Limit ] 

クォータの制限値バイト単位 

[Quota Path ] 

クォ'一■夕のパス 

[Quota Remote Paths ] 

クォータのリモートパス UNC 形式 (¥¥ serve 「¥ share ¥) 

[Quota System Path ] 

クォータのパス標準形式 (¥¥?¥ VolumeGUID ¥) 

[Quota Threshold ] 

通知の原因となるクォータのしきい値 

[Quota Used KB ] 

クォータの使用率 KB 単位 

[Quota Used MB ] 

クォータの使用率 MB 単位 

[Quota Used Percent ] 

クォータの使用率パーセント単位 

[Quota Used ] 

クォータの使用率ノくイト単位 

[Server Domain ] 

通知の発生したサーバのドメイン 

[ Serve 。 

通知の発生したサーバ 

[Source File Owner Email ] 

通知の原因となるファイルの所有者の電子メールアドレス 

[Source File Owner ] 

通知の原因となるファイルの所有者のユーザぶ 
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マクロぶ 

説 明 

[Source File Path] 

通知の原因となるファイルのパス 

[Source File Remote Paths] 

通知の原因となるファイルのリモートパス UNC 形式 

[Source lo Owner Email] 

通知をトリガしたユーザの電子メールアドレス 

[Source lo Owner] 

通知をトリガしたファイル I/O の所有者 

[Source Process Id] 

通知をトリガしたプロセスの ND 

[Source Process Image] 

通知をトリガしたプロセスの実行可能ファイル 


- ^ 

UU ネットワーク共有作成直後、メッセージマクロ [Quota Remote Paths] 及び [Source 

File Remote Paths] を使用しメッセージを出力すると、パスぶが正常に表示されずマクロぶが 
そのまま表示されることがあります。 

このような場合は一時間程度、時間を経過させることにより正常に表示可能となります。 

_ J 

3.1.1.2.7 コマンド情報 

コマンドラインを使用してクォータの設定を行なう場合は、 dirquota コマンドを使用します。 

詳細は、 dirquota /?を実行しヘルプを参照してください。 
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3.1.2 ディスククォ^夕を設定する 

管理者はディスククォータの設定し、各ユーザが iStorage NS 内の各ボリュームで使用するディスク容 
量を制限することができます。ディスク容量を制限することで、限られたユーザが資源のほとんどを使 
用してしまい、他のユーザが使用できなくなるという問題を避けることができます。ユーザが制限値を 
超えてファイルをコピーしようとした場合に、警告を出すだけの設定もできますし、また制限値な上の 
領域を使用できないようファイルの保存をブロックすることもできます。 

ディスククォ^ータの管理はボリューム単位、ユーザ単位です。グル^ープにタホしてディスククォ^ータの設 
定を行なうことはできません。 

3.1.2. 1ディスククォータの設定方法 

エクスプローラ または マイコンピュータを 開き、設定したいボリ ューム の プロパティを 開いて行ない 
ます。最初に、そのボリ ューム を使用するすべての ユーザに 適用される既定の クォータ 設定を行ない、 
必要であれば、個々の ユーザに タオする クォ^ータ 設定を行ないます。 

3.1.2.2既定のクォータ設定を行なう 

1. 管理 PC でリモートデスクトップを起動し 、 iStorage NS に接続します。 

2. 管理者権限を 持つユーザでログオン します。 

3. マイコンピュータ または エクスプローラを 起動します。 

4. 設定するボリュームを右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 

5. [クォータ]タブをクリックします。 
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6. が^下の画面で設定を行ないます。 




を股 I ツ-ルい-ドウが I 共ち 1 帖ュリティ I シ补ウ北-ウォ-ク j NFS 共ち I 



が態：ディスウウォ-クはお如 


|7ウォークの昔巧をち如じする© 

厂ウォーク利限をお過したユーザーのディスウ割り当てを拒ちする屯） 

このボリューム上の巧視ユーザーじ対する巧走のウォーク制限値を遇巧して 
ください。 

f 對那の棵照带 mMm 


デイスが目域を制限する(じ I 

無制限 I 

d 

普ちレバルの試ち I 

無制限 I 

d 


このボリュームじ巧するウォーク□ヴのオブショシを遇巧してください。 

厂ユーザーがウォーク利限値を超えたらイパ:/卜を□化:記録する(目) 
广ユーザーが！ちレバルをおまたらイバシトを□ヴじ記録する咕） 


ウォーク： L > トリ喧 ) ... I 


0 K I 辛が冰ル」 適用(互）」 A . ルブ 


-[クォータの 管理を有効にする] の チェックボックスを有劾にします。 

. クォータ制限値を超えてデータを保存させない場合には、[クォータ制限を超過したユーザーの 
ディスク割り当てを拒否する]のチェックボックスを有効にします。 

- 既定の設定として、[ディスク領域を制限する]のチ卫ックボックスを有効にし、制限値と警告 
レベルの 値を入力します。 

. 必要に応じて、[ユーザーがクォータ制限値を超えたらイベントをログに記録する]と[ユーザ 
一が警告レベルを超えたらイベントをログに記録する]のチェックボックスを有効にします。 

7. 個々のユーザに対してディスククォータを設定する場合は、[個々のユーザーにクォータ設定を行な 
う]に進んでください。終了する場合は、 [0 K ] ボタンをクリックして終了します。 

個々のユーザにクォータ制限を適用する場合は、 W 下の手順で設定します。 
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3.1.2.3個々のユーザにクォータ設定を行なう 

1. ボリュームのプロパティを開き、[クォータ エントリ] タブをクリックします。 
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2. [クォータ]メニューの [新規クォータ エントリ] をクリックします。 



3. クォータエントリに追加するユーザを指をして [0 K ] ボタンをクリックします。 
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4. 必要に応じて警告レベルと制限値を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。ディスク使用量を確 
認するだけで、制限をしない場合は、[ディスクの使用を制限しない]を選択してください。 
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3.2. ファイルの拡張子で書き込みを制限する 


ファイルスクリーンは、望ましくないファイルが iStorage NS に保存されないようにするための機能で 
す。ファイルスクリーン機能を使用することよってがましくない画像や、ゲーム、動画ファイル等が 
iStorage NS に格納されることを防止することができます。 

スクリーニングするためには制限、監視したい対象のディレクトリに対し、ファイルスクリーンテン 
プレートを設定します。ファイルスクリーンテンプレートは、ファイルグループで構成されており、 
あらかじめ5つ定義されています。ファイルグループでは、含めるファイル、除外するファイルの種類 
を定義しており、あらかじめ11のファイルグループが定義されています。 

また、ファイルスクリーンテンプレートやファイルグループは新たに作成することや、定義済みの設 
定をカスタマイズすることができます。 

ファイルスクリーンには、次の機能があります。 


機 能 

ディレクトリ上でのアクティブおよびパッシブファイルスクリーン 

電子メールによるメッセージ通知機能 

イベント ログへの メ ッ セージ通知機能 

通知がアクティブなときのレポート通知機能 

通知がアクティブなときのカスタムスクリプトの実行機能 


f— - 

W システムパーティションにファイルスクリーンを設定する場合、[ドライブ直下]及び 
[ WINDOWS フォルダ配下]へはファイル監視のみを行うパッシブスクリーンの設定のみ可 
能となります。 


V 
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3.2.1 ファイルスクリ -- ン 

ファイルスクリーンにより 、 iStorage NS 上の選択したディレクトリ、またはパーティションに対する領 
域を実際に制限、監視します。 
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ファイルスクリーン画面で表示される項目一覧は次の通りです。 

なお、項目一覧は一覧を右クリックし、表示される K 下の画面より[列の追加と削除]で表示される画面 
にて追加/削除が可能です。 



項 目 

説 明 

アイコン 

アイコンが表示されます。 

ファイルスクリーンのパス 

ファイルスクリーンを設定しているフォルダのパスが表示されます。 

フアイルスクリーン処理の 

種類 

承認されていないファイルの書き込みが不可能なアクティブスクリー 

ン処理.承認されていないファイルの書き込み も 可能なパッシブスクリ 

ーン処理のどちらが選択されているかが表示されます。 

ファイルグループ 

選択されているファイルのグループが表示されます。 

ソーステンプレート 

ファイルスクリーンテンプレートを使用している場合、テンプレートぶ 

が表示されます。 

テンプレートの一致 

ファイルスクリーンテンプレートをカスタマイズせず使用しているろ^ 

が表示されます。 

共有パス 

ファイルスクリーンのパスに設定された共有フォルダぶが表示されま 

す。 


また、任意の列（項目）をクリックすることで、ソートすることも可能です。 
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3.2.1.1 ファイルスクリーンの監査 

監査データベースにスクリーン処理の動作状況を設定する場合に利用します。設定には、次の操作を行 
ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ ファイルサーバーの管理 ] 一[ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] をクリ ック します。 

2. 操作の一覧で[オプシヨンの構成]をクリックして [ファイル サーバーリ ソースマネージャの 才 
プシヨン]画面を表示します。 



ヘルプ肚 ） J [ok j _キャン t ル」 


項 目 

説 明 

監査データベースにファ 

イルスクリーン処理の動 

作状況を記録する 

監査データベースにファイルスクリーン処理の動作を記録します。ファイ 

ルスクリーンにて[ファイルスクリーン処理の監査]レポートを表示する 

ためには、監査データベースにファイルスクリーン処理の動作状況を記録 

する必要があります。 
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3.2.1.2 ファイルスクリーンの作成 

指定するフォルダに対しファイルスクリーンを作成するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイル サーバーの管理]一 [ファイル サーバー リ ソー 
ス マネージャ ] 一[ファイル スクリーンの管理]一 [ファイル スクリーン]をクリックします。 

2. 操作の一覧で [ファイル スクリーンの作成]をクリックし 、[ファイル スクリーンの作成]画面を表示し 
ます。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーンのパス 

ファイルスクリーンを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

クォータのプロパティをどのよ 

うに構成しますか？ 

[ファイルスクリーンのテンプレートからプロパティを取得する] 

および[カスタムファイルスクリーンのプロパティの定義]から選 

択します。 

ファイルスクリーンのテンプレ 

ートからプロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムファイルスクリーンの 

プロパティの定義 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

ファイルスクリーンのプロパテ 

ィの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 

[作成]ボタン 

上記項目にて設定した条件でクォータを作成します。 
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3. [ファイル スクリーンの プロパティ] 項目で [ファイル スクリーンのテンプレートから プロパティを 取 
得する]もしくは[カスタムファイルスクリーンのプロパティの定義]を選択します。 

3-1 [ファイルスクリーンのテンプレートからプロパティを取得する]を選択する場合、リストに表示 
されるテンプレートー覧から選択し、[作成]ボタンでファイルスクリーンを作成します。 

3-2 [カスタムファイルスクリーンの プロパティの定義] を選択する場合、[カスタム プロパティ] ボ 
タンをクリックし、[スクリーンの プロパティ] 画面を表示し ます。 

3-2-1 [設对項目で作成するファイルスクリーンを設定します。 



項 目 

説 明 

テンプレートからのプロパ 

テイのコピー 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択し 

たテンプレートの設定が[設对タブの設定内容にコピーされます。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 

[作成]ボタン 

ファイルグループを追加します。 

[編集]ボタン 

選択したファイルグループを編集します。 
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3-2-1-1 [ブロック するファイルグループの選択]項目を選択します。また、ファイルグループ 
を新規に作成する場合は[作胸ボタンを、既に作成済みのファイルグループを編集 
する場合は[編集]ボタンをクリックし、 W 下の画面を表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルグループぶ 

ファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指定します。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニングで 

きます。例えば拡張子 *.mp3 を指をすると、すべての mp3 ファイルがスク 

リーニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 

グループに含めるファイルを入力し、[追加]ボタンをクリックすることにより 

一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンをクリ 

ックします。 

除外するファイル 

[含めるファイル]にて設定しているファイルに対し、その一部を許可したい場 

合に指定します。 

例えば、許可しないファイルで、 *.mp3 と指定し、許可するファイルで、 

test.mp3 と指定した場合、 test.mp3 だけは書き込み等が許可されます。 

グループから除外するファイルを入力し、[追綱ボタンをクリックすることに 

より一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンを 

クリックします。 
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3-2-2 [電子メールメッセージ]項目で警告メッセージを電子メールで送信するかを設定します。 



項 目 

説 明 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフィールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一に電子メールを送信する 

対象ユーザへ電子メールを送信する場合に設定します。 

件ぶ 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで[管理者の電子メー 
ルアドレス]入カフィールド、[件ぶ]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 

追加電子メールへッダー 

電子メールのヘッダーを変更する場合、設定します。 
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3-2-2-1[追加電子メールヘッダー]ボタンで帷加電子メールヘッダー]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

差出人 

差出人の電子メールアドレスを設定します。 

Cc 

Cc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

Bcc 

Bcc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

返信先 

返信先の電子メールアドレスを設定します。 

テキストに挿入する変 

数を選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設定し 

ます。 
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3-2-3 [イベントログ]項目で警告メツセージをイベントログ（アプリケーション）へ警告メツセ 
ージを表示するかを設定します。 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定しぉ 9 -。 
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3-2-4 [コマンド]項目でファイルスクリーンが動作した際、コマンドを実行するかを設定します。 
実ネ了する場合、コマンドへのフルパスを設定します。 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

[作業デイレクトリ]ボタン 

作業ディレクトリを指定する画面を表示します。 

コマンドの実行 

セキュリテイレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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3-2-4-1. [作業デイレクトリ]ボタンをクリックし、表示される [コマン ドの作業デイレクトリ] 
画面で作業フォルダを設定します。 



3-2-4-2. [コマンドのセキュリティ] では実行 コマンドのセキュリティレベルをな 下の3点より 
選択し、設定します。 

• Local Service 


• Network Service 

• Local System 


fa 

Users グループ[ファイルの作成/データの書き込み]権限が設定されているとセキュリティ 
上、動作しません。また、[書き込み]な上の権限を設定した場合も同様です。 

それぞれに対応する [Local Service ] アカウント 、 [Network Service ] アカウントをご利用する 


\ 

[Local Service ] 及び [Network Service ] を選択する場合、タオ象フォルダのアクセス権に 


V 


ことを推奨します。 


J 
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3-2-5 [レポート]項目でファイルスクリ^ーンが動作した際、レポートを作成するかを設定し 
ます。作成する場合、生成するレポートを設定します。 



項 目 

説 明 

レポートの生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成 

するレポートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示しま 

す。 

次の管理者にレポートを送信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。そ 

の場合、配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイルを保存 

しようとしたユーザーにレポート 

を送信する 

対象ユーザへ電子メールでレポートを送信する場合に設定しま 

す。 
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3-2-6 設定が全て完了したら [0 K ] ボタンをクリックし、 [ファイル スクリーンの作成]画面 

に戻ります。 

3-2-7 [作成]ボタンをクリックし、ファイルスクリーンを設定します。[テンプレートとして 
カスタムプロパティを保存する]画面が表示され、テンプレートとして保存するか選 
択します。 



項 目 

説 明 

テンプレートとしてカスタム 

プロパティを保存する 

設定した内容をテンプレートとして登録する場合、テンプレートぶと 

共に設定します。 

テンプレートを作成せずに力 

スタムフ アイ ルスクリーンを 

保存する 

設定した内容はテンプレートとして登録されず、今回作成したファイ 

ルスクリーンにのみ設定されます。 

今後テンプレートとして保存 

するメ ッ セージを表示しない 

本画面を今後、表示しない場合、設定します。 


173 


















ほ torage NS の共有領域を管理する 


3 . 2 . 1.3 ファイルスクリーンの例外を作成 


他のファイルスクリーンがブロックしているファイルを許可するには、ファイルスクリーンの例外を 
作成します。 

ファイルスクリーンの例外を作成するには、次の操作を行ないます。 


ドう 

lC 3 ファイルスクリーンの例外は、特定のファイルスクリーンには適用されないことに注 

意してください。また、設定内容は関係するすべてのファイルスクリーン処理に優先します。 


1 .Windows Storage Server Management から[ファイルサーバーの管理]一[ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[ファイル スクリーンの 管理]一[ファイル スク リーン] をクリックしま 
す。 
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2 . 操作の一覧で [ファイル スクリーンの例外の作成]をクリックし、 [ファイル スクリーンの例外の 
作成]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

例外のパス 

ファイルスクリーンの例外とするパスを設定します。 

[作成]ボタン 

ファイルグループを追加します。 

[編集]ボタン 

選択したファイルグループを編集します。 
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3. [スクリーン処理から除外するファイルグループの選択]項目を選択します。また、ファイルグル 
ープを新規に作成する場合は[作成]ボタンを、既に作成済みのファイルグループを編集する場合 
は[編集]ボタンをクリックし、画面を表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルグループぶ 

ファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指をします。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニングで 

きます。例えば拡張子 *.mp3 を指定すると、すべての mp3 ファイルがスク 

リーニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 

グループに含めるファイルを入力し、[追加]ボタンをクリックすることにより 

一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンをクリ 

ックします。 

除外するファイル 

[含めるファイル]にて設定しているファイルに巧し、その一部を許可したい場 

合に指定します。 

例えば、許可しないファイルで、 *.mp3 と指定し、許可するファイルで、 

test.mp3 と指定した場合、 test.mp3 だけは書き込み等が許可されます。 

グループから除外するファイルを入力し、帷綱ボタンをクリックすることに 

より一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンを 

クリックします。 
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3.2.1. 4更新 

作成したファイルスクリーンー覧表示の情報を更新し最新の状態へするには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]- > [ファイルサーバー 
リソースマネージャ]一[ファイル スク リーンの 管理] 一[ファイル スク リーン] をクリックしま 
す。 

2 . 操作の一覧で[更新]をクリックします。 

3.2.1.5 ファイルスクリーンからのテンプレートを作成 

選択中のファイルスクリーンからファイルスクリーンテンプレートを作成するには、次の操作を行ない 
ます。 

1 .Windows Storage Server Management から[ファイルサーバーの管理]一[ファイルサーバー 
リソースマネージャ]一[ファイル スク リーンの管理]一[ファイル スク リーン] をクリックしま 
す。 
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2 . 操作の一覧で [ファイル スクリーンからテンプレートを作成]をクリックします。 



項 目 

説 明 

テンプレートからのプロパ 

テイのコピー 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択し 

たテンプレートの設定が[設对タブの設定内容にコピーされます。 

テンプレートぶ 

テンプレートぶを設定します。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 

[作成]ボタン 

ファイルグループを追加します。 

[編集]ボタン 

選択したファイルグループを編集します。 


3. [設对一[テンプレートぶ]項目で作成するテンプレートぶを設定し、 [0K] ボタンをクリックし 
ます。なお、選択したファイルスクリーンテンプレートに変更を加えてテンプレートを作成する 
事も可能です。 
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3.2.1.6 ファイルスクリーンのプロパティの編集 

ファイルスクリーンのプロパティを編集するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から[ファイルサーバーの管理]一[ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[ファイル スクリーンの 管理]一[ファイル スク リーン]をクリック しま 
す。 

2 . 編集するファイルスクリーンを選択します。 

3. 操作の一覧で[ファイルスクリーンのプロパティの編集]をクリックします。 



項 目 

説 明 

テンプレートからのプロパ 

テイのコピー 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択し 

たテンプレートの設定が[設对タブの設定内容にコピーされます。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 

[作成]ボタン 

ファイルグループを追加します。 

[編集]ボタン 

選択したファイルグループを編集します。 


4. 選択したファイルスクリーンテンプレートの設定内容を変更し、 [0K] ボタンをクリックします。 
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3.2.1.7 ファイルスクリーンの削除 

ファイルスクリーンを削除するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から[ファイルサーバーの管理]一[ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]一[ファイル スクリーンの 管理]一[ファイル スク リーン]をクリック しま 
す。 

2 . 削除するファイルスクリーンを選択します。 

3. 操作の一覧で[削除]をクリックします。 

3.2.2 ファイルスクリ -- ンテンプレ--卜 

ファイルスクリーンテンプレートは、ファイルスクリーンで使用するためのテンプレートを作成します。 
ファイルスクリーンテンプレートは、あらかじめ5つ定義されていますが、新規にカスタマイズした 
ものを作成することができます。定義済みのファイルスクリーンテンプレートの詳細については、 [3. 
2.4 定義済み情報]の項目を参照してください。 
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ファイルスクリーンテンプレート画面で表示される項目一覧は次の通りです。 

なお、項目一覧は一覧を右クリックし表示されるポップアップメニューより[列の追加と削除]で表示さ 
れる画面にて追加/削除が可能です。 



項 目 

説 明 

ァイコン 

アイコンが表示されます。 

ファイルスクリーン 

のテンプレート 

ファイルスクリーンのテンプレートぶが表示されます。 

ファイルスクリーン 

処理の種類 

承認されていないファイルの書き込みが不可能な アクティブス クリーン処 

理. 承認 されていないファイルの書き込み も 可能なパッシブスクリーン処理の 

どちらが選択されているかが表示されます。 

ファイルグループ 

選択されているファイルのグループが表示されます。 


また、任意の列（項目）をクリックすることで、ソートすることも可能です。 
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3.2.2. 1ファイルスクリーンテンプレートを作成 

新規にファイルスクリーンテンプレートを作成するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]- > [ファイルサーバー 
リソースマネージャ]一[ファイル スク リーンの 管理] 一[ファイル スク リーンテンプレート] を 
クリックします。 

2 . 操作の一覧で[ファイルスクリーンテンプレートを作成]をクリックします。 
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2 -1. [設詞項目で作成するファイルスクリーンテンプレートを設定します。 



項 目 

説 明 

テンプレートからのプロパ 

テイのコピー 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択し 

たテンプレートの設定が[設对タブの設定内容にコピーされます。 

テンプレートぶ 

テンプレートぶを設定します。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 

[作成]ボタン 

ファイルグループを追加します。 

[編集]ボタン 

選択したファイルグループを編集します。 
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2 -1-1. [ブロック するファイルグループの選択]項目を選択します。また、ファイルグループを新 
規に作成する場合は[作成]ボタンを、既に作成済みのファイルグループを編集する場合は 
[編集]ボタンをクリックし、画面を表示します。 



項 目 

説 巧 

ファイルグループぶ 

作成するファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指をします。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニン 

グできます。例えば拡張子 *.mp3 を指定すると、すべての mp 3 ファイ 

ルがスクリーニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 

グループに含めるファイルを入力し、帷綱ボタンをクリックすることに 

より一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタ 

ンをクリックします。 
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項 目 

説 明 

除外するファイル 

[含めるファイル]にて設定しているファイルに巧し、その一部を許可した 

レ、場合に指定します。 

例えば、許可しないファイルで、 *.mp3 と指定し、許可するファイルで、 

test.mp3 と指定した場合、 test.mp3 だけは、書き込み等が許可されます。 

グループから除外するファイルを入力し、帷綱ボタンをクリックするこ 

とにより一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除] 

ボタンをクリックします。 


2 -2. [電子メールメッセージ]項目でファイルスクリーンが動作した際、管理者宛に電子メールを送 
信するかを設定します。送信する場合、メールアドレスを設定します。 



項 目 

説 明 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフイールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一に電子メールを送信する 

対象ユーザへ電子メールを送信する場合に設定します。 
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項 目 

説 明 

件ぶ 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで[管理者の電子メー 

ノレアドレス]入カフィールド、[件ぶ]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 

追加電子メールへッダー 

電子メールのヘッダーを変更する場合、設定します。 


2 -2-1. [追加電子メールヘッダー]ボタンで[追加電子メールヘッダー]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

差出人 

差出人の電子メールアドレスを設定します。 

Cc 

Cc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

Bcc 

Bcc で送信する電子メールアドレスを設定します。 

返信先 

返信先の電子メールアドレスを設定します。 

テキストに挿入する変 

数を選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設定し 

ます。 
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2-3. [イベントログ]項目で警告メ ッ セージをイベントログ（アプリケーション） へ 警告メ ッ セージ 
を表示するかを設定します。 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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2-4 .[コマンド]項目でファイルスクリーンが動作した際、コマンドを実行するかを設定します。実 
行する場合、コマンドへのフルパスを設定します。 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

[作業デイレクトリ]ボタン 

作業ディレクトリを指定する画面を表示します。 

コマンドの実行 

セキュリテイレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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2-4-1. [作業デイレクトリ]ボタンをクリックし表示される[コマンドの作業デイレクトリ]画面 
で作業フォルダを設定します。 



2-4-2. [コマンドのセキュリティ]では実行コマンドのセキュリティレベルを K 下の3点より選択 
し、設定します。 

• Local Service 


• Network Serv に e 

• Local System 


C 3 [Local Service ] 及び [Network Service ] を選択する場合、対象フォルダのアクセス権に 
Users グループ[ファイルの作成/データの書き込み]権限が設定されているとセキュリティ 
上、動作しません。また[書き込み]な上の権限を設定した場合も同様です。 

それぞれに対応する [Local Service ] アカウント 、 [Network Service ] アカウントをご利用する 


V 


ことを推奨します。 


J 
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2-5 .[レポート]項目でファイルスクリ^ーンが動作した際、レポ^ートを作成するかを設定します。作 
成する場合、生成するレポートを設定します。 



項 目 

説 明 

レポートの生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレ 

ポートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを送 

信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場 

合、配下の入カフィールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一にレポートを送信する 

対象ユーザへ電子メールでレポートを送信する場合に設定します。 


2-5-1. [レポート]-[生成するレポートの選択]項目でレポートを選択します。また、禮択したレ 
ポートの表示]ボタンをクリックすると現在選択中のレポート内容が表示されます。 

2-6 .設定が全て完了したら [0K] ボタンをクリックします。 
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3.2.2.2更新 

ファイルスクリーンテンプレートー覧表示の情報を更新し、最新の状態へするには次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から[ファイルサーバーの管理]一[ファイルサーバー 
リソースマネージャ]一[ファイル スク リーンの管理]一[ファイル スク リーンテンプレート]を 
クリックします。 

2. 操作の一覧で[更新]をクリックします。 

3.2.2. 3テンプレートからファイルスクリーンを作成 

指定するフォルダに対しテンプレートからファイルスクリーンを作成するには、次の操作を行います。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバーリ 
ソースマネージャ]一[ファイル スク リーンの 管理]一 [ファイル スク リーン] をクリックします。 

2. 操作の一覧で [ファイル スクリーンの作成]をクリックし、 [ファイル スクリーンの作成]画面を表 
示します。 
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3. [ファイル スクリーンのパス]項目で作成するフォルダを設定し、[作成]ボタンをクリックします。 
なお、ファイルスクリーンテンプレートに変更を加えてファイルスクリーンを作成する事も可能で 
す。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーンのパス 

ファイルスクリーンを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

クォータのプロパティをど 

のように構成しますか？ 

[ファイルスクリーンのテンプレートからプロパティを取得する]およ 

び[カスタムファイルスクリーンのプロパティの定義]から選択しま 

す。 

フアイルスクリーンのテン 

プレートからプロパティを 

取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムフアイルスクリー 

ンのプロパティの定義 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

フアイルスクリーンのプロ 

パティの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 

[作成]ボタン 

上記項目にて設定した条件でクォータを作成します。 
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3.2.2.4テンプレートのプロパティの編集 

ファイルスクリーンテンプレー トの プロパティを 編集するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から[ファイルサーバーの管理]一[ファイルサーバー 
リソースマネージャ]一[ファイル スク リーンの管理]一[ファイル スク リーン]を クリックしま 
す。 

2. 編集するファイルスクリーンテンプレートを選択します。 

3. 操作の一覧で[ファイルスクリーンのプロパティの編集]をクリックします。 
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4. 選択したファイルスクリーンテンプレートの設定内容を変更し、 [0K] ボタンをクリックします。 



項 目 

説 明 

テンプレートからのプロパ 

テイのコピー 

テンプレートー覧より選択し、[コピー]ボタンをクリックすると選択し 
たテンプレートの設定が[設对タブの設定内容にコピーされます。 

テンプレートぶ 

テンプレートぶを設定します。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 

[作成]ボタン 

ファイルグループを追加します。 

[編集]ボタン 

選択したファイルグループを編集します。 
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3.2.2.5テンプレートの削除 

選択中のファイルスクリーンテンプレートを削除するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一 [ファイル スクリーンの管理]一 [ファイル スクリーン テンプレート] を 
クリックします。 

2. 削除するファイルスクリーンテンプレートを選択します。 

3. 操作の一覧で[削除]をクリックします。 

3.2.3 ファイルグル--プ 

ファイルグループは、含めるファイルおよび除外するファイルのセットで構成されています。たとえば、 
グラフィックファイルというグループに、 *.jpg*.bmp を含め、ファイル important.jpg を除外すること 
で important.jpg な外のファイルを抽出することが可能です。なお、ファイルグループには予め定義済み 
のグループのセットが含まれていますが、定義済みファイルグループの編集や新たにファイルグループ 
を作成することが可能です。 

ファイルグループは、含めるファイルの種類および除外するファイルの種類を定義するファイルスクリ 
ーンテンプレート内で使用されます。 

ファイルグループは、あらかじめ11のグループが定義されていますが、新規にカスタマイズしたものを 
作成することができます。定義済みのファイルグループの詳細については、 [3.2.4 定義済み情報]の項 
目を参照してください。 



フアイルグループ画面で表示される項目一覧は次の通りです。 
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なお、項目一覧は一覧を右クリックし表示されるポップアップメニューより[列の追加と削除]で表示さ 
れる画面にて追加/削除が可能です。 



項 目 

説 明 

ァイコン 

アイコンが表示されます。 

ファイルグループ 

選択されているファイルのグループが表示されます。 

含めるファイル 

含めるファイルに設定した内容が表示されます。 

除外するファイル 

除外するファイルに設定した内容が表示されます。 


また、任意の列（項目）をクリックすることで、ソートすることも可能です。 

3.2.3. 1ファイルグループの作成 

ファイルグループを作成するには、次の操作を行ないます。 

1 .Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リソース マネージャ]一[ファイル スクリーンの管理]一 [ファイルグループ] をクリックします。 
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2. 操作の一覧で[ファイルグループの作成]をクリックします。 



項 目 

説 明 

ファイルグループぶ 

作成するファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指定します。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニン 

グできます。例えば拡張子 *.mp3 を指定すると、すべての mp3 ファイル 

がスクリーニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 

グループに含めるファイルを入力し、[追綱ボタンをクリックすることに 

より一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタ 

ンをクリックします。 

除外するファイル 

[含めるファイル]にて設定しているファイルに巧し、その一部を許可した 

レ、場合に指定します。 

例えば、許可しないファイルで、 *.mp3 と指をし、許可するファイルで、 

test.mpS と指定した場合、 test.mp3 だけは書き込み等が許可されます。 

グループから除外するファイルを入力し、[追加]ボタンをクリックするこ 

とにより一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボ 

タンをクリックします。 
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3.2.3.2 更新 

作成したファイルグループの情報を更新し最新の状態へするには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]- > [ファイルサーバー 
リソースマネージャ] 一 [ファイルスクリーンの 管理]一 [ファイルグループ] を クリック します。 

2. 操作の一覧で[更新]をクリックします。 

3.2.3.3ファイルグループのプロパティの編集 

ファイルグループを変更するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リソースマネージャ]一[ファイルスクリーンの 管理]一 [ファイルグループ] を クリック します。 

2. 編集するファイルグループを選択します。 

3. 操作の一覧で[ファイルグループのプロパティの編蔚をクリックします。 
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4. 選択したファイルスクリーンテンプレートの設定内容を変更し、 [0K] ボタンをクリックします。 



項 目 

説 明 

ファイルグループぶ 

作成するファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指をします。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニング 

できます。例えば拡張子 *.mp3 を指定すると、すべての mp3 ファイルが 

スクリーニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 

グループに含めるファイルを入力し、蜡綱ボタンをクリックすることによ 

り一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンを 

クリックします。 

除外するファイル 

[含めるファイル]にて設定しているファイルに対し、その一部を許可したい 

場合に指定します。 

例えば、許可しないファイルで、 *.mp3 と指定し、許可するファイルで、 

test.mpS と指をした場合、 test.mp3 だけは書き込み等が許可されます。 

グループから除外するファイルを入力し、帷綱ボタンをクリックすること 

により一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタ 

ンをクリックします。 
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3 . 2 . 3 A ファイルグループの削除 

ファイルグループを削除するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]- > [ファイルサーバー 
リソースマネージャ] 一 [ファイルスクリーンの 管理]一 [ファイルグループ] を クリック します。 

2. 削除するファイルグループを選択します。 

3. 操作の一覧で[ファイルグループの削除]をクリックします。 

3.2.4 定義済み情報 

予め定義されているファイルスクリーンテンプレート、ファイルグループ、メッセージマクロについて 
の情報を示します。 


ファイルスクリーンテンプレート 

定義済みファイルスクリーンテンプレートぶと、設定内容一覧はな下の通りです。 


ファイルスクリーンテンプ 

レートぶ 

スクリーン 

処理の種類 

ファイルグループ 

その他設定 

Block Audio and Video Files 

アクティブ 

Audio and Video Files 

管理者への電子メール：オフ 

ユーザーへの電子メーノレ：オン 

タイトル：オフ 

メ ッ セージ本文： 

イベントログへ送信： 

ログエントリ： 

コマンド：オフ 

レポート：オフ 

Block E-mail Files 

アクティブ 

E-mail Files 

管理者への電子メール：オフ 

ユーザーへの電子メーノレ：ホン 

タイトル：オフ 

メ ッ セージ本文： 

イベントログへ送信： 

ログエントリ： 

コマンド：オフ 

レポート：オフ 
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ファイルスクリーンテンプ 

レートぶ 

スクリーン 

処理の種類 

ファイルグループ 

その他設定 

Block Executable Files 

アクティブ 

Executable Files 

管理者への電子メール：オフ 

ユーザーへの電子メーノレ：ホン 

タイトル：オフ 

メッセージ本文： 

イベントログへ送信： 

ログエントリ： 

コマンド：オフ 

レポート：オフ 

Block Image Files 

アクティブ 

Image Files 

管理者への電子メール：オフ 

ユーザーへの電子メーノレ：オン 

タイトル：オフ 

メッセージ本文： 

イベントログへ送信： 

ログエントリ： 

コマンド：オフ 

レポート：オフ 

Monitor Executable and 

パッシブ 

Executable Files 

管理者への電子メール：オフ 

System Files 


System Files 

ユーザーへの電子メーノレ：ホン 

タイトル：オフ 

メッセージ本文： 

イベントログへ送信： 

ログエントリ： 

コマンド：オフ 

レポート：オフ 


ファイルグループ 

定義済みファ イ ルグループと、設定内容一覧はな下の通りです。 


ファイルグループぶ 

含めるファイル 

除外する 

ファイル 

Audio and Video Files 

*.aac , *. aif , , *. asf , *.asx , *. au ， *. avi ， *. flac ， *. m 3 u , *.mid , 

*.midi , *.mov , *. mp 1,*. mp 2 , *. mp 3 , *. mp 4 , *.mpa , *.mpe , 

*. mpeg ， *. mpeg 2 , *. mpeg 3 , *.mpg , *. ogg ， *. qt ， *.qtw , *.ram , 

*.rm ， *.rmi ， *.rmvb ， *.snd ， *. swf , *.vob ， *.wav ， *.wax ， *.wma , 

なし 
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ファイルグループ名 

含めるファイル 

除外する 

ファイル 


*.wmv , *.wvx 


Backup Files 

*.bak , *.bck , *. bkf , *.old 

なし 

Compressed Files 

*.ace , *. arc ， *.arj , *. bhx ， *. bz 2 ， *.cab , *. gz ， *. gzip ， *. hpk ， 

*.hqx , *. ja 「 ， *. lha ， *. lzh ， *. lzx ， *.pak , *. pit , *. rar , *. sea ， *. sit , 

*.sqz ,*.tgz , *. uu ， *. uue ， *. z ， *. zip ， *.zoo 

なし 

E-mail Files 

*.eml , *.idx , *.mbox , *.mbx , *.msg , *. ost , *. otf , *.pab , *.pst 

なし 

Executable Files 

*. bat , *.cmd , *. com ， *. cpl ， *.exe , *. inf ， *.js , *.jse , *.msh , *. msi ， 

*.msp , *.ocx , *. pif , *. pl , *. sc「 ， *.vb , *. vbs ， *. wsf , *.wsh 

なし 

Image Files 

*.bmp , *. dib ， *.eps , *. gif , *. img ， , *.jpe , *.jpeg , *.jpg , *.pcx , 

*.png , *.ps , *.psd , *.「aw , *. rif , *. spiff , *. tif , 

なし 

Office Files 

*.doc , *.dot , *.mad , *. maf ， *.mda , *. mdb ， *. mdm ， *.mdt , 

*.mdw , *.mdz , *.mpd , *.mpp , *. mpt , *. pot , *.ppa , *.pps , *. ppt ， 

*.pwz , *.rqy , *. rtf , *.rwz , *.slk , *.vdx , *.vsd , *.vsl , *.vss , *. vst , 

*.vsu , *.vsw , *. vtx ， *.wbk , *. wri , *.xla , *. xlb ， *.xlc , *.xld , *.xlk , 

*. xll ， *.xlm , *.xls , *. xlt , *.xlv , *.xlw 

なし 

System Files 

*.acm , *.dll , *.ocx , *.sys , *.vxd 

なし 

Temporary Files 

*. temp ， *. tmp ， 〜* 

なし 

Text Files 

*. asc ， *. text , *.txt 

なし 

Web Page Files 

*.asp , *.aspx , *.cgi , *.css , *.dhtml , *.hta , *.htm , *.html , *， mht , 

*.php , *. php 3 , *. shtml ， *.url 

なし 


メッ七^ージマクロ 

メッセージマクロとは、電子メールメッセージやイベントログへメッセージを出力する際、システムで 
得られる情報を含めるために使用します。 

メッセージマクロを挿入するには、挿入したい場所にカーソルを合わせ、挿入マクロからブルダウン 
ボックスで表示されるメッセージマクロを選択することで挿入します。 

内容は通知メッセージが通知される際に、システムで得られる情報に置換されます。 

挿入して使用可能なメッセージマクロの設定内容一覧は下の通りです。 

なお、メッセージマクロは予め定義されたものであり設定を変更することはできません。 


マクロ名 

説 明 

[Admin Email ] 

電子メールを受け取った管理者の電子メールァドレス 

[File Screen Path ] 

ファイルスクリーンのパス 

[File Screen Remote Paths ] 

ファイルスクリーンのリモートパス UNC 形式 (¥¥ server ¥ share ¥) 

[File Screen System Path ] 

ファイルスクリーンのパス標準 形式が ¥?¥ VolumeGUID ¥) 
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[Server Domain ] 

通知の発生した サーバーの ドメイン 

[ Server ] 

この通知の発生した サーバー 

[Source File Owner Email ] 

承認されていないファイルの所有者の電子メールアドレス 

[Source File Owner ] 

承認されていないファイルの所有者の ユーザーぶ 

[Source File Path ] 

通知の原因となる承認されていないファイルのパス 

[Source File Remote Paths ] 

通知の原因となるファイルのリモートパス UNC 形式 

[Source lo Owner Email ] 

通知の原因となるユーザーの電子メールアドレス 

[Source lo Owner ] 

通知の原因となるファイル I/O の所有者 

[Source Process Id ] 

通知の原因となるプロセスの PID 

[Source Process Image ] 

通知の原因となるプロセスの実行可能ファイル 

[Violated File Group ] 

通知の原因となる承認されていないファイルを含んだファイルグル 

ープ 


3.2.5 コマンド情報 

コマンドラインを使用してファイルスクリーンの設定を行なう場合は、 FileScrn コマンドを使用します。 
詳細は、 FileScrn /?を実行してヘルプを参照してください。 
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3-3 ファイルやサブフォルダを検索する 

インデックスサービスはコンテンツやプロパティのインデックス作成および検索を行なうサービスです。 
インデックスサービスはドキュメントから情報を取り出し、簡単に、しかも高速に検索する機能を提供し 
ます。 

3.3.1 インデックスサ--ビスとは 

インデックスサービスはコンテンツやプロパティのインデックス作成および検索を行なうサービスです。 
インデックスサービスはドキュメントから情報を取り出し、 Window 2003の「検索」コマンド、インデッ 
クスサービスのクエリフォーム 、 Internet Explorer のような Web ブラウザで簡単に、しかも高速に検索す 
る機能を提供します。インデックスサービスは高度なクエリ機能をもち、ユーザは強力な検索機能を使う 
ことができます。 

インデックスサービスは検索サービスを公開する機能ももっています。検索ページを作成することでイン 
ターネットやイントラネットに公開することができます。 

インデックスサービスは継続して実行され、ほとんど保守が必要ないように設計されています。セットア 
ップした後の動作は全て自動的に行なわれます。 

3.3.2 インデックスサ--ビスの設定 

インデックスサービスは使いやすく、また面倒な保守の必要がないように設計されています。 

この章ではインデックスサービスの基本操作を説明します。 
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3.3.3 カタログ作成 

ドキュメントのインデックスはインデックスサービスが自動的に作成します。しかしながら、作成された 
インデックスをハードデイスクのどのデイレクトリに保存するのかはユーザが指定する必要があります。 
インデックスが保存されるデイレクトリのことをカタログといいます。ユーザはカタログの内容を気にす 
る必要はありません。ただ、場所を指定するだけでいいのです。 

インストール時に、インデックスサービスは" System " という既定のカタログを作成します。インターネッ 
トインフォメーションサービスが検出された場合は、 " Web " というカタログも作成されます。 

カタログを作成する場合は Windows Storaae Server Management を利用します。 


1 .Windows Storage Server Management から[サービスと アプリケーション] をクリックすると [イ 
ンデックスサービス]が表示されます。 


2. [インデックスサービス] を開くと作成済みのカタログが表示されます。 
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3. [インデックスサービス] をクリックし、 [操作] メニューから [新規作成] 一 [カタログ] をクリック 
します。 

もしくは [インデックスサービス] を選択し、右クリックするとメニューが表示されます。斷規作 
成]一 [カタログ] をクリックすると次のような画面が表示されます。 



4. [《前]には作成するカタログの《前を入力します。[場所]にはカタログを格納するディレクトリ 
のパスを入力します。[参照]を利用してディレクトリを選択することもできます。 

• 後でぶ前を変更する場合はカタログを作成しなおさなければなりませんので、注意してください。 

• 場所にはあらかじめ作成しておいたディレクトリを指をします。 

5. [0 K ] ボタンをクリックすると、次のような警告が表示されることがありますが、今は気にせず進 
んでください。 
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3.3.4 ディレクトリの追加 

新しいカタログを作成したら、インデックスを作成するディレクトリを指定します。 

インデックスサービスは指定されたディレクトリに格納されているドキュメントフアイルのインデックス 
を作成します。「ディレクトリの追加」とは、インデックスサービスにインデックスを作成させるディレク 
トリを指定することです。 

1. まずは 、 Windows storage Server Management を開きます。つづいて、当該カタログのディレクト 
リを右クリックし、ショートカットメニューの[新規作成]一[デイレクトリ]をクリックします。 
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2. が^下のような[ディレクトリの追力日]画面が表示されます。[パス]にはディレクトリへのパスを入 
力します。[参照]をクリックすると、ディレクトリー覧が表示されますので、そこから選択しても 
構いません。ェイリアスがある場合は、[エイリアス ( UNC )] 欄にデイレクトリのェイリアスを入力 
します。 



3. 追加する デイレクトリが 別の コンピュータ にある場合は、 [ユーザーぶ] 欄に、その コンピュータへ 
の アクセス 許可を持つ ユーザのドメイン ぶと ユーザぶ を入力します。 ドメイン ぶと ユーザぶ は" ¥" 
で区切ります。 デイレクトリ を追加するには ローカルコンピュータにログオン する アクセス 許可が 
必要です。 [パスワード] 欄に、別の コンピュータのユーザぶ に関連付けられた パスワードを 入力し 
ます。 
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3.3.5 サ^ビスの開始と停止 

設定を有効にするためにはインデックスサービスを再起動する必要があります。ここではインデックスサ 
ービスの開始と停止のホ法を説明します。 


1 .Windows storage Server Management を開き、ツリーの[インデックスサービス]を右クリックし 
ます。ショートカットメニューに[開始]、[停止]が表示されますので、それぞれにあわせてクリッ 
クします。 



2. —旦、インデックスサービスを停止させ、開始させてください。新しく作成したカタログが有劾に 
なり、インデックスの作成が始まります。 
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3.3.6 インデックスサ^ビスの注意事項 

• カタログは Web サイトに格納しないでください。カタログフアイルが Web のルートまた 

は仮想デイレクトリの下にある場合、1に(インターネットインフォメーションサービス） 
がカタログファイルをロックして、更新を禁止することがあります。この場合、プロセツ 
サの処理能力を占有する無限のインデックス付けループに陥ることもあります。 


• 複数のカタログを使う場合は、いずれかのドライブにカタログフォルダを作成し、そのフ 
ォルダのサブフォルダに各カタログを格納してください。 

• ウイルス対策ソフトウエアのフルスキャンやバックアップソフトウエアを実行する場合 
は、インデックスサービスを停止してください。これらのソフトウエアはファイルを ロッ 
クするので、インデックスサービスがそのファイルのインデックス付けを試行するとタイ 
ムアウトになります。 
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3.4 ディスクの使用状況をレポートする 

記憶域レポートは、後述の [レポートについて] で記載している内容をレポート化し表示します。レポー 
卜は、インタラクティブに実行することや、定期的にスケジュールし実行することができます。出力は、 
既定のディレクトリに保存するほかに、ユーザへ電子メールで送信することもできます。 

記憶域レポートには、次の機能があります。 

機 能 

スケジュールされた記憶域レポート機能 
電子メールによるメッセージ通知機能 
イベント ログへの メ ッ セージ通知機能 


[レポ'ートについて] 

レポートは、グループとして生成された記憶域レポートの定義済みの一覧です。記憶域レポートの機能 
では、次のレポートが用意されています。 
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レポ'卜 

説 明 

クォータの使用率 

ディスク領域の利用状況が一定のレベルを超えたクォータの一覧を表示し 

ます。このレポートを使って、クォータがまもなくレベルを超えるかをすば 

やく判断し適切な操作をとることができます。 

フアイルグループごと 

のファイル 

ファイルグループごとにファイルを一覧表示します。このレポートを使って 

ファイルグループの使用状況パターンを監視し、大量のディスク領域を占め 

ているファイルグループをすばやく判断することができます。これは サー 

バでどのようなファイルスクリーン処理ポリシーを構成するかを決定する 

のに役立ちます。 

フアイルスクリーン処 

理の監査 

指定した期間におけるサーバ上のファイルスクリーン処理の監査のイベン 

卜を一覧表示します。このレポートを使って、スクリーン処理ポリシ^一に違 

反しているアプリケーションやユーザをすばやく判断することができます。 

大きいサイズのファイ 

ノレ 

指定したサイズ K 上のファイルを一覧表示します。このレポートを使ってサ 

ーバ上で最も多くのディスク領域を消費しているファイルをすばやく判断 

することができます。これは、ディスク領域を大量に直ぐに空けるのに役立 

ちます。 

所有者ごとのファイル 

ファイルを所有するユーザ順にファイルを一覧表示します。このレポートを 

使って、サーバのパターンを理解し、大量のディスク領域を使用しているユ 

ーザをすばやく半リ断することができます。 

最近アクセスされてい 

ないファイル 

最近アクセスされていないファイルを一覧表示します。このレポートを使っ 

て、古いファイルを削除するかアーカイブするかをすばやく判断することが 

できます。これはあまり使われていないディスク領域を空けるのに役立ちま 

す。 

最近アクセスしたファ 

イル 

最近アクセスしたファイルを一覧表示します。このレポートを使って、常に 

利用することが必要な頻繁に使われたデータを判断することができます。 

重複しているファイル 

重複していると思われる（ぶ前、サイズ、最終更新日時が同じ）ファイルを 

一覧表示します。このレポートを使って、重複により無駄となっているディ 

スク領域をすばやく判断し、空けることができます。 
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[レポ ート形式に ついて] 

レポートの出カファイル形式として K 下の形式が用意されています。 


項 目 

説 明 

DHTML 

ファイルは、 Dynamic HTML 形式で出力されます。 DHTML 形式では要約グラフや詳 

細情報が表示さます。 

HTML 

ファイルは、 HTML 形式で出力されます。 

XML 

ファイルは XML 形式で出力されます。 

CSV 

ファイルは CSV 形式で出力されます。 

テキスト 

ファイルはテキスト形式で出力されます。 


C 3 CSV 形式のファイルは UTF -8 の文字コードを用い出力されます。このため、レポート形 
式を CSV 形式で作成したファイルを表示する際は UTF -8 に対応するアプリケーシヨンをご利用 
ください。 

心 ^ 


[出力され るレポ ー ト 《について] 

出力されるレポートのファイルぶの形式は、[レポートぶ+年月日+時分秒+拡張子]となります。 
KA 下にレポートと対応するレポートぶを示します。 


レポ'■卜 

レポ'一 ■ 卜ぶ 

クォータの使用率 

QuotaUsage **_ 

ファイルグループごとのファイル 

FilesByType **_ 

ファイルスクリーン処理の監査 

FileScreenAudit **_ 

大きいサイズのファイル 

LargeFiles **_ 

所有者ごとのファイル 

FilesbyOwner **_ 

最近アクセスされていないファイル 

LeastRecentlyAccessed **_ 

最近アクセスしたファイル 

MostRecentlyAccessed **_ 

重複しているファイル 

DuplicateFiles **_ 


が*に は数値の番号が自動的に採番されます。 

例）概要のレポートセットのファイノレぶの例 

Filesby 0 wner 22_2006-01-25_17-15-00 .htm / Filesby 0 wner 22_2006-01 -25_1 7-15- OO.xml / 
円 lesByTypel 9_2006 -01-25_17-15- OO.csv / FilesbyOwner 22_ 2006 -01-25_17-15- OO.txt 
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3.4.1 記憶域レポ'ート 

記憶域レポートにより、スケジュールやすぐに実行等で実際にレポートの作成を行ないます。 



記憶域レポート画面で表示される項目一覧は次の通りです。 
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-!□! x| 


このタブの表に表示する列を遇巧してください。 
利用巧能咕)： 


遇巧巧みを): 


剧□(旦 )> 」 

<肖り除町 


A 


OK 1 辛 vyt ル J 


上お旣 ( M ) J 

下■^ぉ旣岛） 


なお、項目一覧は一覧を右クリックし、表示される画面より[列の追加と削除]で表示される画面にて追 
加/削除が可能です。 


また、任意の列（項目）をクリックすることで、ソートすることも可能です。 


項 目 

説 明 

アイコン 

アイコンが表示されます。指定したフォルダのみを対象とする場合とサブフォ 

ルダを含め対象とする場合で異なります。 

レポートタスク 

選択されたレポートタスクが表示されます。 

対象 

レポート対象となるフォルダが表示されます。 

スケジュール 

設定されているスケジュールが表示されます。 

状態 

現在の実行状態が表示されます。 

前回の実行時間 

前回実行された日時が表示されます。 

前回の結果 

前回の実行結果が表示されます。 

次回の実行時間 

スケジュール済みの次回実行日時が表示されます。 


列の这お 


0 

ァレ- 


間間 
寺寺 

巧果巧 
実捐実 
"人ののの 
象： g 態回回回 
巧 S が亞刖诚 


妨 f 
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3.4.1. 1記憶域レポートのパラメータ 

レポートを出力する際に使用する既定のパラメータを設定する場合に利用します。設定には、次の操作 
を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ ファイルサーバーの管理 ] 一[ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] をクリ ック します。 

2. 操作の一覧で [オプションの 構成] をクリックし、[ファイルサーバーリソースマネージャのオプ 
シヨン] 画面を表示します。 



ヘルプ肚 ） J [ok i キャン t ル」 


項 目 

説 明 

レポ'■卜 

をレポートが表示されます。 

パラメータの編集 

[レポート]項目で指定したレポートのパラメータ編集画面が表示されます。 

レポ'一 ■ 卜の表巧 

設定したレポートの内容が表示されます。 
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3. [記憶域レポート]-[レポート]項目で"クォータの使用率"を選択後、[パラメータの編集]ボタン 

をクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示します。 



□K I IT キサンむレ 


項 目 

説 明 

含まれる最小クォータの使用率 

レポート表示対象とするディスク領域の使用率を設定します。 


4. [記憶域 レポート]-[レポート] 項目で "ファイルグループ ごとの ファイル" を選択後、[パラメ ー 

夕の編集]ボタンをクリックし、[パラメータの レポート] 画面を表示します。 



項 目 

説 明 

次のファイルグループからの 

ファイルを含める 

[全てのファイルグルースもしくは禮択されたファイルグルース 

のどちらかを選択 

選択されたファイルグループ 

配下の一覧より項目を選択 
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作成ボタン 

[選択されたファイルグループ]項目の一覧へグループを新規作成し 

ます。 

編集ボタン 

[選択されたファイルグループ]項目の一覧で指定したグループのパ 

ラメータ編集画面が表示されます。 


4-1. [次のファイルグループからのファイルを含める]項目で対象とするファイルを選択します。 

4-1-1. 新しくファイルグループを作成する場合は[作成]ボタンを、既に作成済みのファイルグルー 
プを編集する場合は[編蔚ボタンをクリックし画面を表示します。 



ヘルプ世）」 _ 0 K _| _キャンセル」 


項 目 

説 明 

ファイルグループぶ 

作成するファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指定します。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニングで 

きます。例えば拡張子 *. mp 3 を指をすると、すべての mp 3 ファイルがスクリ 

一ニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 

グループに含めるファイルを入力し、[追加]ボタンをクリックすることにより 

一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンをクリ 

ックします。 

除外するァイル 

"含めるファイル"にて設定しているファイルに巧し、その一部を許可したい 

場合に指定します。 

例えば、"許可しないファイル"で、 *. mp 3 と指定し、"許可するファイル"で、 

test . mp 3 と指定した場合、 test . mp 3 だけは、書き込み等が許可されます。 

グループから除外するファイルを入力し、[追加]ボタンをクリックすることに 

より一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンを 

クリックします。 
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5. [記憶域レポート]-[レポート]項目で"ファイルスクリーン処理の監杳’を選択後、[パラメータの 

編集]ボタンをクリックして[パラメータのレポート]画面を表示します。 



□K I IT キサンむレ]) 


項 目 

説 明 

ファイルスクリーン処理イ 

ベント発生からの最小日数 

ファイルスクリーン処理イベントが発生した日から何日目からを対象 

とするか設定します。 

次のファイルスクリーン処 

理イベントを含む 

[全てのファイルグループ]もしくは禮択されたファイルグルースの 

どちらかを選択 

選択された ユーザー 

[追加]ボタンで対象 ユーザーを 追加、[削除]ボタンで対象 ユーザを 削除 

します。 


6. [記憶域レポート]-[レポート]項目で"最近アクセスされていないファイル"を選択後、[パラメー 
夕の編集]ボタンをクリックして[パラメータのレポート]画面を表示します。 
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項 目 

説 明 

ファイルの最終アクセスから最 

小日数 

レポートに含める、ファイルの最終アクセス日からの最小日数を指定し 

ます。 

次のファイルぶのパターンに一 

致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 


7. [記憶域レポート]-[レポート]項目で"最近アクセスしたファイル"を選択後、[パラメータの編蔚 
ボタンをクリックして[パラメータのレポート]画面を表示します。 



[ OK I キヤン tJ レ I 


項 目 

説 明 

ファイルの最終アクセスから 

最大日数 

レポートに含める、ファイルの最終アクセス日からの最大日数を指定 

します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指をします。 
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8. [記憶域レポート]-[レポート]項目で重複しているファイル"を選択後、[パラメータの編集] 

ボタンをクリックして[パラメータのレポート]画面を表示します。この項目にパラメータはあ 
りません。 



レポート: 


巧しているファイル 

重なしているとまわれる(をお、サイ义最がを巧日巧び同 D ) ファイルの一度の巧ぶ。このレポ 
-卜をほって、ま视こよスおなとなっているディスクミ賊を t はやく判がし、进寸ることげできま 
す。 


-バラメータのレポート- 

このレポート用の巧ぶ巧おなパがータはありません。 


□K I 居キャンセル.'.]) 


9. [記憶域レポートト[レポート]項目で"所有者ごとのファイル"を選択後、[パラメータの編集] 

ボタンをクリックして[パラメータのレポート]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

次の所有者によるファイル 

のみ含める 

[全ての所有者]もしくは[選択された所有者]のどちらかを選択します。 

選択された所有者 

[追加]ボタンでネオ象ユーザを追加、[削除]ボタンで対象ユーザを削除し 

ます。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


次のファイルぶのパターン 

対象とするファイルのパターンがあれば指定します。 

に一致したファイルのみ含 


める 



10. [記憶域レポート]-[レポート]項目で"大きいサイズのファイル"を選択後、[パラメータの編集] 
ボタンをクリックして[パラメータのレポート]画面を表示します。 



□K in キャン t ル i| 


項 目 

説 明 

最小ファイルサイズ 

レポートの対象とする最小のファイルサイズを指定します。 

次のファイルぶのパター 

ンに一致したファイルの 

み含める 

対象とするファイルのパターンがあれば指定します。 


11. [記憶域 レポート]-[レポートの 表示]ボタンにて[記憶域 レポート]-[レポート] 項目で設定し 
たファイル表示内容を確認します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


3.4.1. 2レポートの場所 


記憶域レポートの管理の各レポートを保存するフォルダを設定する場合に利用します。 

設定には、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ ファイルサーバーの管理 ] 一[ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] をクリ ック します。 

2. 操作の一覧で[オプシヨンの構成]をクリックし、[ファイルサーバーリソースマネージャのオプ 
シヨン]画面を表示します。 



項 目 

説 巧 

インシデントレポートの 

フォルダ 

クォータのしきレ、値を超えた場合、または未承認のフアイルを保存する場 

合に生成されるレポートのフォルダを指定します。 

スヶジュ 、ールされたレポ 

ートのフォルダ 

スケジュールされたレポートタスクに基づいて生成されるレポートのフ 

ォルダを指定します。 

オンデマンドレポートの 

フォルダ 

手動で生成されるレポートのフォルダを指定します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

3.4.1.3 新しいレポ^ー トのタスクのスケジュ^ール 

新規に記憶域レポートを作成するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 操作の一覧で断しいレポートのタスクのスケジュール]をクリックします。 

2-1. [設对タブで作成する記憶域レポートを設定します。 



項 目 

説 巧 

レポートするボリユ'ームとフオル 

ダの選択 

[追綱ボタンからレポートタオ象とするフォルダを設定します。ま 

た、[削除]ボタンで選択中の不要なフォルダを削除します。 

[生成するレポートの選択]画面 

各レポートが表示されます。 

[パラメータの編集]ボタン 

[生成するレポートの選択]画面で指定したレポートのパラメー 

夕編集画面が表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されます。 

レポートの形式 

レポートのフアイル形式を指定します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-1-1. クォータ使用率の設定パラメータを変更する場合、[クォータの使用率]を選択後、[パラメ 
ータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータの レポート] 画面を表示します。 



項 目 

説 巧 

含まれる最小クォータの使用率 

レポート表示対象とするディスク領域の使用率を設定します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-2. ファイルグループごとのファイルの 設定 パラメータを 変更す る 場合、 [ファイルグループご 
とのファイル]を選択 後、 [パラメータの編集] ボタンをクリックし、 [パラメータのレポー 
卜]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

次のファイルグループからの 

ファイルを含める 

[全てのファイルグループ]もしくは[選択されたファイルグループ] 

のどちらかを選択 

選択されたファイルグループ 

配下の一覧より項目を選択 

作成ボタン 

[選択されたファイルグループ]項目の一覧へグループを新規作成し 

ます。 

編集ボタン 

[選択されたファイルグループ]項目の一覧で指定したグループのパ 

ラメータ編集画面が表示されます。 


2-1-2-1. [選択されたファイルグルース項目を選択した場合、対象とするファイルを設定しま 
す。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-1-2-1-1. 新しくファイルグループを作成する場合は[作成]ボタンを、既に作成済みのファ 
イルグループを編集する場合は[編集]ボタンをクリックし、画面を表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルグループぶ 

作成するファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指をします。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニングで 

きます。例えば拡張子 *. mp 3 を指定すると、すべての mp 3 ファイルがスクリ 

一ニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 

グループに含めるファイルを入力し、[追加]ボタンをクリックすることにより 

一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタンをクリ 

ックします。 

除外するファイル 

[含めるファイル]にて設定しているファイルに巧し、その一部を許可したい場 

合に指定します。 

例えば、許可しないファイルで、 *. mp 3 と指をし、許可するファイルで、 test . mp 3 

と指定した場合、 test . mp 3 だけは、書き込み等が許可されます。 

グループから除外するファイルを入力し、帷綱ボタンをクリックすることに 

より一覧へ追加します。また、削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタン 

をクリックします。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-3. ファイル スクリーン処理の監査の設定パラメータを変更する場合、 [ファイル スクリーン処 
理の監査]を選択後、[設 - [パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレ 
ポート]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーン処理イ 

ベント発生からの最小日数 

ファイルスクリーン処理イベントが発生した日から何日目からを対象 

とするか設定します。 

次のファイルスクリーン処 

理イベントを含む 

[全てのファイルグループ]もしくは禮択されたファイルグルースの 

どちらかを選択 

選択されたユーザ 

[追加]ボタンで対象ユーザを追加、[削除]ボタンで対象ユーザを削除し 

ます。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-4. 最近アクセスされていないファイルの設定パラメータを変更する場合、[最近アクセスされ 
ていないファイル]を選択後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレ 
ポート]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルの最終アクセスから 

最小日数 

レポートに含める、ファイルの最終アクセス日からの最小日数を指を 

します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-5. 最近アクセスしたファイルの設定パラメータを変更する場合、[最近アクセスしたファイル] 
を選択後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示 
します。 



項 目 

説 明 

ファイルの最終アクセスから 

最大日数 

レポートに含める、ファイルの最終アクセス日からの最大日数を指定 

します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-6. 重複している ファイルの 設定パラメータを変更する場合、[重複している ファイル] を選択 
後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示します。 
この項目にパラメータはありません。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-1-7 .所有者ごとのファイルの設定パラメータを変更する場合、[所有者ごとのファイル]を選択 
後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

次の所有者によるファイルの 

み含める 

[全ての所有者]もしくは[選択された所有者]のどちらかを選択しま 

す。 

選択された所有者 

[追綱ボタンで対象 ユーザを 追加、[削除]ボタンで対象 ユーザを 削除 

します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-8 .大きいサイズのファイルの設定パラメータを変更する場合、[大きいサイズのファイル]を 
選択後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示し 
ます。 



項 目 

説 明 

最小ファイルサイズ 

レポートの対象とする最小のファイルサイズを指定します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-2 .陋信]項目で電子メールにて管理者へレポートを送信する場合、電子メールアドレスを設定し 
ます。 



項 目 

説 明 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-3. [ス ケジュ ール] 項目で記憶域レポ ートのス ケジュ ール を設定します。 



項 目 

説 明 

[スケジュ'ールの作成]ボタン 

スケジュール画面を表示します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-3-1. [スケジュールの 作成]画面ボタンをクリックすると [スケジュール] 画面が表示され レ 
ポートを出力するスケジュールを設定します。 



項 目 

説 巧 

スケジュ'一■ルのリスト 

設定済みのスケジュールが表示されます。 

[新規]ボタン 

新規にスケジュールを作成します。複数作成することも可能です。 

[削除]ボタン 

選択中のスケジュールが削除されます。 

タスクのスケジュール 

スケジュールの単位を選択します。 

開始時刻 

スケジュールの開始時刻を設定します。 

[詳細設定]ボタン 

[スケジュールオプションの詳細設定]画面を表示します。 

間隔 

日単位の間隔を設定します。 

複数のスケジュールを表 

示する 

[スケジュールのリスト]項目の表示が一覧表示に変更されます。 


236 





































ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-3-1-1. [詳細設定]ボタンにて [スケジュール オプションの詳細設定]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

開始日 

スケジュール開始日を設定します。 

終了日 

スケジュ^ール終了日を設定します。 

タスクを繰り返し実行 

タスクを繰り返し実行する場合、選択しな下の項目で設定します。 

間隔 

スケジュールを繰り返す間隔を設定します。 

終了時間 

スケジュールを繰り返す場合の終了時間を[時刻]の指定もしくは[継続 

時間]の指定により設定します。 

タスクが実行中の場合、こ 

の時刻で停止する 

タスクが実行時は停止する場合、設定します。 


2-4 .設定完了後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

3.4.1.4 レポートタスク用のレポートの追加と削除 

既に作成済みの記憶域レポートタスクへ割り当てられたレポートを追力日、削除する事が可能です。変更 
するには次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ]^ [記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 操作の一覧で[レポートタスク用のレポートの追加と削除]をクリックすると[レポートタスク 
からのレポートの追加と削除]画面が表示されます。 



項 目 

説 明 

タスク 

レポートタスクの一覧から対象とするフォルダを選択します。 

障りり当てられたレポート]画面 

各タスクにえホするレポートが表示されます。 

[パラメータの編集]ボタン 

障りり当てられたレポート]画面で指定したレポートのパラメータ 

編集画面が表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されます。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する_ 

3. [タスク]項目で設定済みのタスクー覧からザ象タスクを選択します。 

4. 跨りり当てられたレポート]項目で必要なレポートを選択し、 [0K] ボタンをクリックします。なお、 
[パラメータの編集ボタン]をクリックすると選択したレポートを編集することも可能です。 

3.4.1. 5レポートを今すぐ生成する 

即実行する記憶域レポートを作成するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]- > [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 操作の一覧で[レポートを今すぐ生成する]をクリックします。 


239 




ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-1. [設詞タブで作成する記憶域レポートを設定します。 



項 目 

説 明 

レポートするボリュームとフォ 

ルダの選択 

レポート対象とするフォルダを設定します。 

[生成するレポートの選択]画面 

各レポートが表示されます。 

[パラメータの編集]ボタン 

[生成するレポートの選択]画面で指定したレポートのパラメータ 

編集画面が表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されます。 

レポートの形式 

レポートのファイル形式を指定します。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-1-1. クォータ使用率の設定パラメータを変更する場合、[クォータの使用率]を選択後、[パラメ 
ータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータの レポート] 画面を表示します。 



項 目 

説 明 

含まれる最小クォータの使用率 

レポート表示タオ象とするディスク領域の使用率を設定します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-2. ファイルグループごとのファイルの 設定 パラメータを 変更す る 場合、 [ファイルグループご 
とのファイル]を選択 後、 [パラメータの編集] ボタンをクリックし、 [パラメータのレポー 
卜]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

次のファイルグループからの 

ファイルを含める 

[全てのファイルグループ]もしくは[選択されたファイルグループ] 

のどちらかを選択 

選択されたファイルグループ 

配下の一覧より項目を選択 

[作成]ボタン 

[選択されたファイルグループ]項目の一覧へグループを新規作成し 

ます。 

[編集]ボタン 

[選択されたファイルグループ]項目の一覧で指定したグループのパ 

ラメータ編集画面が表示されます。 


2-1-2-1. [選択されたファイルグルース項目を選択した場合、対象とするファイルを設定しま 
す。 
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ほ torage NS の共有領域を管理する 


2-1-2-1-1. 新しくファイルグループを作成する場合は[作成]ボタンを、既に作成済みのファ 
イルグループを編集する場合は[編集]ボタンをクリックし、画面を表示します。 



項 目 

説 巧 

ファイルグループぶ 

作成するファイルグループぶを設定します。 

含めるファイル 

書き込みさせないファイルを指定します。 

ファイル指定は、ぶ前、または拡張子、あるいはその両方でスクリーニン 
グできます。例えば拡張子 *. mp 3 を指定すると、すべての mp 3 ファイル 
がスクリーニングされ、書き込みできないようにブロックされます。 
グループに含めるファイルを入力し、帷綱ボタンをクリックすることに 
より一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除]ボタ 
ンをクリックします。 

除外するファイル 

[含めるファイル]にて設定しているファイルに巧し、その一部を許可した 
い場合に指定します。 

例えば、許可しないファイルで、 *. mp 3 と指定し、許可するファイルで、 
test . mp 3 と指定した場合、 test . mp 3 だけは、書き込み等が許可されます。 
グループから除外するファイルを入力し、帷綱ボタンをクリックするこ 
とにより一覧へ追加します。また削除する場合は一覧より選択し、[削除] 
ボタンをクリックします。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-3. ファイル スクリーン処理の監査の設定パラメータを変更する場合、 [ファイル スクリーン 
処理の監査]を選択後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート] 
画面を表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーン処理イ 

ベント発生からの最小日数 

ファイルスクリーン処理イベントが発生した日から何日目からを対象 

とするか設定します。 

次のファイルスクリーン処 

理イベントを含む 

[全てのファイルグループ]もしくは禮択されたファイルグルースの 

どちらかを選択 

選択されたユーザ 

帷綱ボタンで対象ユーザを追加、[削除]ボタンで対象ユーザを削除 

します。 
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iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-4. 最近アクセスされていないファイルの設定パラメータを変更する場合、[最近アクセスさ 
れていないファイル]を選択後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータの 
レポート]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルの最終アクセスから 

最小日数 

レポートに含める、ファイルの最終アクセス日からの最小日数を指定 

します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 


245 





















iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-5. 最近アクセスしたフアイルの設定パラメータを変更する場合、[最近アクセスしたフアイ 
ル]を選択後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を 
表示します。 



項 目 

説 明 

ファイルの最終アクセスから 

最大日数 

レポートに含める、ファイルの最終アクセス日からの最大日数を指定 

します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 
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2-1-6. 重複している ファイルの 設定パラメータを変更する場合、[重複している ファイル] を選択 
後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示します。 
この項目にパラメータはありません。 
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2-1-7. 所有者ごとのファイルの設定パラメータを変更する場合、[所有者ごとのファイル]を選択 
後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示します。 



項 目 

説 明 

次の所有者によるファイルの 

み含める 

[全ての所有者]もしくは[選択された所有者]のどちらかを選択しま 

す。 

選択された所有者 

[追加]ボタンで対象ユーザを追加、[削除]ボタンで対象ユーザを削除 

します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 


248 





























iStoraqe NS の共有領域を管理する 

2-1-8 .大きいサイズのファイルの設定パラメータを変更する場合、[大きいサイズのファイル]を 
選択後、[パラメータの編集]ボタンをクリックし、[パラメータのレポート]画面を表示し 
ます。 



項 目 

説 明 

最小ファイルサイズ 

レポートの対象とする最小のファイルサイズを指定します。 

次のファイルぶのパターンに 

一致したファイルのみ含める 

対*象とするファイルのパターンがあれば指定します。 
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2-2. 陋信]タブで電子メールにて管理者へレポートを送信する場合の電子メールアドレスを設定し 
ます。 



項 目 

説 明 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 


2-3 .設定完了後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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2-3-1 .[記憶域レポートの生成]画面を表示されますので、表示ホ法を[レポートが生成され、表 
示されるのを待つ]もしくは[バックグラウンドでレポートを生成する]から選択します。 


舌巧ちレボートの生ぶ 


現も記 I 席域レポ-卜加 Z ットをち巧することを遇おしています。レポ-卜の 
桂軍目や卽告されるボリュームや7オルヴじよって、この処迎こは数みかかる場 
合があります。 


どのようじ情巧しますか？ 


(T [じザこ'ドげ生揣ぎげ:;"叢策きお M を釋う面 


iSUf がにレポート歷補 合には このが沁を遇 


广 J 、ッウクラウシドでレポートを生成する虹 

後で f 呆巧したレポートまたは電子:^ールのレポートを章暖する場合に 
はこのオプシむを邸円してくだざい。 


□ K I 辛ザシたル J 


項 目 

説 明 

レポートが生成され、表示 

されるのを待つ 

レポートを生成し、表示されます。レポート内容により時間が掛かる場合 

があります。 

バックグラウンドでレポ 

ートを生成する 

ノくックグランドでレポートを生成します。レポ'ートは r 3.4.1.2 レポート 

の場所」にて指定したフォルダ内に作成されます。 


2-3-2 .設定完了後、 [0K] ボタンをクリックすると、表示ホ法に合わせレポートが作成されます。 
なお、表示ホ法を[レポートが生成され、表示されるのを待つ]を選択し、表示に時間を要 
する場合は、 W 下のインジケータが表示されます。 
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3.4.1. 6更新 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 操作の一覧で[更新]をクリックします。 

3.4.1. 7レポートタスクを今すぐ実行 

記憶域レポートタスクを即実行するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 郞実行する記憶域レポートタスクを選択します。 

3. 操作の一覧で[レポートタスクを今すぐ実行]をクリックし、[記憶域レポートの生成]画面を表示 
します。 


五せ S レボートのちぶ 


現も記 I 席域レポ-卜のたットをを成することを還巧しています。レポ-卜の 
桂軍目や卽告されるボリュームや7ォル圳こよって、この処强こは数分かかる场 
合があ口ます。 


どのように結巧しますか？ 


广レポートげを成され、表示されるのを待〕凹） 

完了したお階ですく"にレポートを章昭する場合にはこのオプシヨ:/を遇 
巧してください。 


f i 7 て神网社ドで■岡 F 禪生战奇舌歐 


膳 糾纖観 合に 


□ K I ル J 


項 目 

説 明 

レポートが生成され、表示 

されるのを待つ 

レポートを生成し、表示されます。レポート内容により時間が掛かる場合 

があります。 

バックグラウンドでレポ 

ートを生成する 

バックグランドでレポートを生成します。レポートは「3.4.1.2レポート 

の場所」にて指定したフォルダ内に作成されます。 


4. 表示ぶ法を[レポートが生成され、表示されるのを 待つ] もしくは[バックグラウンドでレポート 
を生成する]から選択します。 
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5. 設定完了後、 [0K] ボタンをクリックすると、表示方法に合わせレポートが作成されます。なお、 
表示方法を[レポートが生成され、表示されるのを 待つ] を選択し、表示に時間を要する場合は、 
K 下のインジケータが表示されます。 



3.4.1. 8レポートタスクの取り消し 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 操作の一覧で[レポートタスクの取り消し]をクリックします。 

3.4.1. 9レポートタスクのプロパティの表示と変更 

記憶域レポートタスクを変更するには、次の操作を行ないます。 

1. Windows Storage Server Management から [ファイルサーバーの 管理]一 [ファイルサーバー 
リ ソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 変更する記憶域レポートタスクを選択します。 
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3. 操作の一覧で[レポートタスクのプロパティの表示と変更]をクリックします。 



項 目 

説 明 

レポ'ートするボリュ'ームとフオルダの選択 

レポ^ー ト対象とするフォルダを設定します。 

[生成するレポートの選択]画面 

各レポートが表示されます。 

[パラメータの編集]ボタン 

[生成するレポートの選択]画面で指定したレポートの 

パラメータ編集画面が表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されます。 

レポートの形式 

レポートのファイル形式を指定します。 


4. 選択した記憶域レポートタスクの設定内容を変更し、 [0K] ボタンをクリックします。 


3.4.1.10 レポートタスクの削除 

1. Windows Storage Server Management から[ファイル サーバーの 管理]一[ファイル サーバー 
リ ソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]をクリックします。 

2. 操作の一覧で[レポートタスクの削除]をクリックします。 
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3.4.2 コマンド情報 

コマンドラインを使用して記憶域レポートの設定を行なう場合は、 StorRept コマンドを使用します。 
詳細は、 StorRept /?を実行してヘルプを参照してください。 


3-4.3 ファイルサ -- バ -- リソ -- スマネ--ジャに関する注意事項 

-クォータのハードクォータで制限上のデータを書き込んだ際、クライアントでは K 下のようなメ 
ッセ <ー ジが表示されます。 

ファイルの削除や、ディスクのクリーンアップを行なう必要はありません。 


:? 7イル王 t a :? 3ル9の:I e 一王3一 


之! 




〇が.口 sp1-K 巳の771日- Windows- の口日- XP-X 日 6-ENU をコピーできません。空きデイ 
スが目島が足口ません。 

いくつかの7ァイルを肖 ij 除して空き領域を増やしてから、や口をしてください。 

ちしロァイルや不要む7ァイルを肖I聯しにのドライプの謂域を空けるには、 

[ディスクの州-シアッブ]を州ッウしてくだざい。 


[...... T 巧乃の巧 r 二、: 7 P ち7の )':;. ....... 1 _ 0 K 


-ファイルスクリーンのアクティブスクリーンで制限したファイルを書き込んだ際、クライアントで 
は lil 下のようなメッセージが表示されます。 



-設定画面のうち、別の画面へフォーカスを移動可能な画面 （モード レス ダイアログ） を表示した状 
態で、[更新]で最新状態への画面更新を行うと、バックグラウンドで同内容の画面が表示されます。 
この場合、複数表示された画面のうち、不要な画面は [キャンセル] ボタンで画面を閉じてくださ 
い。 
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3-5 複数サーバの共有フォルダを統合する 


システム管理者が分散ファイルシステム (Distributed File System) を使用すると、ネットワーク上に物理 
的に分散しているファイルへのアクセスと、それらのファイルの管理を簡単に行える環境をユーザーに提 
供できます。 DFS では、複数のサーバーに分散しているファイルが、ネットワーク上の1つの場所に配置 
されているように見えます。ユーザーは、ファイルの物理的な場所を指定しなくても、目的のファイルに 
アクセスできます。 

C3 操作は、「《前空間」と「レプリケーシヨン」に分かれます。 

ぶ前空間は、 DFS のルートの作成.管理を行います。 

レプリケーシヨンはバックアップ目的で複製物の作成.管理を行います。 

V_ J 


f - 

C3 画面は、左側のコンソールツリー、右側の操作ウィンドウ、中央部分には、タブ表示など 
で詳細情報が表示されます。 

左側のコンソールツリーに表示される、項目を選択し、右クリックすると、ショートカットメ 
ニューが表示されます。この内容は、右側の操作ウィンドウと同じです。 

また、メニューバーの[操作]をクリックした場合も同様のメニューが表示されます。 

V__ 




J 
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3.5.1 名前空間 

3.5.1. 1 ぶ前空間の新規作成 

1. 画面左側コンソールツリーの [DFS の管理]をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、斷しいぶ前空間…]をクリックしま 
す。また [DFS の管理]を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから斷しい《前 
空間…]を選択することもできます。 
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2. 「新しい《前空間ウイザード」が起動します。[サーバー]の項目に《前空間をホストするサーバー 

ぶを入力します。サーバーぶが分からない場合は、[参照]をクリックしてサーバーを検索して入力 
することもできます。 

入力が完了したら、[次へ]をクリックします。 



[次へ]をクリックした後で、「このサーバーでか散ファイルシステムサービスが実行されていませ 
ん。……」と警告メッセージが表示されることがあります(主に初回作成時に表示されます)。[は 
い]をクリックして、サービスを開始してください。 
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3. 「名I前空間のぶ前と設定」の画面に切り替わります。 

[ぶ前]の項目に、ぶ前空間のぶ前を入力してください。ローカルパスやアクセス許可の設定を変更 
する場合には、[設定の編集]をクリックします。 

デフォルトでは共有フォルダのローカルパスは、 「C:¥DFSRoots¥" 《前空間の《前"」となってい 
ます。また、共有フォルダのアクセス許可は、「すべてのユーザーが読み取り専用アクセス許可を 
持つ」となっています。必要に応じて設定を変更してください。 

《前と設定が終わったら、[次へ]をクリックします。 



4. 「ぶ前空間の種類」の画面に切り替わります。 

作成する《前空間の種類を選択してください。[ドメインベースの《前空間]は、サーバーがドメイ 
ンに参加していないと選択できません。選択が終わったら、[次へ]をクリックします。 
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5. 「設定の確認と《前空間の作成」の画面に切り替わります。[ぶ前空間の設对の欄に設定した内容 

が表示されます。設定内容を確認してください。設定内容が正しい場合は、[作成]をクリックしま 
す。設定を変更する場合は、[前へ]をクリックして、画面を戻して設定を行ってください。 



6 . 


[作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、ぶ前空間が作成されます。正常に作 
成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エラー]タブの画面に 
は、「エラーはありません」と表示されます。 


え 巧しいる巧ち固ウィサード 


a 巧該 



スゎブ： 

るおを 間サーバー 

をおま間のるおと i をミ 

るおち間の巧謂 

設定の確記とをがを間の巧ぶ 

應忍 


-Inl x| 


( V ) 巧しいるおま間ウイザードを正前こ完了しましを。 


呵 .巧 nni^ 二 r t 


々スウ 1がお 

1 

1; ぶ 其ちフォルタ.の化な 前力 

0 をおを間の巧ぶ 脱力 



[ p 占じるに ） I 
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[エラー]タブの画面には、名前空間の作成がエラーになった場合、詳細なエラー内容が表示されま 
す。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



設定完了後、「このサーバー上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。サービス 
の開始状態を自動に設定して、開始しますか？」と警告メッセージが表示されることがあります。 
この場合は、[はい]をクリックして、サービスを開始してください。 



7. コンソールツリーにぶ前空間が表示されたことを確認してください。 
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3.5.1. 2 フホルダの新規作成 


1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、ぶ前空間をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、惭しい フォルダ] をクリックします。 
また《前空間を選択したあと、右クリックし、 ショート カットメ ニューから 斷しい フォルダ] を選 
択することもできます。 



2. 「新しいフォルダ」のウインドウが表示されますので、フォルダのぶ前を入力し、フォルダター 
ゲットを追加します。フォルダのぶ前のみ入力して [0 K ] をクリックすると、フォルダのみ作成さ 
れます。フォルダのみ作成の場合は、手順9へ進みます。 


巧しいフォルタ 


をお地)： 

.|| 

を前ち間のプレピュー(巳)： 

Iおの-日11日- D-2 " Public01test¥ 

7オルタウ-ヴット啦 


I 胤□(互).. . P 


漏集町.. I 'mm \ 


を前ち間7オルタの i 卽田じついては、 DF5 の昔3里の AJ レ プを 鲁 5写してくださ 

し、、。 


0 K ] キ V ：/かレ J 

A 
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3. [追加]をクリックすると、「フォルダターゲットを追加」ウインドウが表示されます。[フォルダタ 
ーゲットへのパス]にパスを入力します。パスがすでに分かっている場合は、パスを入力し [0K] を 
クリックし、手順6へ進んでください。パスが分からない場合は、[参照]をクリックします。 



4. [参照]をクリックした場合、「共有フォルダの参照」画面が表示されます。 

[サーバー]の項目にサーバーぶが表示されます。表示されているサーバーとは別のサーバーを参照 
する場合は、サーバーぶを入力します。また、[参照]をクリックし、サーバーを検索し、入力する 
こともできます。 

[共有フォルダの表示]をクリックすると、現在共有されているフォルダが表示されます。 

通常、サーバーが選択された状態では、[共有フォルダ]欄に共有フォルダが一覧表示されますが、 
共有したフォルダが表示されない場合は、[共有フォルダの表示]をクリックし、最新の情報に更新 
します。 

共有フォルダを選択後、 [0K] をクリックします。手順7へ進んでください。 

共有フォルダが存在しない場合、従来の共有フォルダとは別に新たに共有フォルダを作成する場 
合は[新しい共有 フォルダ] をクリックします。 
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5. [新しい共有 フォルダ] をクリックすると、「共有を作成」ウィンドウが表示されます。共有ぶ•共 
有 フォルダのローカル パスを入力します。[参照]をクリックして、 ローカル パスを選択することも 
できます。共有 フォルダの アクセス許可を設定し、 [0K] をクリックします。 



6. 共有フォルダの参照ウインドウに戻ります。共有フォルダが選択されていることを確認し、 [0K] 
をクリックします。 
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7. 「フォルダターゲットを追加」ウインドウに戻ります。フォルダターゲットへのパスを確認し、 
[0K] をクリックします。 



8. 「新しいフォルダ」のウインドウに戻ります。 [0K] をクリックします。[追力日]をクリックして続け 
てフォルダターゲットを指定することもできます。 
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9. コン ソール ツリー、[ぶ前空間]タブにフォルダが追加されたことを確認します。 
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3.5.1.3 フホルダターゲットを追加する 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、追加するフォルダを選択します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[フォルダターゲットを追加]をクリ 
ックします。またフォルダを選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[フォル 
ダターゲットを追綱を選択することもできます。 



2. 「新しいフォルダタ'ーゲット」ウインドウが表不されます。[フォルダ ターげ、 y 卜へのパス]にパス 

を入力します。 

パスが分からない、もしくは新規作成の場合は、[参照]をクリックします。 

既に存在するパスを入力した場合は、手順6へ進みます。 
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¢ 巧しいなち7ホル巧 (曲..^ 



4. [新しい共有フォルダ]をクリックすると、「共有を作成」ウィンドウが表示されます。共有名.共 
有フォルダのローカルパスを入力します。[参照]をクリックしてローカルパスを選択することもで 
きます。共有フォルダのアクセス許可を設定し、 [0K] をクリックします。 



3. 「共有フォルダの参照」ウインドウが表不されます。[サーノく一]の項目にサーノく一ぶが表不されま 

す。表示されているサーバーとは別のサーバーを参照する場合は、サーバーぶを入力します。ま 
た[参照]をクリックし、サーバーを検索し、入力することもできます。 

[共有フォルダの表示]をクリックすると、現在共有されているフォルダが表示されます。 

通常、サーバーが選択された状態では、映有フォルダ]欄に共有フォルダが一覧表示されます。共 
有したフォルダが表示されない場合は、[共有フォルダの表示]をクリックし、最新の情報に更新し 
ます。 

共有フォルダを選択後、 [0K] をクリックします。手順6へ進みます。 

共有フォルダが存在しない場合、または従来の共有フォルダとは別に新たに共有フォルダを作成 
する場合は[新しい共有フォルダ]をクリックします。 
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サーバー呀： 
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5. 「共有フォルダの参照」ウインドウに戻ります。共有フォルダが表示され、選択されていること 

を確認し、 [0K] をクリックします。 



6. 「新しいフォルダターゲット」ウインドウに戻ります。[フォルダターゲットへのパス]に入力され 

たパスを確認し、必要に応じて[な下のトポロジを使用して、このフォルダターゲットをレプリケ 
ーシヨングループに追加]にチェックをいれトポロジを選択し、 [0K] をクリックします。 
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7. [フォルダターゲット]タブにエントリ（フォルダターゲット）が追加されたことを確認します。 



フォルダターゲットが追加された後、レプリケーシヨンのポップアップウインドウが表示される 
ことがあります。レプリケーシヨングループを作成する場合には、[はい]をクリックしてください。 
レプリケーシヨングループ作成のウイザードが起動します。操作手順は 「3.5.2.4フォルダターゲ 
ットの追加からの作成」 を参照してください。[いいえ]を選択すると、 Windows Storage Server 
Management 画面に戻ります0 
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3.5.1. 4 フホルダを移動する 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、移動するフォルダを選択します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[フォルダの移剩をクリックします。 
またフォルダを選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[フォルダの移動..]を 
選択することもできます。 



2. 「フォルダの移動」ウインドウが表示されます。惭しい場所]に移動先のルートを入力します。[参 

照]をクリックして「新しいリンク先の参照」ウインドウを表示し、移動先を選択することもでき 
ます。 

移動先を入力後、 [0K] をクリックします。 


フォルリのなめ 


をお地)： 

[ test 23 

[¥¥ w 2 k 3 r 2 doma in.co m ¥ Public 0 11801 ¥ test 20 に'''''單ち写'('既 '…… ll 

を前を間のパスのプレピューを)： ] 

_ OK _| _辛,シとル J 

A 
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3. フォルダが指定先に移動したことを確認します。 
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3.5.1. 5 フホルダ《を変更する 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、ぶ前を変更するフォルダを選択します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、 [フォルダ ぶの変更]をクリックしま 
す。また フォルダを 選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから [フォルダ ぶの変 
更 ..] を 選択することもできます。 



2. 「フォルダぶの変更」ウインドウが表示されます。惭しい《前]の項目に新しいフォルダぶを入力 

して [0K] をクリックします。 



3. コンソールツリー、 《前空間[タブ]に表示されている、 フォルダ 《が変更されたことを確認します。 
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3.5.1.6 フホルダの切り取り•貼り付け 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、切り取るフォルダターゲットを選択します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[切り取り]をクリックします。また 
ぶ前空間を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[切り取り]を選択すること 
もできます。 



2. 対象となるフォルダが薄い表示になります。 



274 


















































ほ torage NS の共有領域を管理する 


3. 貼り付け先のフォルダを選択すると、画面右側操作ウィンドウに胁り付け]が表示されます。 
[貼り付け]をクリックすると、《前空間のフォルダにフォルダターゲットが貼り付けられます。 



4. 指定したフォルダにフォルダターゲットが貼り付けられたことを確認します。 
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3.5.1.7 名前空間を表示する 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、[ぶ前空間]をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[ぶ前空間の表示]をクリックします。 
また[名I前空間]を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[ぶ前空間の表示]を 
選択することもできます。 



2. 「ぶ前空間の表示」ウインドウが表示されます。ドメインに参加していない場合、この時点でエ 

ラーメッセージが表示されます。エラーメッセージウインドウを閉じて、手順3へ進んでくださ 
い。 

[スコース欄の[ドメイン]の項目に現在参加しているドメイン《が表示されます。他のドメインの 
《前空間を表示するには、[ドメイン]の項目に直接ドメイン《を入力するか、[参照]クリックして、 
他のドメインを表示し、選択します。 
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3. [サーバー]を選択すると、サーバー内のぶ前空間が表示されます。他のサーバーのぶ前空間を表示 
するには、[サーバー]の項目に直接サーバーぶを入力するか、[参照]をクリックして、他のサーバ 
一を表示し、選択します。 



4. ドメインやサーバーを入力した後、[名前空間の表示]をクリックし、ぶ前空間を表示します。 

[名前空間の表示]をクリックすると、設定済みの名前空間が表示されます。設定済みの名前空間が 
表示されない場合は、[ぶ前空間の表示]をクリックし、最新の情報に更新します。 

[ぶ前空間]の一覧に表示された《前空間から、表示する《前空間を選択し、 [0 K ] をクリックします。 
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5. 画面左側 コンソールツリ ーにぶ前空間が追加表示された こと を確認します。 
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3.5.1. 8 名前空間を非表示にする 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、非表示にするぶ前空間を選択します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[ぶ前空間の非表示]をクリックしま 
す。またぶ前空間を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[ぶ前空間の非表 
示]を選択することもできます。 



2. 「ぶ前空間の非表示」ウィンドウが表示されます。[はい]をクリックすると、名前空間が非表示に 

なります。 



3. コンソールツリーのぶ前空間をクリックし、ぶ前空間が非表示になったことを確認します。非表 
示となったぶ前空間を表示させるには、 口. 5.1.7 名前空間を表示する」 を参照して再度表示して 
ください。 
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3.5.1.9 フホルダターゲットを無劾にする 

1. [フォルダターゲット]タブの画面で表示されている、エントリの中から、無効にするエントリ（フ 
ォルダターゲット）を選択します。 

画面右側操作ウインドウに [フォルダ ターゲットを無劾にする]が表示されますので、 [フォルダ タ 
ーゲットを無劾にする]をクリックします。 

また、無効にするエントリ（フォルダターゲット）を選択したあと、右クリックし、ショートカット 
メニューから[フォルダターゲットを無劾にする]を選択することもできます。 



2. エントリの紹介状態の表示が「無効」になります。 

無効になったフォルダターゲットを有効にするには、[フォルダターゲット]タブの画面で表示され 
ている、無劾になったフォルダターゲットを選択し、画面右側操作ウインドウの[フォルダターゲ 
ットを有劾にする]をクリックします。エントリの紹介状態の表示が「有劾」になったことを確認 
してください。 
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3.5.1.10 フホルダのレプリケートを停止する 

1 . 画面左側 コンソール ツリーに表示されている、レプリケートを停止するフォ ル ダを選択します。 
画面右側操作ウインドウに [フォルダの レプリケートの停止]が表示されますので、 [フォルダの レ 
プリケートの停止]をクリックします。 

また、レプリケートを停止するフォルダを選択したあと、右クリックし、ショートカットメニュ 
一から[フォルダのレプリケートの停止]を選択することもできます。 



2. 警告画面が表示されますので、[はい]をクリックします。 



3. フォルダのアイコンの形状が変わり、フォルダのレプリケートが停止したことを確認してくださ 
い。 
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3.5.1.11 最新の情報に更新する 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、ぶ前空間を選択します。 

2. 画面右側操作ウィンドウに原新の情報に更新]が表示されます。ので、原新の情報に更新]をクリ 
ックします。 

3. 画面表示が最新の状態に更新されます。 
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3.5.1.12 名前空間サーバーを追加する 

ぶ前空間サーバーをドメインベースのぶ前空間に追加する場合にこの操作を行います。スタンドアロンの 
ぶ前空間ではこの操作はできません。 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、サーバーを追加するドメインの名前空間を選択し 
ます。 

画面右側操作ウィンドウに[名前空間サーバーを追加]が表示されますので、[名前空間サーバーを 
追加]をクリックします。 

また、サーバーを追加するぶ前空間を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューか 
ら[ぶ前空間サーバーを追加]を選択することもできます。 



2. 「名前空間サーバーを追加」ウィンドウが表示されます。[名前空間 サーバー] に追加するサーバー 

ぶを入力します。 

サーバーぶが分からない場合は、[参照]をクリックし、検索を行い選択して入力することもできま 
す。 

[名前空間サーバー]に追加するサーバーぶを入力後、 [0K] をクリックします。 


ちを空因サー K 一を追加 


をおち間地)： 


¥¥w2k3r2doma in.com¥Public1 


をおち間サーバーを)： 


|WIN2K3R2DOMAIN 

を化を） 




|¥¥WIN2 K3R2DOM AIN¥Public1 


撼が g 織微 ST 巧など、共™醜を蛮更 
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3. [設定の編集]をクリックすると、ローカルパスや共有フォルダへのアクセス許可など、共有フォル 
ダの設定を変更することができます。 


設定のち集 


ちおち間サーパー地)： 

|WIN2K3R2D0MAIN 

共ち 7 オル 巧を)：_ 

[Publicl 

共ち7オル巧の□一カルバス(じ： 

|MaiMfli^Eajiianai 韋賠(〇)... ^ 

共ち]オル巧のアウ t ス許可 ( E ): 

f すバてのユーザーが i 売み巧り専巧アウ t ス i 牛巧を持つ(互） 

广 すバてのユーザーが i 売み巧り/まき込み■アウ t ス i 午巧を持つ®) 

广 昔巧电は 7 ルアウたス宿を、 f の他のユーザーは i 売み巧り専田アウ t 
ス許可を持つ屯） 

广 昔巧电は 7 ルアウたス宿を、その他のユーザーは i 売み巧り/まき込み 
アウ t ス許可を持〕 (M) 

广 カスタムのアウ tTj 牛巧を f ま巧 ( U ): 力加マイ X 回... I 


0 K ] 辛で： vt ル I 


4. 進行状況のウインドウが表示されることがあります。エラーとなった場合は、[詳綱をクリックし、 
詳細情報を確認し、設定を見直してください。 

5. [名前空間サーバー]タブにエントリが追加されたことを確認します。 
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3.5.1.13 管理アクセス許可の委任 

ここでは、基本的なぶ前空間のタスクを実行する機能を委任するための手順を示しています。詳細に関し 
ては、ヘルプを参照してください。 

• ドメインベースのぶ前空間を作成することができるグループ.ユーザーの委任 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、[ぶ前空間]を選択します。 

2. 画面右側操作ウィンドウに[管理アクセス許可の委任]が表示されますので、[管理アクセス許可の 
委任]をクリックします。 

また、ぶ前空間を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[管理アクセス許可 
の委任]を選択することもできます。 



3. 「管理アクセス許可の委任」画面が表示されます。 

ドメインを確認します。[参照]をクリックし、選択することもできます。 

委任 ュ' ーザ' 一 およびグル'ープの表示内容を確認します。 [ユーザー およびグループの表示]をクリッ 


クすると、最新の情報に更新されます。 


音 ま アウセス許可の委任 



ュ-卜ゎょ獅づのま示を )I 

まほユーザ-わよ娜づ(が： 
ユーザー またはヴループ 

BUILTIN ¥ Administrators 

NT AUTHORITY¥SYSTEM 
R 2 -DOMAINS Do main Admins 
階- DOMAIN 巧 nterprise Admins 


ぶ ] 


を昭が ... I 



_ 胤 []( じ)... I 肖り除(段 ...I 

管理アウたス許可まはの詳を ffl じついては、 DFS の昔巧のへルブ を 香昭して 
ください。 


0 K I キャンセル I 適巧(直 ）I 
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4. [追カロ]をクリックすると、「ユーザーまたはグループの選択」画面が表示されます。 

[選択するオブジェクトぶを入力してください]には、ユーザーまたはグループぶを入力します。 

[ぶ前の確認]をクリックします。下線が入り、フルネーム等表示されますので、 [0K] をクリックし 
ます。 



5. 「管理アクセス許可の委任」画面に戻り、ユーザーまたはグループぶが追加されたことを確認し 

ます。 

追加した ユーザー または グループを 削除するには、 ユーザー または グループ ぶを選択し、[削除] 
をクリックします。 

ユーザーまたはグループの追加.削除が完了したら、 [0K] をクリックします。 
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ぶ前空間の管理、名前空間サーバーをドメインベースの名前空間に追加することができるグループ. 
ユーザーの 委任 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、管理アクセス許可の委任を行うぶ前空間のパスを 
選択します。 

画面右側操作ウインドウに[管理アクセス許可の委任]が表示されますので、[管理アクセス許可の 
委任]をクリックします。 

また、《前空間のパスを選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから借理アクセ 
ス許可の委任]を選択することもできます。 



2. 「ユーザーまたはグループの選択」画面が表示されます。 



3. [選択するオブジェクトぶを入力してください]にユーザーまたはグループぶを入力します。 

4. [ぶ前の確認]をクリックします。下線が入り、フルネーム等表示されますので、 [0K] をクリックし 
ます。 
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5. [委任]タブにユーザーまたはグループ《が追加されたことを確認します。 



6. 追加したユーザーまたはグループぶを削除するには、画面左側コンソールツリーに表示されてい 
る、管理アクセス許可の委任を行うぶ前空間のパスを選択します。 

7. 咳任]タブに表示されているユーザーまたはグループ《を選択します。 

8. 画面右側操作ウィンドウ下段の[削除]を選択するう\右クリックし、ショートカットメニューより 
[削除]を選択します。 



9. 「削除の確認」ウインドウが表示されます。[はい]をクリックすると削除されます。 
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10. [委任]タブからユーザーまたはグループ《が削除されたことを確認します。 
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3.5.1.14 フホルダターゲットの削除 


C 

1 レプリケーシヨンの有無により、表示.操作が異なります。 

- 

^- 


- ぶ 


1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、フォルダを選択後、[フォルダターゲット]タブに表 
示されている、エントリ（フォルダターゲット）を選択し、操作ウィンドウ下段に各種操作項目が表 
示されますので、[削除]をクリックします。またエントリ（フォルダターゲット）を選択後右クリッ 
クし、ショートカツトメニューから[削除]を選択することもできます。 



2. レプリケーション無しの場合は、「フォルダターゲットの削除の確認」ウインドウが表示されます。 
[はい]をクリックすることにより、フォルダターゲットが削除されます。 
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3. レプリケーションありの場合は、「フォルダターゲットの削除の確認」ウインドウが表示されます。 


フオルタターヴゥトの刖除の巧置 


僅 


7オルタウーヴットがレプリケート7オルタ " folderT じ関娃讯寸られています。肖 U 蹄しますかつ 


f 遇巧した7ォルタウーヴットを肖 IJ 蹄しレプリケート7ォルタ巧の巧巧の也ルンップを肖 IJ 蹄する 
广遇巧した7オルタウーヴットのみを肖 IJ 蹄する 




0 K 


:卑ちル i 

A 


• [選択したフォルダターゲットを削除し、レプリケートフォルダ内の既存のメンバシップを削 
除する] 

-[選択したフォルダターゲットのみを削除する] 

のいずれかを選択するようになっています。状況に応じ選択し、 [0K] をクリックします。 


4. フォルダターゲットタブからエントリ（フォルダターゲット）が削除されたことを確認します。 


Windows Storae 




-Inl x| 


画ファイルの撕が直） 表示 W ウィンドウ地）ヘルプ牡 


二但 j 过 




I を [画 I 曾间 


I_ J Windows iDtorage Server Management 
回货ファイルサーバ-の管理 （ □一かい 
因を ファイルサーバーリソースマネージ 
回を DFS の管巧 
’自甚るお空間 

自左 ¥¥w2k3r2do main.com が I 
i …曲 test02 
み test05 
み test09 

庭 ¥¥w2k3r2domain.com¥Pi 
i を. 巧 レプリケ-ション 
を も 共ちフォルタの昔巧 
面を！ディスクわよ y ボリュームの昔巧 
面 f をサーピスとアプリケーション 
田を Microsoft Services for NFS 
田巧刷の管巧 


Jj 


フオルタ：…わがの5 


フォルタ‘ターヴットIレプリケーンョンI 
1獅エントリ 


I 匯 


I バス 


I サ仆 


I 紹介げ態 


¥¥r2-0118-b-2f.w2k3r2... Default-First-Site-Na ... ちか 


test05 ▲ 

フオルタ’ターヴツトを胤 E.. 

フオルタるのを更… 

フオルタ.の砖新 .. 

フオルタ‘のレプリケートの停. 

面プ□バティ 

ま示 ► 

ここから巧しいウィン阳 
ぶ 切り取り 
X 肖I聯 

回最新の I培報じ更巧 
摩ヘルプ 

巧 r2-mi8-b-2f.w2k3r2d … A 

エクスプ日-ラで閲く... 

フオルタ’ターヴツトを無たじ... 

窗プ□バティ 
X 刖陳 
摩ヘルプ 
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3.5.1.15 フホルダの削除 


C 

1 レプリケーシヨンの有無により、表示.操作が異なります。 

令 

^- 


ぶ 


1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、削除するフォルダを選択します。画面右側操作ウ 
インドウ上段に各種操作項目が表示されますので、[削除]をクリックします。またフォルダを選択 
したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[削除]を選択することもできます。 



2. レプリケーション無しの場合は、「フォルダの削除の確認」ウインドウが表示されます。[はい]を 
クリックすることにより、フォルダが削除されます。 



3. レプリケーシヨンありの場合は、「フォルダの削除の確認」ウインドウに、 

-[ぶ前空間フォルダおよび関連するレプリケートフォルダを削除します。] 

-[ぶ前空間フォルダの削除] 

のいずれかを選択するようになっています。状況に応じ選択し、 [0K] をクリックします。 
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[詳細]をクリックすると、レプリケーシヨンに関する情報が表示されます。 


フオルタの刖除の巧置 




A 


^ブ^ケ®—ヴシ ョン则 


f をおち間つォルタわよリ関娃するレプリケート7ォルタを肖 ij 蹄します。 
广 をおち間7オルタの肖 IJ 蹄 


i 卽帖): 


A 7 オルタ :" お R2-clomain.com が ublie 巧 folderS" 

レプリなーシヨシ ヴループ : "r2-domain.com お publi 。お folded 
レプリケ - いオルタ :" folderT 


齡田啞…] 0K Iキ权もレI 


4. コンソールツリーや[ぶ前空間]タブからフォルダが削除されたことを確認してください。 
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3.5.1.16 《前空間の削除 


C 

1 レプリケーシヨンの有無により、表示.操作が異なります。 

- ^ 

^ - 


- ^ 


1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、削除するぶ前空間を選択します。画面右側操作ウ 
インドウに各種操作項目が表示されますので、[削除]をクリックします。またぶ前空間を選択した 
あと、右クリックし、ショートカットメニューから[削除]を選択することもできます。 



2. レプリケーション無しの場合は、「《前空間の削除の確認」ウインドウが表示されます。[はい、 
ぶ前空間とそのすベての フォルダ] を選択し、 [0K] をクリックして削除します。 

削除を行わない場合は、[いいえ、この操作を取り消します。]をクリックし、中断します。 
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[詳細]をクリックすると、削除するフォルダぶが表示されます。 



3. レプリケーションありの場合は、「ぶ前空間の削除の確認」ウィンドウが表示され、 

-[ぶ前空間およびレプリケートフオルダを削除する] 

-[ぶ前空間のみ削除する] 

のいずれかを選択するようになっています。状況に応じ選択し、 [0K] をクリックします。 



[詳細]をクリックすると、レプリケーシヨンに関する情報が表示されます。 
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4. コンソールツリーからぶ前空間が削除されたことを確認します。 
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3.5.2 レプリケ -- シヨン 

な 令 

C3 ワークグループでは、設定できません。必ずドメインに参加した状態で操作してください。 


【注意】ドメインコントローラが Windows Server 2003 R2 が前の OS の場合、 DFS レプリケーシヨン 
を設定する前に、ドメインコントローラの Active Directory スキーマを更新する必要があります。 
Windows Server 2003 R2 インストール CD をお持ちの場合は、スキーマ操作マスター上で 

「 adprep.exe/forestprep 」 を実行してください。 Adprep.exe コマンドラインツールは、 Windows 
Server 2003 R2 インストール CD の2枚目の Cmpnents¥R2¥Adprep フォルダにあります。 
Windows Server 2003 R2 インストール CD をお持ちでない場合は、 Windows Server 2003 R2 
ベースの iStorage NS 内にファイルが格納されていますので、 K 下の手順にて、スキーマの アツ 
プグレードを行ってください。 

1. 本装置の K 下のパス配下に Adprep フォルダがあることを確認します。見つからない場合は 

「 Adprep 」 で検索を行ってください。 

C:¥WIN DO WS¥CO N PONEN TS ¥ R 2 

2. この Adprep フォルダをドメインコントローラの任意の場所にコピーします。 

3. ドメインコントローラでコマンドプロンプトを起動させた後、 DIR コマンドで Adprep フォ 
ルダへ移り、下のコマンドを実行してください。再起動は必要ありません。 

adprep.exe /Torestprep 

4. 実行後数分置いた後で、レプリケーシヨンを設定してください。 

※上記設定後、レプリケーシヨン設定時にスキーマ関連のエラーが表示される場合は、ドメインコントロ 
ーラ、レプリケーシヨンを行うメンバサーバの順に再起動を行い、数分置いた後で、再度レプリケーシ 
ヨンを設定してください。 
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3.5.2.1 レプリケーショングループの新規作成け凡用） 

1. 画面左側コンソールツリーの[レプリケーション]をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、斷しい レ プリケーショング ルース 
をクリックします。また[レプリケーション]を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニ 
ューから断しい レ プリケーシヨングルースを選択することもできます。 



2. 「新しいレプリケーシヨングループウイザード」画面が起動します。作成するレプリケーション 


グループの種類を選択し吹へ]をクリックします。 



298 


























ほ torage NS の共有領域を管理する 


3. 「ぶ前およびドメイン」の画面に切り替わります。 [レ プリケーショングループのぶ前]、 [レ プリ 

ケーショングループのオプションの説明]、[ドメイン]を入力します。[ドメイン]には、現在参加し 
ているドメインぶが表示されます。[参照]をクリックしてドメインを検索して入力することもでき 
ます。入力が完了したら、[次へ]をクリックします。 



4. 「レ プリケー シヨングループのメンバ」 画面に切り替わります。[追力 日]を クリックし、 レ プリケー 
シヨングループのメンバ となる2 つな上のサーバーを 選択します。 

の删 WMgCTJJ 口 A 化 ^Xj| 

レブりケーシヨンヴルー:?のタンバ 


スゎブ： 

レプリケーンヨンヴルづの種謁 

るおわ C 阳ドブイン 

レプリケーンョンヴループの於バ 

トポ日ジの涅巧 

J けみバ 

ハブとスポ-クの巧続 

レブリケーンヨンヴループのスケジ 
ユールわよ備域ぉ 

プライマリインパ 
レ プリトトす るフォ ルタ 

設ミの應涨よけレブリケーンョ 
ンヴループの巧ぶ 

應忍 


臟戴ジし、レブリトシヨンヴルづの於"となる 2 隹サ-バ-を遇 



胤 D (か.. 


[5(段」 


<おへ E ) 1[;たへ化) > 1キサン t ル I 
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[追カロ]をクリックすると、「コンピュータの選択」ウインドウが表示されます。コンピュータぶを 
入力し、[名!前の確認]をクリックします。 



同じ文字を含むコンピュータが複数存在する場合、「一致する項目の選択」ウィンドウが表示され 
ますので、追加するコンピュータぶを選択し、 [0K] をクリックします。 



{0K] をクリックすると、「コンピュータの選択」ウインドウに戻ります。選択したコンピュータぶ 
が表示されていることを確認してください。 [0K] をクリックします。 



オプジ1ウトの種類を遽巧してくださいを): 
コンピュータ 

巧巧を指ミしてくださいの： 


| w 2 k 3 r 2 do ma in.com 



オプジエクトの巧類但 )—I 
巧巧む. I 

[ 名前の確 iS を） 1 


詳細設定(が .. .J 


0 K _ I _キャンセル 
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5. 「レプリケーシヨングループのメンバ」画面に戻ります。サーバーが2台な上追加されたことを 

確認し、[次へ]をクリックします。間違ってサーバーを選択した場合は、サーバーを選択し、[削 
除]をクリックして削除してください。 



「サービスの開始」ウインドウが表示されることがあります。このウインドウはインストール直 
後の初回作成時などに表示されます。 [0K] をクリックし、サービスを開始します。 



[詳細]をクリックすると、サービスを開始するサーバーぶが表示されます。 


一 E スの巧を 


み 鑛^魏お滞帶驟織證サ個把されま 


mm- 


R 2-01 巧- D -2 F 


'な詳細概 '' i ] 


OK I キャンセル I 

-- 
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6. 「トポロジの選択」画面に切り替わります。選択可能な中からトポロジを選択します。[ハブおよ 
び スポーク] は、サーバーが3台上から選択できるようになります。トポロジを選択し [次へ] を 
クリックします。 

-[ハブアンドスポーク]を選択した場合、手順6レ、ブメンバ」画面に進んでください。 

-[フル メッシュ] を選択した場合、手順8「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯 
域幅」画面に進んでください。 

. [トポロジなし]を選択した場合、手順9「プライマリメンバ」画面に進んでください。 



[トポロジなし]を選択した場合、「警告」ウィンドウが表示されます。 [0K] をクリックした後、「プ 
ライマリメンバ」画面に進んでください。 
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7. レ、 ブ メンバ」 画面に切り替わります。 

[スポークメンバ]欄より、ハブメンバにするサーバーを選択し、帷加 >] をクリックします。サー 
バーぶが[ハブメンバ]欄に追加されます。ド削除]をクリックすると、[スポークメンバ]欄に戻り 
ます。ハブメンバを設定したら、[次へ]をクリックします。 



8. レ、ブとスポークの接続」画面に切り替わります。 

ハブのメンバを確認してください。ハブメンバの変更または省略可能なハブメンバを削除する場 
合は、[編集]をクリックします。 
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[編集]をクリックすると、「スポーク"サーバー《"を編集」ウィンドウが表示されます。[必須のハ 
ブ]、階略可能なハブ]をプルダウンメニューから選びます。 [0K] をクリックします。 



レ、ブとスポークの接続」画面に戻ります。設定情報を確認し、[次へ]をクリックします。 
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9. 「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅」画面に切り替わります。レプリケー 
シヨングループのすべての新しい接続の設定で使用するレプリケーシヨンのスケジュールおよび 
帯域幅を選択してください。帯域幅はプルダウンメニューより選択します。状況に応じた帯域幅 
を選択してください。[スケジュールの編集]をクリックすると、「スケジュールの編集」画面が表 
示されます。スケジュールの設定は、 「3.5.2.11レプリケーシヨンスケジュール」 手順2が降を 
参照してください。 

選択.設定が完了したら、[次へ]をクリックします。 


^ 新しいレブリ ケーシヨン クルー ブ りィサ ー、 



レブリケーシ ヨン ヴ ルー ブのスケブュー ル および帯巧お 


スわブ： 

レブリケーンョンヴループの種謁 

るおわよ U ドイイシ 

レブリケーシヨンヴループのづン, 


口 指定したをが幅をほ吊して地続的にレプリケ-卜する(が 

このオプシヨシをほ用すると、ホの帯が恒を话用して巧巧レプリケーンヨンを有か 
じで.きます： 


トポ□ジの還が 

レプリケーシヨンヴループのスケぅ 
ユールわよ脱がお 

プライマリ於" 

レブリケ—卜するフオルタ’ 

設定のお記わよ U レブリケーシ 
ンヴループの巧ぶ 

植忍 


ミ域侣(昼)： 

SKKSKBB 


r 指定した曰巧の間レプリケートするを） 

このがシヨンをほ用して、レプリケーンヨンを実行する巧ミの日巧を指走しま 
す。 レブリケーンヨンのスケジユ-ルの巧細直は、お剛頁とねっています。レブリケ 
-シヨンを実巧するには、をほ10のレプリケーンヨン剛訴指ミするぶ要びあ 
ります。 


スケジュールの編集(巨)- I 


二回ぶ! 


<前へ E ) 」[ホへ ( ti )> 1 キヤンれレ」 


10. 「プライマリメンバ」画面に切り替わります。プルダウンメニューからプライマリメンバにする 
サーバーを 選び、[次へ]をクリックします。 
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11. 「レプリケートするフォルダ」画面に切り替わります。[追加]をクリックして、フォルダを選択し 
ます。 



12. 「レプリケートされるフォルダを追加」ウインドウが表示されます。[レプリケートするフォルダ 
のローカルパス] を入力します。[参照]をクリックし、選択して入力することもできます。 



レプリケートする7ォルタの□一カルバス(じ： 


|1 を賠晒… 

例: C：¥Documents 



レブリケーショシヴルーブのすパ;ての拟 J 巧このつおレヴを表すを前を還 
巧または入力してくだざい。このを前は、レプリケ-卜7オル巧をとして記 
諭されます。 


パスに店じたを前を巧巧 ( が : 


力加ムをを巧用山): 


r 

例： Documents 


アウ iz ス許可を）》 J 


0 K キ t シた J レ J 
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レプリケーシヨングループのすべてのメンバでこのフォルダを表すぶ前を選択または入力します。 
また、レプリケートフォルダの NTFS アクセス許可を選択してください。 

[カスタムのアクセス許可]を選択すると、[アクセス許可の編蔚が有効になります。[アクセス許可 
の編集]をクリックしてアクセス許可を編集してください。設定が完了したら、 [0K] をクリックし 
てください。 



13. 「レプリケートするフォルダ」画面に戻ります。[レプリケートフォルダ]に設定した内容が表示さ 
れていることを確認します。続けて[追加]をクリックしてフォルダを追加することもできます。 
[次へ]をクリックします。 
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14. 「他の メンバに よる"共有《"の ローカルパス」 画面に切り替わります。 メンバの 詳細に メンバに な 
っている サーバー 名Iが表示されていることを確認し[編蔚をクリックします。 



15. 「ローカルパスの編集」 ウインドウが表示されます。 [メンバシップの 状態] の 時翊を選択し、[フ 
ォルダのローカルパス ]を入力します。[参照]をクリックして選択して入力することもできます。 
設定が完了したら、 [0K] をクリックします。 
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16. 「他のメンバによる"共有ぶ"の ローカル パス」画面に戻り、[メンバの詳綱に ローカル パスが表示 
されていることを確認します。 ローカル パスが正しければ [次へ] をクリックします。 



17. 「設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認 
してください。設定内容が正しい場合は、[作成]をクリックします。設定を変更する場合は、[前 
へ]をクリックして、画面を戻して設定を行ってください。 
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18. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成さ 
れます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エ 
ラー]タブの画面には、「エラーはありません」と表示されます。 



[エラー] タブの画面には、 レ プリ ケーシヨングループの 作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 
内容が表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 

」口1乂|| 


疆巧設 

スわブ： 


レプリケーンヨンヴループの桂强 
をおわがおイシ 
レブリケーンヨンジループのブンバ 
トポ□ジの遇巧 


( V ) 巧しいレプリケーンヨンヴルづウイザードを正谢こ完了しました。 


タスク 



エラー I 


「一はありません 


レプリケーンヨンヴループのスケジ 
ュールわよ備域お 

ブライマリイン" 

レブリケートするフオルタ 


化のプンバにわける foldef 4 の □ 
一カルバス 


設定のお記わよ U レプリケーンョ 
ンヴループの化が 

應 S 


[ 閉じるに ）I 
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19. 「確認」画面の[閉じる]をクリックすると、「レプリケーシヨンの遅延」ウインドウが表示されま 
す。 [0K] をクリックしてウインドウを閉じます。このウインドウを表示させないようにするには、 
[次回からこの画面を表示しない]をチェックしてください。 


レブリケーシヨシの巧を 


入 レブリケーシむヴループの:〇パによ口巧成げ記諭されるまで、レプリケーシむは剛お 
( ij れません。実際にかかる時間は、 Active Directory レプリケーシむの港在時間わよ U ポ 
イ -心ヴ間惕じよって其なります。 

r 诚回からこの 画面を 表示しないに） 

i OK i | 


20. レプリケーシヨングループが表示されていることを確認してください。 
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3.5.2.2 レ プリケーシヨ ン グループの新規作成 (データ 収集用) 


1. 画面左側コンソールツリーの[レプリケーシヨン]をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、惭しいレプリケーシヨング ルース 
をクリックします。また[レプリケーシヨン]を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニ 
ュ ーから 斬しいレプリケーシヨングルースを選択することもできます。 



2. 「新しい レ プリ ケーシ ヨング ループウイザード」 が起動します。 レ プリ ケーシ ヨング ループの 種 

類で [データ 収集用 レ プリ ケーシ ヨング ルースを 選択し、 [次へ] をクリックします。 
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3. 「名I前およびドメイン」の画面に切り替わります。[レプリケーショングループのぶ前][レプリケ 

ーショングループのオプションの説明][ドメイン]を入力します。[ドメイン]には、現在参加してい 
るドメインぶが表示されます。[参照]ボタンをクリックしてドメインを検索して入力することもで 
きます。入力が完了したら、[次へ]をクリックします。 



4. 


「ブランチサーバー」画面に切り替わります。[《前]にブランチサーバーのぶ前を入力します。[参 
照]をクリックしてサーバーを選択して入力することもできます。入力後[次へ]をクリックします。 


新しいレブリケーンヨンヴループウィザード 


疆 


ブランチ サーバー 


スゎブ： 

レプリケーンヨンヴルづの桂謁 
るおも C 防 f がイン 
プランチサ—バー 
レプリトトフォルタ. 

A ブサーバー 

A ブサーバーのターザツトフオル 
巧 


へつ 饰おサーバーにレプリケートする]ンテシツを含むプランチ。ース）サーバーのを 



あります。 


レプリケーンヨンジルづのスケジ 
ュ-ルおが帯域お 

設ミの植忍わよけレブリケーンョ 
ンヴループの巧ぶ 

應忍 


2 をき照してくだぞい。 


」口 1x1 


<おへ E ) 」みへ ( H い」キサン t ル I 
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5. 「レプリケートフオルダ」画面に切り替わります。[追綱をクリックして、フォルダを選択します。 



6. 「レプリケ^ートされるフォルダを追加」ウインドウが表不されます。[レプリケートするフォルダ 

の ローカルパス ] を入力します。[参照]をクリックし、選択することもできます。 

レプリケーシヨングループのすべてのメンバでこのフォルダを表すぶ前を選択または入力します。 
. [パスに応じたぶ前を使用] 

-[ カスタム《を使用 ] 

のいずれかを選択します。 

選択.設定が完了したら、 [0K] をクリックします。 
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7. 「レプリケートフォルダ」画面に戻ります。[レプリケートフォルダ]に設定した内容が表示されて 
いることを確認します。続けて[追加]をクリックしてフォルダを追加することもできます。 

[次へ]をクリックします。 



8. レ、ブサーバー」画面に切り替わります。[ぶ前]にレプリケートフォルダを収集する宛先サーバー 
のぶ前を入力します。[参照]をクリックし検索して入力することもできます。入力が完了したら、 
[次へ]をクリックします。 
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9. 「ハブサーバーのターゲツ トフ オルダ」 画面に切り替わります。 [ターゲツ トフ オルダ] に ローカル 

パスを入力してください。[参照]をクリックし、選択することもできます。[次へ]をクリックしま 
す。 



10. 「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅」画面に切り替わります。レプリケー 
シヨングループのすべての新しい接続の設定で使用するレプリケーシヨンのスケジュールおよび 
帯域幅を選択してください。帯域幅はプルダウンメニューより選択します。状況に応じた帯域幅 
を選択してください。[スケジュールの編集]をクリックすると、「スケジュールの編集」画面が表 
示されます。スケジュールの設定は、 「3.5.2.11レプリケーシヨンスケジュール」 手順2が降を 
参照してください。 

選択.設定が完了したら、[次へ]をクリックします。 
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11. 「設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認 
してください。設定内容が正しい場合は、[作成]をクリックします。設定を変更する場合は、[前 
へ]をクリックして、画面を戻して設定を行ってください。 



12. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成さ 
れます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エ 
ラー]タブの画面には、「エラーはありません」と表示されます。 


巧しいレブリケーンヨンヴループウィサード 


疆巧設 

スゎブ： . 
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レプリトトフォルタ. 

A ブサーバー 

A ブサーバーのター ザッ トフオル 
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レプリケーンヨンジルづのスケジ 
ュ-ルおが帯域お 

設ミの鹿忍わよけレブリケーンョ 
ンヴループの巧ぶ 

應忍 
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巧な 

0 レブリケートフォルタ.を巧巧します。 

ぶな 

(2) 於ルン》ブオブヴ I クトを巧ぶします。 

巧巧 

I :ろ掉爲をけ巧します。 

胁力 


_ に I x | 


[ 閉じるに 】I 
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[エラー] タブの画面には、 レ プリ ケーシヨングループの 作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 
内容が表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



13. 「確認」画面の[閉じる]をクリックすると、「レプリケーシヨンの遅延」ウインドウが表示されま 
す。 [0K] をクリックしてウインドウを閉じます。このウインドウを表示させないようにするには、 
[次回からこの画面を表示しない]をチェックしてください。 



14. コンソー ルツリ ーにレ プリケー シヨン グループが追加されたことを確認します。 



318 










































ほ torage NS の共有領域を管理する 


3.5.2.3 レプリケートフホルダの新規作成 

1. 画面左側コンソールツリーのフォルダを追加するレプリケーシヨングループをクリックします。 
画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、斷しいレプリケートフォルダ]をク 
リックします。またレプリケーシヨングループを選択したあと、右クリックし、ショートカット 
メニューから断しいレプリケートフオルダ]を選択することもできます。 



2. 「新しいレプリケートフォルダウイザード」が起動します。[プライマリメンバ]のプルダウンメニ 
ューより、プライマリメンバを選択し吹へ]をクリックします。 
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3. 「レプリケートするフォルダ」画面に切り替わります。[追加]をクリックして、プライマリメンバ 
のフォルダを選択します。 



4 . 「レプリケートされるフォルダを追加」ウインドウが表不されます。[レプリケートするフォルダ 
のローカルパス] を入力します。[参照]をクリックし、選択することもできます。 

レプリケーシヨングループのすべてのメンバでこのフォルダを表すぶ前を選択または入力します。 
. [パスに応じたぶ前を使用] 

• [カスタム《を使用] 

のいずれかを選択します。 
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[アクセス許可]をクリックすると、レプリケートフォルダの NTFS アクセス許可を選択することが 
できます。 

• [既存のアクセス許可] 

• [カスタムのアクセス許可] 

のいずれかを選択してください。 

[カスタムのアクセス 許可]を選択すると、 [アクセス 許可の編集]が有劾になります。クリックして 
アクセス 許可を編集してください。設定が完了したら、 [0K] をクリックしてください。 



5. 「レプリケートする フォルダ」 画面に戻ります。[レプリケート フォルダ] に設定した内容が表示さ 

れていることを確認します。続けて[追加]をクリックしてフォルダを追加することもできます。[次 
へ]をクリックします。 
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6. 「他のメンバによる"共有ぶ"の ローカル パス」画面に切り替わります。メンバの詳細にメンバにな 

っているサーバー《が表示されていることを確認し[編蔚をクリックします。 



7. 「ローカルパスの編集」 ウインドウが表示されます。 [メンバシップの 状態] の 時翊を選択し、[フ 

オルダのローカルパス] を入力します。[参照]をクリックして選択して入力することもできます。 
設定が完了したら、 [0K] をクリックします。 


一カルバスの€集 


也バ啞 

fR2-0118-B-2F 


この也バのレプリケ-卜7ォルタのが態を遇巧してください。 

也バシップのが態： 

广無如屯） 


レプリケ-卜7オルタはこの也 J 、じ格納されません。 


f ち如を） 


成の7オルタを化の也バと同期させる也要があ口ます。 

7ォルタの□一カルバス(巳)： 


|D：¥06012404 

を化に） ] 

けり: C：¥Data 



0 K 卑仪もし 
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8. 「他のメンバによる"共有ぶ"の ローカル パス」画面に戻り、[メンバの詳綱に ローカル パスが表示 

されていることを確認します。 ローカル パスが正しければ [次へ] をクリックします。 



9. 「設定の確認およびレプリケートフォルダの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認して 

ください。設定内容が正しい場合は、[作成]をクリックします。設定を変更する場合は、[前へ]を 
クリックして、画面を戻して設定を行ってください。 
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10. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成さ 
れます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エ 
ラー]タブの画面には、「エラーはありません」と表示されます。 



[エラー] タブの画面には、 レ プリ ケーシヨングループの 作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 
内容が表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 
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11. 「確認」画面の[閉じる]をクリックすると、「レプリケーシヨンの遅延」ウインドウが表示されま 
す。 [0K] をクリックしてウインドウを閉じます。このウインドウを表示させないようにするには、 
[次回からこの画面を表示しない]をチェックしてください。 



12. [メンバシップ]タブに、レプリケートフォルダが追加されたことを確認します。 
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3.5.2.4 フホルダターゲットの追加からの作成 

1. 3.5.1.3 「フォルダターゲットを追加する」 を行った後や、ぶ前空間のフォルダターゲットを選択 

し、 [レ プリケーシ ヨン] タブの [レ プリケートフォルダウイザード]をクリックすると、 レ プリケー 
シ ヨング ループ作成のウイザードが起動します。 



2. 「レプリケートフ オルダ ウイザード」が起動します。[レプリケーシヨング ループぶ]、 [レプリケ 
ートフオルダのぶ前]が既に入力された状態で表示されます。表示内容が間違いないか確認してく 
ださい。間違いなければ[次へ]をクリックします。 



326 

















































ほ torage NS の共有領域を管理する 


3. 「レプリケーシヨンの対象」画面に切り替わります。[詳綱欄にフォルダターゲットなどが一覧表 

示されます。表示内容が間違いなレ、か確認してください。間違いなければ[次へ]をクリックします。 



4. 「プライマリメンバ」画面に切り替わります。[プライマリメンバ]をプルダウンメニューから選択 
し、[次へ]をクリックします。 


え レブリケートフオルタウィサード 


二に]ぶ] 


强 


スわブ： 


ブライマリプンバ 


レブリケーンヨンヴルづもよロレ 
プリケートフォルタ‘のるお 

レプリトシヨンの巧ま 
プライマリプンバ 
トポ□ジの遇巧 
ハブブシバ 
ハブとスポ-クの括待 

レプリケーンヨンヴル-プのスケヴ 
ュールわよ口帯挪 i 

設就鹿涨よひ•レブリケーンョ 
ンヴループの化な 


徵な脱紹!游蘇彌請説難むトバーを還巧してく 


プライマリインバ(凹)： 


□ 

S 您結熟誠赞 M 錫;戸 巧のレプリト 


1黛激觀觀 が ] ンテンツの隊 つい ては、 歷~^ 


<おへ E ) 」[汝へのい 1 キヤシセル I 
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5. 「トポロジの選択」画面に切り替わります。選択可能な中からトポロジを選択します。[ハブおよ 

び スポーク] は、サーバーが3台上から選択できるようになります。トポロジを選択し [次へ] を 
クリックします。 

-[ハブアンドスポーク]を選択した場合、手順6レ、ブメンバ」画面に進んでください。 

• [フル メッシュ] を選択した場合、手順9「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯 
域幅」画面に進んでください。 

• [トポロジなし]を選択した場合、手順10「設定の確認およびレプリケーシヨングループの作 
成」画面に進んでください。 



[トポロジなし]を選択した場合、「警告」ウィンドウが表示されます。 [0K] をクリックした後、「設 
定の確認およびレプリケーシヨングループの作成」画面に進んでください。 
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6. レ、ブ メンバ」 画面に切り替わります。（ハブ& スポーク 選択時） 

[スポークメンバ]欄より、ハブメンバにするサーバーを選択し、帷加 >] をクリックします。[ハブ 
メンバ]欄に追加されます。ド削除]をクリックすると、[スポークメンバ]欄に戻ります。ハブメン 
バを設定したら、[次へ]をクリックします。 



7. レ、ブとスポークの接続」画面に切り替わります。 

ハブのメンバを確認してください。ハブメンバの変更または省略可能なハブメンバを削除する場 
合は、[編集]をクリックします。 


ち 巧しいレブリ ケーンヨン ヴ ループ ウィ サー 


m 


A ブとスポ-ウのを沒 


スゎブ： 

レプリケーンョンヴル-プの桂頭 





編集(む.. 


し、編集]を如ツルます。 


二回ぶ i 


<おへ E ) J [放へ脚> I キャンセル」 
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8. [編集]をクリックすると、「スポーク"サーバー《"を編集」ウィンドウが表示されます。[必須のハ 
ブ]、階略可能なハブ]をプルダウンメニューから選びます。 [0K] をクリックします。 

レ、ブとスポークの接続」画面に戻ります。設定情報を確認し、[次へ]をクリックします。 



9. 「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅」画面に切り替わります。レプリケー 

シヨングループのすべての新しい接続の設定で使用するレプリケーシヨンのスケジュールおよび 
帯域幅を選択してください。帯域幅はプルダウンメニューより選択します。状況に応じた帯域幅 
を選択してください。[スケジュールの編集]をクリックすると、「スケジュールの編集」画面が表 
示されます。スケジュ'ールの設定は、 「3.5.2.11レプリケ'ー シヨンスケジユ' ール」 手順2が降を 
参照してください。 

選択•設定が完了したら、[次へ]をクリックします。 
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10. 「設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認 
してください。設定内容が正しい場合は、[作成]をクリックします。設定を変更する場合は、[前 
へ]をクリックして、画面を戻して設定を行ってください。 



11. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成さ 
れます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[ェ 


ラー]タブの画面には、「エラーはありません」と表示されます。 


レブリケートフオルタウィザード 


疆巧設 

スわブ： 


レブリケーンヨンヴルづわよ U レ 
巩トトフォルタ.のるお 

レプリトションの巧ま 
プライマリ於" 

トポ□ジの涅巧 


レブリケーンヨンヴループのスケジ 
ュ-ルも'よ備巧幅 

設定のお記わよけレプリケーンョ 
ンヴループの巧ぶ 

應忍 


( ^ レプリケートフォルダウイザードを正巧に完了しました。 


類… ! I エラ -I 


々スウ 

I がお I 

(巧 レプリケーンヨンヴルづを化巧します。 

脱力 

@ イソ馆巧巧します。 

前力 

0 レプリケートフォルタ.を化巧します。 

巧な 

(2) 於バシ》ブオブジ I クトをな巧します。 

ぶな 

(2) フォルタ‘プ□バティをま巧します。 

巧巧 

I :み掉镜をけ巧します。 

胁力 

0 DFS レブリケーンヨンサ—ピスを閱化します。 

ぶな 


_ に I X| 


[ 閉じるに 】I 
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[エラー] タブの画面には、 レ プリ ケーシヨングループの 作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 
内容が表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



12. 「確認」画面の[閉じる]をクリックすると、「レプリケーシヨンの遅延」ウインドウが表示されま 
す。 [0K] をクリックしてウインドウを閉じます。このウインドウを表示させないようにするには、 
[次回からこの画面を表示しない]をチェックしてください。 



13. [レプリケーシ ヨン] タブに、エントリ（レプリケートフ オルダ) が表示されていることを確認してく 
ださい。 
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3.5.2.5 新しいメンバを追加する 

1. 画面左側コンソールツリーのメンバを追加するレプリケーショングループをクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、惭しいメンバ]をクリックします。 
またレプリケーショングループを選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[新 
しいメンバ]を選択することもできます。 



2. 「新しいメンバウイザード」が起動します。 [サーバー] に レ プリケー シ ヨング ループの メンバとし 
て追加する サーバー ぶを入力します。[参照]をクリックして選択して入力することもできます。入 
力が完了したら、[次へ]をクリックします。 
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「サービスの開始」ウィンドウが表示されることがあります。 [0K] をクリックして、 DFS レプリ 
ケー シヨ ンサービスを開始してください。 



[詳細]をクリックすると、サーバーの一覧が表示されます。 



3. 「レプリ ケー トフオルダの ローカルパス」 画面に切り替わります。[編集]をクリックして、レプリ 

ケートフオルダを格納する パス を指定します。 
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[編集]をクリックすると、「ローカルパスの編集」ウインドウが表示されます。メンバシップの状 
態を [有効] にする場合は、 [有 劾]をクリックし、[フォルダのローカル パス] を入力します。[参照]を 
クリックして、フォルダを選択または新規作成することもできます。[フォルダのローカル パス] 
の入力が終わったら、 [0K] をクリックします。メンバシップの状態を[無測のままにする場合は、 
そのまま [0K] をクリックします。 


一カルバスのち集 


レプリケートつオル巧(垃: 
[folder2 


この也■パのレブリケーいオル巧のが態を遇おしてください。 
於バシッブ刷ボ態： 


r お如屯） 


レブリケート つォ祖 L の於} W こ格納されません。 : 

f ち姊喧 


诚の 7 ォルヴを化の:^: vJ 化同期させるぶ里があ口ます。 : 

7 ォルタの□一カルパス(巳)： 


|D 训日日…日 1 

! '■ * 化 ||-|| : 

例：训 Data : 

0K 

1 キみもし 1 


4. 「レプリケートフ オルダのローカルパス」 画面に戻ります。 [ローカルパス] 列の表示を確認してく 

ださい。[次へ]をクリックします。 
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5. 「レプリケートフォルダの共有」画面に切り替わります。共有フォルダが必要な場合[編集]をクリ 

ックします。このままで良い場合は、手順7へ進みます。 



6. 「共有の編集」ウィンドウが表示されます。設定内容を確認し、特に編集することが無い場合は、 

[0K] をクリックします。[次の共有フォルダを使用:]の斷稠を選択すると、共有ぶ.アクセス許可 
を設定することができます。 


なちの£を 


於バ(凹): 


X ] 


みちの£を 


インバ(凹)： 
「 R 2-0104- D -2 F 


レプリケートフォルタ.の□一カルバスを): 
「 D :¥0 如11701 


レプリケートフォルタの□一カルバスを): 
[ b : 视如11701 



みのみちフォルタをほ巧: 


巧しい共ちフォルタ’のアク t ス i 午巧： 

口すべてのューザー:読み巧りき巧のァゥ iz ス許可(が 

广 Administrate 巧:フルアウ忙ス:その化のユーザー:読み巧 
I 。き巧のァゥたス許嗎 

广 Administrators ： 7；!/アク t ス:ミの化のユーザー:まき込 
t みのァゥ似許可処） 

广すべてのユーザー:カスタマイズされたアク t ス許可(ぶ 
ァクたス許可の漏集の …I 

r 0 K ] キヤンむレ I 


の 巧右フ オル Mil : 


新規(曲 

|test 

- 1 

r 巧巧(白： 

106011701 

二] 


r 


巧しいおちフォル巧のアウ t ス許可： 


ロザべてのユーザー:离みのりき巧のアクセス i 午巧地1 

广 Administrators :7 Jk アクわ义その化のユーザー 
り専用のアクセス許巧屯） 

:読み取 

广 Admini が ra わ rs : フルアクセス;その化のユーザー: 
f みのアク t ! ス i 午巧地） 

まき込 

广すぺてのユーザー:カスタマイズされたアクセス i 丰巧(ぶ 

L アウたス許巧の漏集の… 

4 


[OK I キヤン t ル」 
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7. 「接続」画面に切り替わります。新しいメンバでレプリケートするメンバを選択して[追綱をクリ 
ックします。画面右側に移動して表示されます。メンバの追加が完了したら、[次へ]をクリックし 
ます。 



8. 「レプリケーシヨンスケジュール」画面に切り替わります。スケジュールを選択します。 

. [レ プリ ケーシヨングループのスケジュール] 

• [カスタムの接続スケジュ ーノレ] 

のレ、ずれかを選択してください。 

[レプリケーシヨングループのスケジュール]を選択すると、[スケジュールの表示]が有効になりま 
す。[スケジュールの表示]をクリックして、スケジュールを表示して設定内容を確認してください。 
[カスタムの接続スケジュール]を選択すると、[スケジュールの編集]が有劾になります。[スケジュ 
ールの編集]をクリックして、スケジュールを設定してください。スケジュールの設定は、 「3.5.2.11 
レプリケーションスケジュール」 手順2が降を参照してください。 
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9. 「設定の確認およびメンバの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認してください。設定 

内容が正しい場合は、[作成]をクリックします。設定を変更する場合は、[前へ]をクリックして、 
画面を戻して設定を行ってください。 



10. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成さ 
れます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エ 
ラー]タブの画面には、「エラーはありません」と表示されます。 
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[エラー] タブの 画面には、 新しい メンバの 作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 内容が表示さ 
れます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



11. 「確認」画面の[閉じる]をクリックすると、「レプリケーシヨンの遅延」ウインドウが表示されま 
す。 [0K] をクリックしてウインドウを閉じます。このウインドウを表示させないようにするには、 
[次回からこの画面を表示しない]をチェックしてください。 



12 .[メンバシップ] タブに エン トリ （メンバ) が追加されたことを確認してください。 
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3.5.2.6 新しい接続を追加する 

1. 画面左側 コンソールツリーのレ プリ ケーショングループを クリ ック します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、斷しい接続]をクリックします。ま 
たレプリケーショングループを選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[新し 
い接続]を選択することもできます。 
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2. 「新しい接続」ウインドウが表示されます。[送信メンバ]•[受信メンバ]をプルダウンメニューよ 

り選択します。 

この接続のスケジュールを 

-[レ プリ ケーシヨングループのスケジュール] 

• [カスタム接続スケジュール] 

から選択します。 

レ プリ ケーシヨングループのスケジュールと 同じにする場合は、 [レ プリ ケーシヨングループのス 
ケジュール]を選択し、[スケジュールの表示]をクリックし、スケジュールを確認してください。 

レプリケーシヨングループのスケジュールと別にする場合は、[カスタム接続スケジュール]をクリ 
ックし、[スケジュールの編集]をクリックし、 「3.5.2.11レプリケーシヨンスケジュール」 手順2 
り^降を参照してスケジュールを設定してください。 

逆ぶ向にもう一つ接続を作成する場合は、[逆ホ向にもう一つの接続を作成する]をチェックします。 
設定が終わったら、 [0K] をクリックします。 
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3. 瞬続]タブに、設定した接続が表示されていることを確認します。 



4. 接続を削除するには、睹続]タブに表示されている接続を選択し、操作ウィンドウ下段の[削除]を 
クリックします。 
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5. 接続の削除の確認ウインドウが表示されますので、[はい]をクリックします。 



6. 接続を無劾にするには、贱続]タブに表示されている接続を選択し、操作ウィンドウ下段の[無劾 
にする]をクリックします。[接続]タブの[接続状態]の表示が「無効」になります。 
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7. 無効にした接続を再度有効にするには、操作ウィンドウ下段の阳劾にする]をクリックします。 
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3.5.2.7 新しいトポロジを作成する 

この操作は、レプリケーシヨングループを作成する際に、[トポロジなし]で設定されている場合か、レプリ 
ケーシヨングループの接続を見直す場合に行います。 

1. 画面 左側コンソールツリーのレプリケーシヨングループをクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、斷しいトポロジ]をクリックします。 
またレプリケーシヨングループをクリックしたあと、右クリックし、ショートカットメニューか 
ら惭しいトポロジ]を選択することもできます。 



2. 警告メッセージが表示されます。既存の接続を削除しない場合は、[いいえ]をクリックし、作業を 
終了してください。続行する場合は、[はい]をクリックします。 

レプリケーシヨングループを「トポロジなし」で作成している場合は、この警告メッセージは表 
示されません。 
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3. 「新しいトポロジウイザード」が起動します。トポロジを選択します。メンバサーバーが3台な 
上で[ハブおよびスポーク]選択可能になります。トポロジを選択後[次へ]をクリックします。 

. [ハブアンドスポーク]を選択した場合、手順5レ、ブメンバ」画面に進んでください。 

• [フル メッシュ] を選択した場合、手順8「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯 
域幅」画面に進んでください。 



4. レ、ブメンバ」画面に切り替わります。 

[スポークメンバ]欄より、ハブメンバにするサーバーを選択し、帷加 >] をクリックします。[ハブ 
メンバ]欄に追加されます。 ド 削除]をクリックすると、[スポークメンバ]欄に戻ります。ハブメン 
バを設定したら、[次へ]をクリックします。 
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5. レ、ブとスポークの接続」画面に切り替わります。 

ハブのメンバを確認してください。ハブメンバの変更または省略可能なハブメンバを削除する場 
合は、[編集]をクリックします。 



6. [編集]をクリックすると、「スポーク"サーバー《"を編集」ウインドウが表示されます。[必須のハ 
ブ]、階略可能なハブ]をプルダウンメニューから選びます。 [0K] をクリックします。 

レ、ブとスポークの接続」画面に戻ります。設定情報を確認し、[次へ]をクリックします。 
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7. 「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅」画面に切り替わります。レプリケー 
シヨンのスケジュールと帯域幅を選択します。 

[指定した帯域幅を使用して継続的にレプリケートする]を選択する場合は、[帯域幅]はプルダウン 
メニューから選択します。隅定した日時の間レプリケートする]を選択する場合は、[スケジュー 
ルの編集]をクリックして、スケジュールを設定してください。スケジュールの設定は、 「3.5.2.11 
レプリケーションスケジュール I 手順2が降を参照してください。 



8. 「設定の確認およびトポロジの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認してください。設 
定内容が正しい場合は、[作成]をクリックします。設定を変更する場合は、[前へ]をクリックして、 
画面を戻して設定を行ってください。 
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9. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、 レ プリ ケート フォルダが作成されま 
す。正常に作成されると、 [タスク] タブの画面の項目にチェック マークが 表示されます。 [エラー] 
タブの画面には、「エラーはありません」と表示されます。 



[エラー] タブの画面には、トポロジの 作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 内容が表示されま 
す。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 
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10. 「確認」画面の[閉じる]をクリックして、「新しいトポロジウイザード」画面を閉じます。「レプリ 
ケーシヨンの遅延」ウインドウが表示されますので [0 K ] をクリックしてウインドウを閉じます。 
このウインドウを表示させないようにするには、[次回からこの画面を表示しない]をチ卫ックして 
ください。 



11. 瞬続]タブの表示内容を確認してください。 
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R2~0118-D-2F (I アイテム） 


0118-D... ちか 


Default-Fir... R2-0118-B... レブリかーシ g... Default-Fir.. 


Gro 叩 02 

3 巧しいプンバ ... 

を 巧しいレプリケートフォル.. 
公 巧しい按待… 

巧しいトポが… 

图 i きげレポ-卜を巧ぶしま… 
トポ□ジの巧記''' 

を5里アクセス許可のをほ… 
レプリケーンヨンヴループ。. 
レプリケーシヨンヴループ... 
面プ□バティ 
ま示 

ここから巧しいウィンドウ 
X 肖り除 

回最巧の情那に更新 
聲ヘルプ 
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3.5.2.8 《前空間での共有と公開 

未公開のレプリケーシヨングループを共有する場合や、名前空間に公開する際に、この操作を行います。 

1. 画面左側コンソールツリーの共有を公開するレプリケーシヨングループをクリックします。[レプ 
リケートフォルダ]タブをクリックし、[公開の状態]が「未公開」となっているエントリを選択し 
ます。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[ぶ前空間での共有と公開]をクリッ 
クします。また レ プリケーシヨングループを選択したあと、右クリックし、ショートカット メニ 
ューから[《前空間での共有と公開]を選択することもできます。 
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2. 「レプリケートフォルダの共有と公開ウイザード」が起動します。レプリケートフォルダの公開 
ホ法を選択します。 

. [レプリケートフォルダをぶ前空間で共有および公開する] 

• [レプリケートフォルダを共有する] 

のいずれかを選択し[次へ]をクリックします。 



3. 「レプリケートフォルダの共有」画面に切り替わります。[詳綱欄の[アクション]列を確認してく 
ださい。共有フォルダが必要な場合、[編集]をクリックして新しい共有フォルダぶと共有フォルダ 
のアクセス許可を指定します。 


接 


フオルタの#をとた巧ウイサー 


レブリケートフオル如)共ち 


スゎブ： 

么閉モま 

レプリケートフォルタ.の兵ち 
るお空間のバス 

設定の 巧 記わよ I ルプリケートフ 
オルタ’の其ち 

植5 


をレブりケート フオルタの 巧ウシヨン]夕巧權忍してください。共有フオルタびぶ里な巧 
合、願集]を巩ツルて巧しい共ちフオルタ’ると共ちフオルタ’のア化ス i 午巧を指定し 
てください。 

詳を田也)： ♦ 


R 2-0118- B -2 F 


興ちうォ化ヴを巧が 4 e $ t お 


巧ちフオルタを巧巧： I がの5 




I キーを巧しなびらみバを如ッウ 


二に J ぶ ] 


<ぉへ(0」[汝へ im > ] キヤン t ル I 
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4. [編集]をクリックすると、「共有の編集」ウィンドウが表示されます。[次の共有フォルダを使用] 
の欄は[新規]が選択されていますので、共有フォルダぶを入力します。 

[新しい共有フォルダのアクセス許可]は必要に応じて選択します。アクセス許可をカスタマイズす 
るには、[すべてのユーザー：カスタマイズされたアクセス許可]を選択し、[アクセス許可の編集] 
をクリックします。「共有のアクセス許可」ウィンドウが表示されますので、アクセス許可を編集 
してください。編集が終了したら [0 K ] をクリックします。 



5. 「ぶ前空間のパス」画面に切り替わります。 

※この画面は、「公開ホ法」で[レプリケートフォルダをぶ前空間で共有および公開する]を選択し 
た場合に表示されます。[レプリケートフォルダを共有する]を選択した場合は、手順8「設定の 
確認およびレプリケートフオルダの作成」画面に切り替わります。 
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6. [ぶ前空間の親 フォルダ] に既存のぶ前空間および作成するぶ前空間のフォルダを入力してくださ 
い。[参照]をクリックして、「ぶ前空間の参照」ウインドウをま示して、選択して入力することも 
できます。[新しいぶ前空間]をクリックして、新たにぶ前空間を作成して、設定することもできま 
す。設定が終わったら [0 K ] をクリックしてウィンドウを閉じます。 



7. 「《前空間のパス」画面に房ります。[ぶ前空間の親フォルダ]の表示内容を確認してください。 [0 K ] 

をクリックします。 
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8. 「設定の確認およびレプリケートフォルダの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認して 

ください。設定内容が正しい場合は、[共有]をクリックします。設定を変更する場合は、[前へ]を 
クリックして、画面を戻して設定を行ってください。 



9. 


[共有]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケートフォルダが作成されま 
す。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。 [エラー] 
タブの画面には、「エラーはありません」と表示されます。 


レブリケートフオルタの巧をとた巧ウィサード 


庭を 設 

スわブ： 


な閲方ま 心 

レブリケートフオルタのなち 


レプリケートフオル巧の共ちと！:補ウイザードを正苗に完了しました。 


_ に I x | 


るおを間のバス 

設定の確忍わよ 1) •レプリケートフ 
オルタの其ち 

應 S 


運型；]1エラ-1 

なウ 

h ボお 1 

(夕 其ちフォルタを巧成します。 

巧な 

运 1フォルタ’をけ巧します。 

巧な 

(2) レプリケートフォルタを巧巧します。 

巧な 

@インルンがオブジが卜を更巧します。 

巧な 


[ 閉じるに 】I 
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[エラー] タブの 画面には、 レ プリ ケートフォルダの 作成が エラーに なった 場合、詳細な エラー 内容 


が表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



フオルタの巧ちと公巧ウイサード 


庭を 設 

スわブ： 


-!□! x| 


た閲方;'ち 

レブリケートフオルタのなち 
るおを間の"ス 

設定の應忍わがレプリケーい 
オルタの其ち 

確 5 


(一) レプリケートフォルタのみちとと閲ウィザードを正巧に完了しました。 
タスク、だ -I 



[ 閉じるに 】I 


10. 「確認」画面の[閉じる]をクリックして、「レプリケートフォルダの共有と公開ウイザード」画面 
を閉じます。 

[レプリケート フォルダ] タブの「公開の状態」が[ぶ前空間に公開]と表示されていることを確認し 
ます。（ぶ前空間に公開した場合のみ表示されます。共有の場合は表示が変わりません。） 
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3.5.2.9 レプリケーショングループを表示する 

1. 画面左側コンソールツリーの[レプリケーション]をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[レプリケーショングループの表示] 
をクリックします。また[レプリケーション]をクリックしたあと、右クリックし、ショートカット 
メニューから[レプリケーシヨングループの表示]を選択することもできます。 



2. 「レプリケー シ ヨングループの表示」ウインドウが表示されます。[ス コース 欄の[ドメイン]に現 

在参加しているドメインぶが表示されます。また、[レプリケー シ ヨング ルース 欄に存在するグル 
ープが一覧表示されます。 

表示するグループを選択し、 [0 K ] をクリックします。[参照]をクリックして、ドメインを選択する 
こともできます。 

[スコースの[サーバー]を選択し、サーバー《を入力し、[レプリケーシヨングループの表示]をク 
リックすると、メンバとなっているレプリケーシヨングループが表示されます。[参照]をクリック 
して、サーバーを選択することもできます。 
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3. [0 K ] をクリックした後、コンソールツリーに選択したグループが表示されていることを確認して 

ください。 
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3.5.2.10 レプリケーシヨングループを 非表示に する 

1. 画面左側コンソールツリーの非表示にするレプリケーシヨングループをクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[レプリケーシヨングループの非表 
示]をクリックします。またレプリケーシヨングループをクリックしたあと、右クリックし、シヨ 
ートカットメニューから[レプリケーショングループの非表示]を選択することもできます。 



巧巧 

Group02 A 

J 巧しい於 K — 

を 新しいレプリケートフォルタ’.'. 

ク 巧しい操病… 

巧しいトポが ... 

國 i きがレポ-卜を巧ぶします... 

トポ□ジの植を.. 

管巧アクセス許可の委ほ… 

J J 心 巧しツ I 乂り 

【 レプリケーンヨンヴル-プのがま示 ♦ 

巧、 一た广 ゾ 

まち ► 

ここから巧しいウィンドウ 

X 隱 

回を巧の怕報(こを巧 
度ヘルプ 


2. 「コンソールから削除」ウインドウが表示されます。そのまま非表示にする場合は、[はい]をクリ 
ックします。非表示にしない場合は[いいえ]をクリックします。 



LJ Windows Storage server Management 
自をファイルサーバーの管巧<□一れい 
:を...をファイルサーバーリソースマネージ 
回を DFS の昔巧 
町 占 さ■ おさ間 
日^ りクーン3 ク 
V 疆画 B 3 阳 I J 

^ GroupOS 
疆 Group07 

薄§ w2k3r2do ma in.co m¥pub I 
^ w2k3r2do ma in.co mMpub I 
をもみちフォルタの昔巧 
:もをディスクわよ U ポリユームの昔巧 
^をサーピスとアプリケーシヨシ 
因 @ Microsoft Services for NFS 
因^巧刷の管 5 里 


2 J 


レプリケーシヨシヴループ： Group02 (w2k3r2domain.com 


メンバシップ I 巧続 I レプリケ-ト フォ ルタ. I まほ I 
2個のエントリ 


I □ 一カルバス 松ツプの… I インバ 


I レプリケートフ... I ステージンヴな.. 


曰 レブリケートフオルタ: testoie アイテム） 


R2-0118-B-2F testOI 


ちか 


WIN2 悦 R2D0... t がの 1 
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3. 選択したレプリケーシヨングループが非表示になったことを確認してください。一度非表示にし 
た レ プリケーシヨングループを再度表示するには、 「3.5.2.9 レ プリケーシヨングループを表示す 
る」 を参照してください。 
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3.5.2.11 レプリケーシヨンスケジュール 

1 . 画面左側 コンソール ツリーのスケジュールを編集する レ プリケーシヨングループをクリックしま 


す。 


画面右側操作 ウインドウに 各種操作項目が表示されますので、 [レプリケーシヨングループスケジ 
ユールの 編集] をクリック します。また レプリケーシヨングループをクリックした あと、右 クリッ 
クし、ショートカツトメニューから[レプリケーシヨングループスケジュールの 編集] を 選択す るこ 
ともできます。 



2. 「スケジュールの編集」ウインドウが表示されます。現在のスケジュールの設定状況が表示され 

ます。[基本スケジュ'ー ノレ] のプルダウンメニュ' 一 から基本スケジュールを選択します。曜日と時間 
が表示されているます目を選択するか、ドラッグして範囲指をします。[帯域幅使用率]のプルダウ 
ンメニューから回線状況に応じた帯域幅を選択するう\ [レプリケーシヨンな U を選択します。指 
定範囲でのスケジュールが設定されます。 
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Sunday 

12:00 

AM 

12:00 

AM 

24 日寻間 

Monday 

12:00 

AM 

12:00 

AM 

24 時間 

Tuesday 

12:00 

AM 

12:00 

AM 

24 時間 

Wednesday 

12:00 

AM 

12:00 

AM 

24 時間 

Thursday 

12:00 

AM 

12:00 

AM 

24 時間 

Friday 

12:00 

AM 

12:00 

AM 

24 時間 

Saturday 

12:00 

AM 

12:00 

AM 

24 時間 


追加叫 .. .J Si 集を)... I 肖嚇(阿 I 

區ミ!面配 I 


日 開お時别 が了時别 期間 を域幅 


詳細の : 





き本スケジュール域： [ if 言侧扳パの□一カル。イム 

€ な 

12 2 4 6 8 10 12 2 




空 

0 10 12 


3. [詳細]をクリックすると、スケジュールの詳細が、一覧表不されます。設定内容を確認してくださ 

い。 


[追カロ]をクリックすると、「スケジュ^ールの追加」ウィンドウが表示され、スケジュ^ールの詳 
細が表示されます。[開始時刻] • [終了時刻] • [日間] • [帯域幅使用率]を設定し、 [0 K ] をクリッ 
クします。 

時刻は、15分刻みで設定できます。 




開お時别を)： 


が ■ 了時别屯)： 


|12：00 AM 


|1 刚 PM 


] 


細簡時間 :13 時間 


日間峭 
r 苦 . una 如 


R Thursday 


P Monday 
防 Friday 


R 1 uesday 
厂 Saturday 


护 Wednesday 


を域幅巧巧牢 ( 昼)： 
I 最ホ 


] 


0K 


キピ片：ル 


ールのお加 


围スケ3ユールの g 集 
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き本スケジュール域 ：I 勃言けリ扳バの□一カル。イム 





帯域幅巧用李を)： [1 a 


] 


詳細の: 


曰 

1 閲お時别 

1 が了時别 

1 期間 

Sunday 

12:00 AM 

12:00 AM 

24 巧間 

Monday 

12:00 AM 

7:30 AM 

7.5 B 寺間 

Tuesday 

12:00 AM 

12:00 AM 

24 時間 

Wednesday 

12:00 AM 

12:00 AM 

24 時間 

Thursday 

12:00 AM 

12:00 AM 

24 時間 

Friday 

12:00 AM 

12:00 AM 

24 時間 

Saturday 

12:00 AM 

12:00 AM 

24 時間 


追加 ( 互 ).. . 1 Si 集を )... 」肖 1] 蹄 ( を」 


1 cc ' i 尚が邸1 


ノ ノノ フ•心し、■ノ、ノ V - 一 


一覧表示されているスケジュールを選択し、[編蔚をク 
ウインドウが表示され、設定済みのスケジュールの詳細が表示されます。スケジュールの言羊 
細内容を変更することができます。 




間お時别を)： 


が了時别电)： 


|12：00 am' 


,1 [Menmaffli 


日間地 
I Sunday 
厂 Thursday 


防 Monday 
厂 Friday 


を域幅巧巧牢(旦)： 
I 最六 


] 


■"3 細簡 B う間 : 7 .日時間 


r Tuesday 
厂 Saturday 


厂 Wednesday 


OK 


キが片：ル 


• 一覧表示されているスケジュールを選択し、[削除]をクリックすると、スケジュールを削除す 

ることができます。 

4. 設定が終わったら、 [0 K ] をクリックし、ウインドウを閉じます。「スケジュールの編集」ウインド 
ウに戻り、設定内容を確認します。 


5. [0 K ] をクリックして、「スケジュールの編集」画面を閉じます。 


ールの£圭 


スケ子 


ールのち集 
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3.5.2.12 トポロジ確認を無効にする 

1. 画面左側コンソールツリーの[レプリケーシヨン]をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[トポロジ確認を無劾にする]をクリ 
ックします。また[レプリケー シヨ ン]をクリックしたあと、右クリックし、 ショー トカットメニュ 
一から[トポロジ確認を無効にする]を選択することもできます。 



2. 「トポロジの確認」ウインドウが表示されます。トポロジ確認を無効にするには[はい]をクリック 
します。トポロジ確認を無効にしない場合は[いいえ]をクリックします。 



3. トポロジ確認を無効にした後、再度有効にする場合には、画面右側操作ウィンドウの[トポロジ確 
認を有効にする]をクリックします。また[レプリケーシヨン]をクリックしたあと、右クリックし、 
ショートカットメニューから[トポロジ確認を有効にする]を選択することもできます。 
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3.5.2.13 一覧のエクスポート 

1. 画面左側コンソールツリーの[レプリケーション]をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[一覧のェクスポート]をクリックし 
ます。またレプリケーショングループをクリックしたあと、右クリックし、ショートカットメニ 
ューから[一覧のェクスポート]を選択することもできます。 



2. 「一覧のエクスポート」画面が表示されます。保存先とファイルぶ、保存形式を指定し、 [0K] を 
クリックします。指定保存先にテキストファイルが保存されたことを確認します。 

テキスト形式でのみ保存できます。 
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] 共ち 7 壬 雨 
P ディスウわがボリュ-ムの昔巧 
\ サードかアブ-シ qV 


「 I Windows storage Server Management 
イル サーバーの 昔巧（□一カル） 

7 ァイルサーバーリソースマネージ 
DFS の昔巧 


…闲 7 ァ' 
を… を 
0-% 


を…甚をおち間 

占..目 A I 一 ■■ L 、 


巧巧 


GroupOS 

- 

3巧しい也バ ... 

增 i 巧しいレプリケ-卜]ォルグ... 

公 巧しいお結… 


^ 這がレポ-卜を巧巧します... 

> 


トポ□ジの植忍.. 


丸/パシップ I 巧結 I レプリケ-いォル。. I 割壬 I 
3 個の 1 シトリ 


が態 I □一カル… 

いシル川… 

い:/バ 

1 レプリケー'' 

1 ステージン .. 

曰 レブリ ケー トフォルタ: testfce アイテム） 

D ：¥ test02 

ち如 

の-日"日-'' 

test 日 2 

4096 MB 

D ：¥ test03 

ち如 

の-日 11 日-'' 

test 日己 

4096 MB 

D : お es 咖 

ち如 

WIN2K3R .. 

test 日 2 

4096 MB 


2. 「診断レポートウイザード」画面が起動します。[レポートのパス]にデフォルトで 
" C :¥ DFSReports " が設定されます。診断レポートで出力されたデータが設定された場所に保存さ 
れます。保存先を変える場合は、[レポートのパス]に直接パスを入力するか、[参照]をクリックし 
ます。 

「フォルダの参照」ウインドウが表示されますので、フォルダを選択します。 

[レポートぶ]にデフォルトでぶ称が表示されます。ぶ称を変更する場合には、[レポートぶ]を変更 
します。設定内容を確認したら、[次へ]をクリックします。 



3.5.2.14 診断レポートの作成 

1. 画面左側 コン ソールツリーの診断レポートを作成するレプリケーショングループをクリックしま 
す。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[診断レポートを作成します]をクリ 
ックします。またレプリケーショングループをクリックしたあと、右クリックし、ショート カッ 
トメ ニューから [診断レポートを作成します]を選択す る こともできます。 


Windows Woraee Server 


-Inl xl 


西 7 ァイル(り 棵巧(が奉元 ' W り心の m ヘルプお） 


-|g|x| 


和 


卸 阻 I 蔭 向 


m . com ) 


レプリクーシヨ!/ウループ： Group03 ( w2k3r2dom 


… 囚 … 臣 … p 
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3. 「含めるメンバ」画面に切り替わります。[含めるメンバ]にメンバサーバーぶが表示されます。除 
外するメンバがある場合は、メンバサーバーぶを選択し、 ド 削除]をクリックします。除外するメ 
ンバを含めるメンバに戻す場合は、除外するメンバを選択し、[追加 >] をクリックします。[次へ] 
をクリックします。 



4. 「オプション」画面に切り替わります。[ウィザードでバックログファイル数を計算しますか？]で 
は、 

• はい、このレポートでバックログファイル数を計算します 
- いいえ、このレポートでバックログファイル数を計算しません 
のいずれかを選択してください。 

[メンバシップごとにレプリケートファイル数とそれぞれのサイズを計算]は必要に応じてチェッ 
クを入れます。[次へ]をクリックします。 
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5. 「設定の確認およびレポートの作成」画面に切り替わります。設定内容を確認し、[作成]をクリッ 

クします。 



6. 「DFS レプリケーシヨンの状態」レポートが表示されます。表示内容を確認してください。 
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f -^ 

C 3 診断レポートが エラーに なった場合、「確認」画面に切り替わります。 [タスク] タブの画面 
の項目に 「 X 」マークが 表示されます。 [エラー] タブの画面には、詳細な エラー 内容が表示されま 
す。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 

手順5で[正常に完了したウイザードを閑じる]のチェックを外すと、診断レポートが正常に作成さ 
れた場合でも、「確認」画面が表示されます。。 
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3.5.2.15 管理アクセス許可の委任 

ここでは、基本的な DFS レプリケーションのタスクを実行する機能を委任するための手順を示しています。 
詳細に関しては、ヘルプを参照してください。 

• レプリケーショングループを作成する、フォルダターゲットを持つフォルダで DFS レプリケーション 
を有効にすることができるグループ. ユーザーの 委任 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、[レプリケーシ ョン] を選択します。 

2. 画面右側操作ウインドウに[管理アクセス許可の委任]が表示されますので、[管理アクセス許可の 
委任]をクリックします。 

また、[レプリケーシ ョン] を選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[管理ア 
クセス許可の委任]を選択することもできます。 



3. 「管理アクセス許可の委任」画面が表示されます。 

ドメインを確認します。[参照]をクリックし、選択することもできます。 

委任ユ^ー ザ ーおよびグル^ープの表示内容を確認します。[ユーザーおよびグル^ープの表示]をクリッ 
クすると、最新の情報に更新されます。 


4- お h ，り! ぶ!^^^^ ■ 


ドィイン(凹)： 



を昭を)… I 

ュィ-ゎょ獅づのま示を) I 


まほ ユーザー わよ U ヴルづ (が： 



ユーザー またはヴ ルー ブ 

I アウセス許可の巧ちちま I 


B UILTIN¥Admin istrators 

地巧 


NT AUTHORITY¥SYSTEM 

B 月ち的 


R 2 -DOMAINS Do main Admins 

B 月示巧 


階- DOMAIN 巧 nterprise Admins 

地を 


_ 胤日(助.. I 肖り除(段... I 

管理アクセス許可まはの詳を ffl じついては、 DFS の昔巧のへルブ を 香昭して 
ください。 


0 K I キャンセル I 適巧(直 ）I 

- ' - ' - 
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4. [追加]をクリックすると、「ユーザーまたはグループの選択」画面が表示されます。 

[選択するオブジェクトぶを入力してください]にユーザーまたはグループぶを入力します。 

[ぶ前の確認]をクリックします。下線が入り、フルネーム等表示されますので、 [0K] をクリックし 
ます。 



5. 「管理アクセス許可の委任」画面に戻り、ユーザーまたはグループぶが追加されたことを確認し 

ます。 

追加した ユーザー またはグループを削除するには、 ユーザー またはグループぶを選択し、[削除] 
をクリックします。 

ユーザーまたはグループの追加.削除が完了したら、 [0K] をクリックします。 



371 








































ほ torage NS の共有領域を管理する 


• レプリケーショングループを管理することができるグループ.ユーザーの委任 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、管理アクセス許可の委任を行うレプリケーション 
グループを選択します。 

画面右側操作ウインドウに[管理アクセス許可の委任]が表示されますので、[管理アクセス許可の 
委任]をクリックします。 

また、レプリケーショングループを選択したあと、右クリックし、ショートカットメニューから[管 
理アクセス許可の委任]を選択することもできます。 



2. 「ユーザーまたはグループの選択」画面が表示されます。 



3. [選択するオブジェクトぶを入力してください]にユーザーまたはグループぶを入力します。 

4. [ぶ前の確認]をクリックします。下線が入り、フルネーム等表示されますので、 [0K] をクリックし 
ます。 
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5. [委任]タブにユーザーまたはグループ《が追加されたことを確認します。 



6. 追加したユーザーまたはグループぶを削除するには、画面左側コンソールツリーに表示されてい 
る、管理アクセス許可の委任を行うレプリケーシヨングループを選択します。 

7. 咳任]タブに表示されているユーザーまたはグループぶを選択します。 

8. 画面右側操作ウィンドウ下段の[削除]を選択するう\右クリックし、ショートカットメニューより 
[削除]を選択します。 
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9. 「削除の確認」ウインドウが表示されます。[はい]をクリックすると削除されます。 



10. 倭任]タブからユーザーまたはグループぶが削除されたことを確認します。 
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3.5.2.16 レプリケートフホルダの削除 

C3 ぶ前空間に公開されている場合と、公開されていない場合では、画面表示が異なります。 

心 ぶ 


1. 画面左側 コンソールツリーの 削除す るレプリケーショングループをクリック します。 

[レプリケートフ オルダ] タブをクリックして、エントリ（レプリケートフ オルダ) を表示します。 
削除するエントリ（レプリケート フォルダ) を選択すると、操作ウィンドウ下段に削除]が表示され 
ます。削除するエントリ（レプリケートフ ォルダ) を選択し、右クリックし、ショートカットメニュ 
一から[削除]を選択することもできます。 
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2. ぶ前空間に公開されている場合は、[削除]をクリックすると、「レプリケートフォルダの削除の確 
認」ウインドウが表示されます。 

-[レプリケートフォルダを削除し、ぶ前空間かのフォルダターゲットとして削除する] 

-[レプリケートフォルダのみを削除] 

のいずれかを選択し、 [0K] をクリックします。 


レブリケート7オルタの刖なのち贾 




么 


レプリケ-ト フオル巧 "柄雌"は、をおを間の7オルヴ5-ゲクトです。肖 ij 除しますか。 


レプリケート7オルヴを肖 I ]蹄し、を前ち間の7オル巧クーわ卜として肖 IJ 瞄する晒 

このがシむによって、レブリケ-卜7オルヴのレブリケ-卜圳き止ざれ、レブリケ-卜对ルタがレブリケ-シもり.ルー 
ブから肖 I ]瞄され、をお空間の7オルタターゲットとしてレプリケート对ル洲剛瞄されます。レブリケートされた： D テ 
ソツは肖リ蹄されません。ただし、ユーザーげを前空間を巧用しロオル圳こアウむけることはできません。 

广 レプリケートつオルヴのみを肖 I 聯するむ） 

このがシむによって、レブリケ-卜7オルタのレブリケ-卜圳き止ざれ、レブリケ-卜对ルタがレブリケ-シむ り.ルー 
ブから肖 I ]瞄されます。レブリケートされた]：/テン川ま肖り瞄されも：1ーザーはを前空間を巧巧して7オル圳こアウとス 
できます。 

このレブリケート7オル巧げ関娃なけられている7オルグターわ卜を表示するには、 mm ] を州）ルます。 


i 串祂电 ) 》1 

1 

0 K 

i 罕卓:/ち ： jp 




[詳細]をクリックすると、メンバ上の名前空間のパスとフォルダターゲットが表示されます。 
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3. レプリケートフォルダが削除されたことを確認します。 



4. 名I前空間に公開されていない場合は、[メンバの削除]をクリックすると、「メンバの削除の確認」 
ウィンドウが表示されます。 

削除を中断する場合は、[いいえ]をクリックします。 

削除する場合は、[はい]をクリックします。 


レブリケート 7 ォルタの刖なの宙置 


2 £| 




この巧阳こよって、レプリケート7ォルタ"日脚24の"のレプリケート圳き止され、 
レプリケート7ォルタがレプリケーシむヴルづから肖リ瞄ざれます。 

ただし この：む} 让のレブリケートされた]:/テン川ま肖 I 聯されません。 

結巧しますか？ 


はい M 」||いげ ….… j 


5. レプリケートフォルダが削除されたことを確認します。 
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3.5.2.17 メンバの削除 


ス -^ 

C3 ぶ前空間に公開されている場合と、公開されていない場合では、画面表示が異なります。 

心 ぶ 


1. 画面左側 コンソールツリーのレ プリ ケーショングループを クリ ック します。 

メンバシップタブをクリックして、エントリ（レプリケートフォルダ)を表示します。 

削除するエントリ（レプリケート フォルダ) を選択すると、操作ウィンドウに[メンバの削除]が表示 
されます。削除するエントリ（レプリケート フォルダ) を選択し、右クリックし、ショートカットメ 
ニューから[メンバの削除]を選択することもできます。 
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2. ぶ前空間に公開されている場合は、[メンバの削除]をクリックすると、「メンバの削除の確認」ウ 
インドウが表示されます。 

-[メンバを削除し、ぶ前空間からターゲットとしてメンバを削除] 

• [メンバのみを削除] 

のいずれかを選択し、 [0K] をクリックします。 



[詳細]をクリックすると、メンバ上のぶ前空間のパスとフォルダターゲットが表示されます。 
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3. [0K] をクリックすると、「メンバの削除」ウィンドウが表示されます。表示内容を確認し、 [0K] 
をクリックします。 


ゴシバの刖お 


^ Active Di[ec： 刪のレプリケ-シ心の港を時間が原因で、この肖 U 蹄;ちみ也;的の蛮更 
( JO のレプリケートが簡巧される場合があ口ます。肖I聯巧み也 J 让の DFS レプリケーシヨ:/ 

□ ヴじイバ：/卜I D 401曰が記錶された槪ま、この也 J 让のつァんほたはつお レ巧掠を 
じ蛮をまたは肖 Ij 蹄することげできます。 

厂成回からこの画面を表示しないに） 

! OK 1 


4. メンバが削除されたことを確認します。 


Windows Storage 


P 7ァイルし F ) 棵巧(旦) 表5邮ウイシドウ W ヘルプが） 


加过I 




を J 阻！ 啡 晚 


r 1 Windows Storage Server Management 
を 7 ァイルサーバーの昔巧（□一カル） 

白'.' を 7ァイルサーバ-リリースマネージ 
自'.磕 DFS の昔巧 
:气毒 おお空間 

回''直 ¥¥ w 2 k 3 r 2 domain . com¥Pi 
^ レブリケ-シヨ:/ 

!… '菊 日 m 叩日2 
!… .を 日の叩日3 
を GroupO ? 

共ち7ォルタ’の昔巧 
ディスウわよ U ボリュームの昔巧 
サ-ピ;化アプリケ-シヨシ 
Microsoft Services for NFS 
を… Efl 刷の昔巧 


Oy: 粒.昭 G| 巧結 I レプリケート7ォル巧 I 奎ほ I 
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I 個の亡/トリ 


が態 I □一カル...ぃシバシッ…ぃシバ I レプリケー... I ステージ：/... 


□ レブリケー h フオルを testOl 0アイテム） 


D ：¥ test 01 ち如 

11111111^0^91^ 


の-日11日-'' 


testOI 4096 MB 


Gro 叩 02 

3 巧 u ■けシバ… 

增 i おしいレブリケ-いォルグ... 
な おしい巧慌 .. 

巧しいトポ□ジ… 


a 削6レポ-卜を巧がします.. 
トポ□ジの植忍.. 


昔巧アウたス评巧の重巧... 

レプリケーシヨ:/クループスケジ ... 
レプリケーシヨ:/ヴループのが表... 
齒*プ□バティ 


表示 

ここから巧しいウイシドウ 


X 肖 IJ 瞄 

回最新の I 博卽じを串斤 


賣■^ルプ 

WIN2IC3R2DOMAIN (testOI) 

:〇バの肖 IJ 陆 
無如じする 
齒*プ□バティ 


賣■^ルプ 
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5. ぶ前空間に公開されていない場合は、[メンバの削除]をクリックすると、「メンバの削除の確認」 
ウインドウが表示されます。 

. 削除を中断する場合は、[いいえ]をクリックします。 

. 削除する場合は、[はい]をクリックします。 



6. [はい]をクリックすると、「メンバの削除」ウインドウが表示されます。表示内容を確認し、 [0K] 
をクリックします。 


ゴシバの刖除 


Active Directory OD レプリケ-シヨ：/の港を時間が原因で、この肖 U 蹄;ちみ也;的の蛮更 
(ij 0D レプリケートが簡巧される場合があ口ます。肖 ij 蹄;ちみ也 J 让の DFS レプリケーシヨ:/ 
□ヴじイバ:/卜 ID 401 日が記錶された槪ま、この也 J 让のつァイルまたは 7 ォルタを苦を 
じ蛮更または肖 I 聯することができます。 

厂成回からこの画面を表示しないに） 

! OK il 


7. メンバが削除されたことを確認します。 
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3.5.2.18 レプリケーシヨングループの削除 

C3 ぶ前空間に公開されている場合と、公開されていない場合では、画面表示が異なります。 

心 ぶ 


1. 画面左側 コンソールツリーの 削除す るレプリケーシヨングループをクリック します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[削除]をクリックします。またレプ 
リ ケーシ ヨングループをクリックしたあと、右クリックし、 ショートカットメニューから [削除] 
を選択することもできます。 
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2. ぶ前空間に公開されている場合、[削除]をクリックすると、「レプリケーシヨングループの削除の 
確認」ウィンドウが表示されます。 


-[レプリケーシヨングループを削除し、レプリケートフォルダをぶ前空間から削除する] 
-[レプリケーシヨングループのみを削除する] 


のいずれかを選択し、 [0K] をクリックします 

么 


レブリケーツヨンヴルーブの目リなの宙置 


臟言遵疏"日…叩。でには、 備間誠 。一撃るレブリケート謂含 訊 


レプリケ-シヨ：/クル-ブを肖り蹄しレブリケ-いオル巧ををお空間から肖 I 聯する昭 

このがシむによって、レブリケーシ心ヴルーブげ肖 IJ 蹄され、レプリクーいオル巧のレブリケートげ巧止され、レプリケ 
ート7オルタげをお空間から肖嚇されます。レプリクートされた: D むツは刖除されません。ただし、ユーザーげをお 
空間を巧巧して7オル圳こアウ t スすることはできません。 

广 レプリケーシヨシヴルづのみを肖リ瞄する喧） 

このがシむによって、レブリケーシヨシヴルーブげ肖 I ]瞄ぎれ、7オル巧のレブリケート抓亭ムぎれます。ただし、ユーザ 
一はをお空間を巧巧して7オル圳こアウたスすることげできます。 

このレブリケーシむクルーブでつオル巧ターわ卜を表示するには、 mm ] を州）ルます。 


i 卽田电 ) 》1 

1 

0K 

i 罕申:/世 jp 


J 


[詳細]をクリックすると、レプリケートフォルダとぶ前空間のパスが表示されます。 
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3. レプリケーショングループが削除されたことを確認してください。 



4. ぶ前空間が公開されていない場合、[削除]をクリックすると、「レプリケーシヨングループの削除 
の確認」ウインドウが表示されます。 

削除を中断する場合は、[いいえ、この操作を取り消します。]をクリックします。 

削除する場合は、[はい、 レ プリ ケーシ ヨング ループを 削除し、関連付けられたすべての レ プリ ケ 
ートフオルダのレ プリ ケーシヨ ンを停止して、 レ プリ ケーシヨングループのメンバ をすベて削除 
します。]をクリックします。 

選択が終わったら、 [0K] をクリックします。 



5. [詳細]をクリックすると、削除するメンバシップが表示されます。 



384 


















































ほ torage NS の共有領域を管理する 


6. レプリケーショングループが削除されたことを確認してください。 
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3.6 ディスクスペースを有効活用する 


Single Instance Storage (S に)は検出された同ーボリューム内の同ーファイルの物理的なコピーを1 
つだけ保持することでサーバのデイスク領域を節約します。 


本章では S にの導入.管理について説明します。 

SIS の操作は、コマンドプロンプトから S に ADMIN . EXE にて行います。 


If C 

^ _ 

- 

Q 本機能は 、 iStorage NS 460 / NS 470 / NS 480 のみで使用可能です。 

な -^ 


C3 S にを有効にすることで、 0 S の機能やアプリケーションに影響が出る場合があります。 

S にをご利用になる場合は、他のソフトウ卫アとの複合的な動作確認を充分に行った上で、使用し 
てください。 

^ —— J 
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3.6.1 S にの概要 

S に ドライバに含まれている S に groveler はサーバー上に重複したファイルを検出すると、元のファイ 
ルを S に common store にコピーし、ファイルが元あった場所にはリンクファイル（リパースポイン ト） を残 
します。このリンクを S に リンクといいます 。 S に リンクには、元のファイルの現在の場所、サイズ、属 
性などの情報が格納されています。サーバーに重複ファイルが含まれる場合、これらの重複ファイルは S に 
common store にコピーされるため使用されるディスク領域は少なくなります。 

S に リンクされているファイルを変更したり内容を置き換えたりした場合 、 S に リンクは削除されて S に 
common store 内のバッキングフアイルのコピーに変更を加えたものと置き換えられます。 


C 3 S に common store は S に を有劾にしたボリュームのルートに作成される、システムの 
みがアクセスできる隠しフォルダです。 


そのほかに S にリ ンクには W 下のような性質があります。 


• S にリ ンクのえ ホ 象は 32 KB り^上のファイルとなります。 

• S にリンクされたファイルは[右クリックト[プロパティト[全般]でディスク上のサイズが 4 K 
B と表示されます。 

• S に common store 内のバッキングファイルはそのファイルに巧する S に リンクの最後 
の1つが削除されるのと同時に削除されます。 
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3.6.2 SIS の導入 

S に を使用するためには、ボリュームごとに S に を有効にする必要があります。 

S にを 有劾にすると、ボリュームの直下に S に common store フォルダが作成されて、重複ファイルに 
対しては自動的に S にリンクが行われます。 

なお 、 S にを 導入するためには巧象ボリュームが NTFS ファイルシステムであること、システムボリュ 
ームな外のボリュームであることが必要となります。 


ス - 

C 

3 S にが同時に管理できるボリュームは6つに制限されています。 

-^ 

^ - 


- i / 
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SIS を有効にする手順を下に記述します。 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin/i くボリューム《> "と入力して enter キーを押下します。 


C:、Command Prompt 


G：¥>sisadmin /i G : 

SIS はボリューム ’ G :’ 上で巧期化されています。 

新しい SIS ボリュームのフ了みし重複のスキャンを開始するた於 groveler サービスを 
再開しています。 

G ：¥> 
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3.6.3 S にの管理 

導入時と同様に S に ADMIN . EXE を使用して S にの管理を行うことができます。 S にに関する情報の表示、 
groveler を有劾/無劾の設定、フォアグラウンドモード/バックグラウンドモードの切替えのホ法を記述しま 
す。 


3.6.4 S にに関する情報の表示 

S にについてな下のような情報を表示させることができます。 

• S にがインスト ' ールされているボリューム 

• S にが制御しているフアイルの一覧 

• ボリューム上の S に使用量についての情報(節約したディスク容量も含む) 

手順はが下の通りです。 
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SIS はボリュ 
SIS はボリュ 
SIS はボリュ 
SIS はボリュ 

G:¥> 


¥上でち効です。 
¥’上でち効です。 
¥’上でち効です。 
¥’上でち効です。 


くつ了イル> スベースで区切 b れたつアイルの一覧です。 


有効なコマンド： 

/?ル 1■ま用ミ兄の情報を壶示します 

/i くボリューム> SIS をインストールします（ボリュームを指定するお要があり 

ます） 

/干くボリューム> grove ler をつォアグラウンドモードに設定します 

ルくボリューム> grove ler をバックグラウンドモードに設定します 

/「くボリューム> つルスキャンを開賠します 

!た grove ler サービスをち効にして開賠します 

/d grove ler サービスを慢止して無効にします 

/V くボリューム> ボリュームをみがして全体の SIS の1■ま用:ミ兄の情報を収集しま 

す 

/I くボリューム> SIS によって制刷されたつァイルを一覧壶示します 

/s くつァイル> SIS つァイルの情報を壶示します 

- -- で. 

くボリューム) ■ "e: f: g: q:" の形式のボリュームの一^置です。 

ボリュームを指定しない場合、操けは SIS が 
ち効になっているすべてのボリュームで実巧されます。 


G:¥>sisadmin 


C:、Command Prompt 


1 )S にがインスト、ールされているボリューム 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin" と入力して enter キーを押下します。 
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2) S にが制御しているファイルの一覧 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin /I <ボリュームぶ >"と入力して enter キーを押下します。 
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3) ボリューム上の S に使用量についての情報(節約したディスク容量も含む） 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin /V <ボリュームぶ >"と入力して enter キーを押下します。 


じ 、 Command Prompt 


C : 礼 ) ocuments and Settings ¥ Administrator>sisadmin /v G : 

ボリューム ’ G :’ をみおしています。 

SIS Common Store デイレクトリをみ t 斤してし、ます... 

SIS Common Store ディレクトリをみがしています... 3が她理沼みです。完了しました 

SIS 共通ストアのつ了イルー置を並べ琶えて L 、ます... 

SIS 共适ストアのつアイルー置を並べ琶えています...完了しました。 

再脾析ポイントをみおして L 、ます... 

再脾析ポイントをみおしています…1目が贴理沼みです。日は跳斤されませんでした。 
兀； J しましに。 

デーを分析しています... 

デーを分析しています...完了しました。 

ニニニ N 别3日 - R 2 A - STD 上のボリューム ’ G :¥’ のみ析ニニニ 
共适ストアつ了イル： 3 

リンクつアイル： 1目 

アク t スでさないリンクつアイル：日 
節約されたスベース： 218572 KB 


C:¥Documents and ご ett mss¥Admmist rator >^ 
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3.6.5 すべてのボリュ -- ムで groveler を有効/無効にする 

S にを有劾にすると、同時に groveler も有劾になります。 

groveler は NTFS 上にある同一のファイルを検索、結合しますので、 groveler を無劾にすることで新し 
い S にリンクが作成されなくなります。 

ただし、 groveler を無劾にしてもすでに作成された S にリンクは削除されません。 

必要に応じて有劾/無劾の切替えを行ってください。 

手順はな下の通りです。 
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1) すべてのボリュームで groveler を有効にする 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin/e くボリューム《> "と入力して enter キーを押下します。 
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2) すべてのボリュームで groveler を無効にする 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin /d <ボリュームぶ >"と入力して enter キーを押下します。 
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3.6.6 フホアグラウンドモードいくックグラウンドモ -- ドの切替え 

システムの負荷が高くないときに groveler を動作させるモードを「バックグラウンドモード」 
groveler を最大のパフォーマンスで動作させるモードを「フォアグラウンドモード」といいます。 
groveler が「フォアグラウンドモード」で処理を完了すると、レくックグラウンドモード」で通常の処理 
を再開します。 

必要に応じてモードの切替えを行ってください。 

手順はな下の通りです。 

1) フォアグラウンドモードに設定する 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin /f <ボリュームぶ >"と入力して enter キーを押下します。 
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2) バックグラウンドモードに設定する 

1. クライアントから iStorage NS サーバーへリモートデスクトップにてログオンします。 

2. [スタート]- [すべての プログラム]- [アクセサリ]からコマンドプロンプトを起動します。 

3. "sisadmin 化 <ボリュームぶ >"と入力して enter キーを押下します。 
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3.6.7 他機能との連携 

S にを有効にすることで、 W 下の機能に影響が出る場合があります。 


1) . ディレクトリクォータ 

S にと同時に使用することは出来ません。 

2) . ディスククォータ 

S にと同時に使用することは出来ません。 


^- 

-^ 

C 3 上記項目な外の機能 

. ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があります。 

S にをご利用になる場合は、 

他のソフトウェアとの複合的な動作確認を充分に行った上で、使用 

してください。 


^- 

- J 
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